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梅沢人間力アカデミー 
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（１班） 

大東文化大学 文学部 日本文学科 4年 平野みずき 

4 年生になり、梅沢人間力アカデミーで参加できる最後の夏合宿を終えました。  

私は与えられた役職を全うすることと、大東日大学年関係なく様々な人とたくさん話して

思い切り楽しむという目的を持って参加しました。 

合宿まではリクルート幹事や勧誘班といった裏方的な役割を果たしましたが、当日は移動

班として、合宿が予定通り進むよう積極的に誘導の指示出しを行いました。 

しかし、合宿を過ごす中で私は他の同期に対して引け目を感じる瞬間が多くありました。 

夏合宿幹事長の出崎はどのようにしたら夏合宿が上手く回るかを常に考え、素早い判断と

指示を出していました。その姿を間近で見ていて、凄いと感じると同時に私にはその力が全
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く無いと実感しました。 

出崎だけではなく同期皆の姿が頼もしく思えました。そのような同期の一員であることを

誇りに感じ、自分も追いつけるよう、残り半年しかありませんが精進したいと思いました。 

夏合宿を振り返り、宿舎では多くのアカデミー生と会話が出来、キャンプファイヤーや打ち

上げはどれも楽しむことができました。迷惑をかけることも多々ありましたが、同期や後輩

と 4日間を共に過ごせたことが嬉しく、本当に 4年間続けてきて良かったです。 

夏合宿を引率して下さった梅沢先生に感謝致します。誠にありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 3年 佐々木梨花 

今回の夏合宿では、梅沢先生と山に登るという大変貴重な経験をさせていただきました。私

にとって 3 度目の登山でしたが、先生から花の知識や鳥のことわざなど様々なことを教え

ていただいたり、山をゆっくり眺めながら登ったりと、例年とは違う視点の楽しみ方ができ

ました。この登山を通して、様々な視点と知識を持つことは今後のアカデミー活動をより楽

しく進めることにも繋がるのではないかと感じました。 

来年は 4年生としてもっと活躍できるよう精進して参ります。 

このような素晴らしい機会を与えてくださった梅沢先生に心より御礼申し上げます。有難

うございました。 

 

 

大東文化大学 外国語学部 英語学科 3年 田中伶実 

今回の夏合宿はイベント班として参加し、キャンプファイヤーの司会をしたり、3年目の夏

合宿だったりと今までの夏合宿とは全く違った気持ちで参加しました。後輩たちに楽しん

でもらうにはどうすればよいのかということを常に考え、事前に話し合いを何度もイベン

ト班でしました。無事にキャンプファイヤーが終了し、多くの後輩たちに楽しかったと言っ

てもらうことができました。また、4年生の先輩方と一緒に参加できる最後の夏合宿だった

ため、１日１日を大切に過ごしました。先輩方がどれほど偉大な存在であるかを改めて知

ることができました。私も先輩方のようになれるよう人間力の向上に努めていきたいと思

います。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 2年 黒須翔太 

今年 2 年生で新規として入り初めての合宿でしたがとても楽しめました。日大にも友達が

でき来年がさらに楽しみです。来年は 3年生で役職も与えてもらえるかもしれないので、来

年は今年よりも責任感を持って参加したいです。 
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大東文化大学  経営学部  経営学科  2年  齊藤久留美 

わたしは 2年目の夏合宿でした。 

去年は三日目の昼からの途中参加で初めての全日参加ということもありすごく楽しみでし

た。実際 3 泊 4 日過ごしてみて去年ももちろん楽しかったですが、今年はそれ以上に楽し

かったです。後輩もたくさんわたしに話しかけてくれ、すごく嬉しかったです。 

また今年はイベント班という役職も頂きすごくやり甲斐もある合宿でした。イベント班は

本番 1 回なので全ての準備がシミュレーションで正直去年キャンプファイヤー、バスレク

に参加してない私からしたら想像もつかないことだらけでした。しかし、4年生をはじめと

する先輩方が去年のことをとてもわかりやすく説明してくださり、リハーサル中もわたし

のことを気にかけてくださりキャンプファイヤーもバスレクも無事成功することができま

した。準備期間はやることや考えることが沢山で正直大変でしたが成功した時、達成感をす

ごく感じられ頑張って良かったと思いました。また先輩方のすごさも実感することができ

ました。これからそんな先輩方に少しずつでも近づけるように精進していきたいと感じま

した。 

最後になりましたが、このような素敵な機会を用意して下さりありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 2年 佐藤大介 

3 泊 4 日の合宿を終えて、1 年の時と 2 年の時とでは楽しみかたが違うなと思いました。1

年生の時はただ楽しむ、でしたが、今年の合宿は生活班で活動し、そこで仕事しつつ合宿も

楽しむといったさらに楽しい合宿ができたと思います。生活班ではアゼリアで同期と 4 年

生とで活動をしてみてとても大変でしたが、最後終わってみれば生活班は大変だけどすご

く達成感があっていいものだと思いました。先輩の背中を見て来年はさらに生活班頑張り

たいと思います。 

 

 

大東文化大学 文学部 中国文学科 2年 安野天 

今回の夏合宿は 2回目で役職や役割が増えて、大変でしたが充実した 4日間でした。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 １年 恩田梨瑚 

夏合宿を通して様々な経験ができました。初めはとても不安でしたが、バスや宿舎やディス

カッション、同期会を通して今まで関わったことのない人たちとたくさん話すことが出来

ました。 

四日間過ごしていく中で先輩方のすごさや尊敬できる部分がたくさん見えました。総括で
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は 4 年間サークルで過ごしているととてもいい経験ができるのだと感じたのでこれからの

活動の活力になりました。参加してよかったなと感じました。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 １年 清水創也 

沢山の人と話をして学校問わず友達が出来たこと、人との関わり方を学んだことで人に話

しかけられるようになったこと、自分に自信が必要だということなど、この 4日間で沢山の

事を学ぶことが出来ました。非常に有意義な時間を過ごせたので参加して良かったです。 

 

 

大東文化大学 社会学部 社会学科 １年 田川翔 

夏合宿を経て普段話す機会がない日大の人と話す機会があったのはとてもいい経験になり

ました。特に宿舎で日大側の先輩と話すことが出来たのは個人的にはかなり好印象でした。 

自然の中で過ごすことで 1 年生は時間という制約をいつもよりも緩く過ごすことが出来、

そしてたくましい先輩方の姿を見ながら過ごすことが出来たのは今後アカデミーを引っ張

る良いきっかけにもなったと思いました。 

しかし疑問点もありました。みんなが他校の同期と話す機会が欲しいという要望を先生や

先輩方が機会を与えてくださったのにも関わらず日大と大東のグループに集まってしまい

他校と話そうにも話しかけづらいという状況が生まれたことで他校間コミュニケーション

が予想していたよりも少なかったことです。もちろん個人のコミュニケーションの問題も

あるとは思いますが、話しかけづらい状況が生まれたことの方がより大きな疑問に感じま

した。結論として合宿に参加したのは先輩方とのコミュニケーションを取れたことはとて

も良かったですが同期とのコミュニケーションは取れませんでした。同期と仲良くなる機

会が欲しかった自分としては満足とは言えない合宿になりました。 

 

 

（２班） 

大東文化大学 経営学部 経営学科 ３年 有山祐佳 

今年で 3回目の夏合宿となりました。1年生の時に初めて参加した２年前と比べ、大分見え

るものも、感じるものも変わってきたと思いました。私は移動班と 勧誘班の仕事を頂き、

微力ながら夏合宿を運営する側に携わらせて頂きました。実際に合宿当日では臨機応変に

対応しなければいけない状況 が多々あり、大変な仕事でありながらもやりがいがありまし

た。 しかし、そのような状況下であっても、４年生が素早く的確な指示を出して下さった

ことで、後輩の私達や２年生や１年生はスムーズに動くことが出来ました。来年は私達 3年

生が４年生を受け継いで夏合宿をより良いものにしていかなければならないと強く感じま
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した。またディスカッション班では班長として初めて顔合わせする班員と円滑にディスカ

ッションするための雰囲気作りとして既存生と新規生の交流を重視しまし た。その結果、

短い期間ではありましたが日大生、大東生ともに仲が深まったと感じました。今後も夏合宿

でのディスカッション班との繋がりを大切にしていきたいです。いつものワークショップ

班とは違うメンバ一からまとめディスカッションする貴重な機会であり刺激的でありとて

も勉強になりました。この様な貴重な機会を与えて下さった梅沢先生をはじめとする、幹事

の皆様、先輩方に感謝致します。本当にありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 １年 上田夢実 

最初は、日大生と面識がなかったので、誰とも話すことができず不安でしたが、バスレクな

どで先輩方が自然と周りの人と話せる環境づくりをしてくれました。宿舎では大東の一年

生の女の子は自分しか宿舎にいなくてとても心細い気持ちになりましたが、同じ部屋だっ

た湯原亜美さんや普段から仲良くしていただいている田中怜実さんに助けてもらい日大生

やほかの先輩方とも話せるようになりました。夜は、日大の先輩や大東の先輩とトランプな

どを通じて交流を深めることができました。 

2 日目は 2班のみんなで山登りをしました。登っている間は班員のみんなと楽しく登ること

ができ、山頂から見た景色はとても綺麗で、とても感動しました。 

夜に行われたキャンプファイヤーでは今まで話したいことない人たちとも交流を深めるこ

とができました。たくさん楽しい企画があって本当に楽しかったです。 

夏合宿前からたくさんの楽しい企画を考えてくれた先輩方には本当に感謝でいっぱいです。 

この合宿で、今まで交流を深められていなかった先輩や同期ともたくさんの交流を深める

ことができました。 

なかなか人とすぐに話すことができない自分ですが、この短い期間でたくさんの思い出や

貴重な体験をすることができました。 

最後に梅沢先生をはじめ運営に携わっていただいた先輩方、本当にありがとうございまし

た。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 佐藤由梨 

3 泊 4日の合宿を通してたくさんの人と触れ合えることができました。先輩や日大の人、今

まで関わることのできなかった大東の同期とも話すことができて交友関係を広げることが

できました。初めは合宿自体に参加するか迷っていましたが、とても楽しく有意義な時間を

過ごすことができ、夏合宿に参加してよかったと思いました。夏合宿で得た経験を今後のア

カデミー活動に生かし、更なる自己成長につなげていきたいです。 
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大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 富井悠揮 

自分はこのサークルに途中から入り、夏合宿前のワークショップには 3 回しか参加できて

おらずサークル内にほとんど知り合いがいない状態で合宿に参加しました。出発当日の朝、

待ち合わせ場所についた時改めて話しかけることのできる知り合いがいないと言うことを

実感しとても不安を覚えました。しかしバスに乗り込んでみるとまず隣の席の先輩が話し

かけてくださったり、宿舎に着くと同じ部屋の先輩が合宿のことを教えて下さったり、宿舎

内の同期と仲良くなることができました。ほかにもディスカッションや登山で少しずつ人

間関係を広げていくことができ、それを実感することがとても楽しかったです。 

このように、人と関わり仲を深めるということを夏合宿で学ぶことができたのが今回の自

分の一番の収穫だと感じます。今回の合宿で手に入れた人間関係をこれからも絶やさず、た

くさんのいい影響をもらっていこうと思います。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 中北魁 

夏合宿では非常に密度の濃い時間を過ごすことができました。他学年、大東生、日大生を問

わず親交を深めることができました。 

合宿中に発表をする機会も多く、普段のアカデミー活動の時よりも大きく成長できたと感

じています。また、普段とは違うディスカッション班で話し合い、意見を出し合うというこ

とはいつもと進行から違っていて面白かったです。 

来年の夏合宿は忙しく動き続けていた先輩のように何かの役職を持って、また今年とは違

う形で成長したいと思っています。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 吉野優佳 

私は今回初めて夏合宿に参加したので、行くまでとても不安でした。1泊 2日と短い期間の

参加でしたが、とても濃い２日間でした。山登りは、自分の体力が持つか不安でしたが班の

みんなと楽しく登れたためとても楽しかったです。登ったあとの達成感は忘れられません。

また、日大の人と仲良くなれるか不安でしたが、先輩方が積極的に話しかけてくださり、同

期の仲を取り持ってくれたためすぐに打ち解けることができました。このような貴重な経

験ができる機会を設けてくれた梅沢先生をはじめ先輩方本当にありがとうございました。

この夏合宿で得たたくさんの経験を今後のアカデミー活動に生かしていきたいです。 

 

 

（３班） 
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大東文化大学 4年 福澤君義 

今年の夏合宿は最後という事もあり自分の人生にとってかけがえの無いものとなりまし

た。夏合宿に参加してくれたゼミ生全員に感謝しています。その中でも特に同期の存在は

とても大きく同期の頑張る姿を見て自分も頑張る事が出来ました。感謝の気持ちを忘れず

に残りのゼミ生活を過ごしていきます。最後になりますが、梅沢先生、普通の学生生活を

送っていては絶対に経験することの出来ない夏合宿という素晴らしい行事に参加させてい

ただき、本当にありがとうございます。以上を私の夏合宿を終えての感想とさせて頂きま

す。 

 

 

大東文化大学 3年 関矢詩織 

今回の夏合宿は幹事長補佐と生活班を兼任させて頂きました。 

1 年生からずっと参加してきた夏合宿でしたが、今回はもう 3年生なのかと思いながら、

凄く感慨深い思いで夏合宿を終えました。 

まずは、班長として 3班の班員を支えながら夏合宿ができ、大変嬉しく思いました。3班

の新規生については、活動には来てくれていたものの夏合宿への参加を考えたいという新

規生が多く、凄く勧誘が難しかったことを覚えています。ただ、参加しますと言ってくれ

た新規生のためにも「全力で楽しみ、全力で楽しませる」という思いで夏合宿に挑みまし

た。 

初めは山登り嫌だなと言っていた新規生やまだ少し班員と距離がある新規生など少し問題

があるように思えた 3班でしたが、山登りの休憩ポイントや頂上ではそのような不安を一

切感じさせないほど仲良くなっていました。 

「登り切ったね」「一緒に写真撮ろう」などと自分から声をかける新規生もいて、目頭が

熱くなりました。 

山登りは、班員と班員を繋げる良い場なのだと、班長という立場になって改めて感じるこ

とができました。 

次に、生活班は昨年に引き続き務めさせて頂き、今年は更に幹事長補佐という役職を頂き

ました。 

生活班については、後輩と先輩のパイプ役としての動きを果たすことや自分が裏を支える

ことを意識しながら取り組みました。 

幹事長補佐については、途中から任命して頂いたのですが、「幹事長補佐を出来るのは詩

織ちゃんしかいなかったよ」などと先輩に声をかけて頂いて、期待されているということ

を身に染みて感じました。また、その期待に対して期待以上で応えたいと思うようになり

ました。 

幹事長補佐と生活班を兼任して、改めて先輩方の偉大さに気付きました。 

頭の回転が早いところなど自分も来年度に活かしていきたいと思うものが沢山あり、もっ
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とスピード感をもって先輩方の良いところを奪っていかなくてはという思いと同時に、来

年は自分達が 4年生になり、この夏合宿を作り上げていく側になるんだなとかなり焦りも

感じました。この先輩方のレベルを超えるような夏合宿が作れるのかと不安にもなりまし

た。 

まだまだ未熟ではありますが、先輩方に作り上げて頂いた今までの夏合宿を超えられるよ

うな夏合宿を来年度に作り上げられるよう精進致します。 

最後に、このような素晴らしい機会を与えてくださった梅沢先生や幹事の方々に心より御

礼申し上げます。誠に有難うございました。 

 

 

大東文化大学 3年 三浦明 

今回の夏合宿を通して学んだことがいくつかありました。まず、会話をする上で必ず相手

に伝えなくてはならないことです。初日で梅沢先生が仰っていましたが、内容よりも大き

い声で相手に伝えるということを学びました。そして今後は大きい声で話すことだけでな

く、内容もしっかりとしていかなくてはなりません。今回の夏合宿で相手に話を伝える重

要さを学びました。そしてもう一つは縦と横の繋がりを再認識することができました。困

った時は一人で抱え込まず周りを頼ること、そして自分は一人ではないのだと再認識でき

る機会となりました。このような機会を与えていただき梅沢先生をはじめ、幹事の方や協

力者の方に心より御礼申し上げます。 

 

 

大東文化大学 3年 山路健仁 

今回夏合宿に生活班として参加して、4年生から吸収すべきこと、そして自分が後輩に伝

えなければいけないこと、自分が気づかなければいけないことが沢山あると感じました。 

自分は今あることに精一杯になってしまい、先を見て行動することがあまり出来ませんで

した。しかし、生活班の 4年生方は先を見て臨機応変に行動する事で、スムーズに夏合宿

を進行していて、改めて 4年生の偉大さを感じました。自分も来年は 4年生として、夏合

宿に参加するので今回で明確になった自分の課題を克服して夏合宿に挑みたいです。 

最後にこのような素晴らしい機会を与えてくださった梅沢先生に心より御礼申し上げま

す。有難うございました。 

 

 

大東文化大学 2年 上木華 

今回、梅沢人間力アカデミーに新規２年として参加させていただきました。4月からアカ

デミーに加入してできた友人達はほとんど責任ある役職をこなしていました。夏合宿の

前々から忙しく準備に勤しむ彼らを近くで見てきて、私自身も役職無しながら責任ある行
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動が求められるなと感じていました。 

いざ夏合宿当日になってみると、想像していたものよりずっと集団行動の重要性を意識し

なければならないものでした。常に働いている友人達に声をかける暇もなく、同じ部屋に

なった日本大学の後輩や先輩と親睦を深めることを優先しました。これによって、自分の

足りないところが見えました。具体的には、初対面の人と接する時にかなりの壁を作って

しまうということです。今後改善していくためには、初めて会う人と会話を積極的にする

ような経験をしていくべきだと考えています。 

最終日の総括で同期や先輩方のお話を聞いて、今まで軽い気持ちでサークルに参加してい

た自分を振り返りました。これからの活動は、新規だからという負い目を感じずに責任を

持ってやっていきたいと思いました。 

 

 

大東文化大学 2年 岡嶋雄士 

夏合宿の感想としては、昨年一年生としていった時とは違い今年は生活班という役職をい

ただいて、仕事としては大変だったけれどもやりがいがあったので生活班という役職をい

ただけて良かった。そして班の後輩が出来たことによって夏合宿を自分だけが楽しむこと

無く後輩と一緒に楽しむことが出来たのではないかと思った。 

 

 

大東文化大学 2年 佐野栞 

3 泊 4日の夏合宿に参加して良かったと心から思いました。今回私は生活班という役職を

いただきました。生活班の仕事としては、みんなの救護やお風呂シフトを作ること、ゴミ

の分別など、縁の下の力持ちのような役です。そのような、サークルの人全体を支えるよ

うな仕事を任せていただいたことや、それをやりきれた事の達成感を心地よく感じまし

た。あぜりあの宿舎は忙しくて、私は焦ってしまうことがありました。しかし周りの 2年

の仲間が、少し水でも飲んできなよ、などと優しい言葉をかけてくれて本当に嬉しかった

です。 

山登りでは、３班の仲間たちと山登りはできませんでしたが、3班のみんなと写真を撮っ

たり、頂上ではみんなといられたり、本当にいい思い出になりました。この夏合宿のあい

だ、さらに多く時間を３班の人と一緒にいたかったです。 

また今年の総括をきいて、尊敬できる四年生の先輩方や、同じ班の四年生の福澤さん、三

年生の関矢さんや、山路さんと一緒にいられる時間が残りわずかになってきているのだな

と実感できました。本当に悲しくなりましたが、残されている時間を有意義にしていきた

いと思いました。これから大好きな先輩方とたくさんの思い出を作っていこうと思いまし

た。 
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大東文化大学 1年 朝日友貴 

私は今回はじめて梅沢人間力アカデミーの夏合宿に参加して、普段の アカデミー活動で

は体験できない夏合宿ならではの経験ができとても充 実していて楽しい 4 日間だったと

思いました。私は参加する前は日大の人とのコミュニケーションが上手くできるかなどの

不安がありました が、いざ参加してみると沢山の友達や先輩と交友を広げることができ

とても楽しい 4 日間にすることができました。夏合宿を通して広がった交友関係をこれ

からも継続していきたいと思います。 

まずこの夏合宿を通して印象に残っていることは 2つあります。 

1 つ目は、2 日目に行った登山です。普段交流をもっている班の人と登山をし て自分の

班の居心地の良さや安心感を感じることができ、より自分の班が好きになりました。また

苦しいことを一緒に乗り越えることで絆が深まったと思います。 

2 つ目は、4 日目の総括です。総括で 3年生や 4 年生 が涙ながらに語っていた姿が印象

に残っています。自分もアカデミー活動を続けて総括で涙を流せるような青春を味わいた

いと思いました。 

この夏合宿が楽しく充実したものだと思えたのは、先輩方のお仕事のおかげだなと強く感

じました。それは、合宿中近くで先輩方の働きをみることができ、先輩方の力を感じるこ

とができたからだと思います。そのような先輩方をみて、私も来年再来年そんなかっこい

い先輩になりたいと思い、これからのアカデミー活動を頑張っていきたいと思います。 

 

 

大東文化大学 1年 塚原悠貴 

 私は今回の 3泊 4日の梅沢人間力アカデミーの夏合宿に参加してとても良かったと感じ

ています。まず 1日目の自己紹介では、あんなに大勢の前で話すという経験があまりなか

ったため、自分にとって価値あるものとなりました。2日目の山登りではワークショップ

3 班のみんなと登れてとても楽しく、貴重な体験ができました。普段の生活からは見られ

ないみんなの一面が見られました。3日目のディスカッションでは、自分の意見を出し、

また他の人の意見を聞きそれをまとめ発表するということに、班の団結力を感じることが

できました。そして 4日目の総括では、4日間の様々な体験を通したことで少し人前でう

まく話せるようになり、自分にとっていい刺激をもらえた合宿になりました。また懇親会

や打ち上げなどの交流の場を設けてもらえたおかげで大東と日大の友人を増やすことがで

き、人脈を広げることができました。以上のことからこの夏合宿は私にとってとても良い

経験になったと思います。 

 

 

大東文化大学 1年 武田兼太郎 
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私は８月２日から４日間、戸隠へ社会人交流の夏合宿に参加しました。参加した理由は、

前期のワークショップで紹介されていた活動の中で特に印象に残ったイベントであったこ

と、また、日本大学の学生と交流できる初めての機会だったからです。先に夏合宿全体の

感想を述べると、「参加してよかった！！本当に充実した４日間」でした。初日は都会と

は違った大自然に囲まれつつも、日大生が多かったこともあり同じ宿舎の人とは馴染みき

れずにその日はおわりました。そんな中、２日目が始まりました。この２日目は特に印象

に残っています。登山は思ったよりハードでした。けれど、下山して下についた頃には同

じ３班のみんなとは今までより距離が近くなった気がします。キャンプファイヤーは久し

ぶりに非日常的な楽しい体験でした。部屋長がダースベーダーとして登場したのはビック

リしました。笑 でもなにより、合間の時間や宿舎内懇親会で同じ１年の日大生や先輩方

と仲良くなれたことが１番大きかったです。３日目のディスカッションでは班の方たちに

も恵まれ、いつも以上に内容の濃いディスカッションができました。また、全員の前での

意見の発表も自分なりに上手くこなすことができました。何度やっても緊張はしますが、

班の先輩が一緒になって添削などしてくれたのも後押しになった気がします。４日目の総

括を振り返る前にこの夏合宿を思い返すと、１年ということもあり役職は特にありません

でしたが、本当に楽しいことばかりでした。幹事やイベント班、生活班などの仕事、その

他イレギュラーな事にも柔軟に対処し運営している姿を見て尊敬の眼差しや感謝の気持ち

で一杯になりました。このようなこともあり４日目の総括の先輩方のお話は１年ながら感

動で涙を堪えずにはいられませんでした。この夏合宿の経験はサークルのモチベーション

にもなるし、今後自分がどう活動していけばよいかの指針にもなった４日間でした。来年

も必ず参加したいと思います。 

 

 

大東文化大学 1年 冨岡大揮 

私は社会人交流会の夏合宿に参加したことにより、以前よりもたくさんの人の前で話すこ

とに対して抵抗がなくなりました。それは、初めの自己紹介の時やディスカッションの時

に前に出て話をしたからだと思います。なんとなく大学生活をしているだけでは何百人も

の大勢の前に立ち一人で話をすることなど絶対にないと思います。だから、この夏合宿に

参加できてとてもいい経験になったと思いました。また、日大と合同で行ったので今まで

以上に人脈を広げることができコミュニケーション能力も身に着けることができました。

この日大との繋がりをサークル内だけで終わりにするのではなく、個人的に遊んだりして

さらに友好関係を深めていこうと思いました。 

 先輩方が頑張ってくれたおかげでとても楽しい夏合宿になりました。改めて先輩方の逞

しさや優しさを実感しました。来年は自分たちが先輩方のように後輩を引っ張り楽しませ

られるように頑張りたいと思いました。 
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（４班） 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 ４年 等田裕偉 

今回、私は最高学年として微力ながら夏合宿を運営する側として携わらせて頂きました。私

は一昨年、昨年同様に移動班としての仕事を頂きました。去年とは違い、自分が下の学年に

的確な指示を出す事の難しさを痛感しました。それと同時に、同期の存在の大きさも身をも

って体感しました。特に、移動班班長である田幡は、班長としての自覚をしっかりもってお

り、その日その日のスケジュールをしっかりと把握し、イレギュラーな事態にも慌てる事な

く臨機応変な行動をしていました。私は田幡が班長であってよかったと心の底から感じま

した。移動班は、私にとって大きな場所でした。あまり目立つことのない自分でも微力なが

ら活躍できる事がとても嬉しかったですし、移動班を通して日大側との関係もより一層深

める事ができました。3日目の同期会では、久しぶりに同期とお酒を嗜みながら楽しく過ご

す事ができました。年々、同期の人数は減っていきましたが、それ以上に絆は深くなってい

ったと思います。こんな素晴らしい同期と一緒にいられるのも残り半年しかないと思うと

寂しさも感じました。しかし、残りの半年を有意義に過ごし、より多くの思い出を作ってい

きたいと思います。また、移動班や、WS 班、ディスカッション班や宿舎など大東日大関係

なく多くの後輩が私に声をかけてくれました。特に、日大側との交流はこの夏合宿が初めて

だったということもあり、大東生以上に交流する機会が多かったと感じました。夏合宿が終

わっても個人で遊びに行こうという誘いも多く、この夏休み中にさらに親睦を深めていこ

うと思います。4度目の夏合宿で、感じた事はこの夏合宿に一度もかけることなく 4回全て

参加できてほんとによかったと感じました。学生のうちにこんなまたとない経験を 4 度も

させて頂きありがとうございます。大勢をまとめることの大変さ、的確な指示出し、スケジ

ュール調整など社会に出てから必要ない力をここで身につける事ができたと思います。残

りの半年を無駄にせず、より精進していきたいと思います。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 3年 湯原亜美 

今年で 3回目となった今年の夏合宿は WS班長、ディスカッション班長、会計班班長、移動

班として参加させて頂きました。 

沢山の役職を与えて下さり参加した今年の夏合宿では「周囲の人に頼る事の大切さ」を大き

く感じました。 

1 番実感したのは会計班の班長という重要な役職を与えて頂き過ごした準備期間です。会計

班の班長となり、不安な気持ちがとても大きく逃げ出したくなる瞬間が多々ありました。 

夏合宿前日まで梅沢先生、出﨑さん、各班班長のみなさんへ沢山のご迷惑をおかけしてしま

い、大変申し訳なく感じております。しかし、先輩方はどんな時も責める事なく支えて下さ
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いました。同期は自分から相談する事が苦手な私をみてそっと話を聞いてくれました。また、

先生から頂いたメイルでの「何もかも自分でやろうとしたら必ず失敗する」というお言葉で

「もし早くから頼っておけば」という気持ちにかられ、「周囲の人に頼る事の大切さ」を改

めて感じました。 

また、ディスカッションでは班に 4年生が居ない中での班長でした。文章力もまとめる力も

ない中、2年生の 3人が自ら力を貸してくれました。そのおかげでスムーズにディスカッシ

ョンが進んだのだと感じております。 

同時に「先輩方の偉大さ」を感じました。 

みんなが全力で楽しめるよう準備期間だけでなく合宿中も遅くまで話し合いを行う姿や、

辛い時でも後輩の前では常に笑顔でいる姿を間近で見る事が出来ました。また、移動班の先

輩方は常に周りをみて素早い判断をするだけでなく、私達がみんなへどの様に指示をすべ

きかまで考えてくれ、とても頼りになり一緒に仕事が出来たことを嬉しく思いました。そん

な先輩方へはまだまだ追い付きませんが、一年後、少しでも追いついている事が出来るよう

努力して参ります。 

また、「仲間の大切さ」を改めて感じる事の出来た合宿でもありました。 

個人的に沢山の人と仲良くなることができたほか、WS4班の 1年生から「4班で本当によか

ったです」という言葉を聞く事ができ、班員の絆がとても強くなったと感じ、今後の活動へ

の意力ともなりました。 

梅沢先生、この様な大変貴重な機会を与えて下さり、誠に有難うございます。 

今後の活動でも気を抜かずに全力で取り組んでまいります。 

至らない点も多々ございますが、今後ともご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致します。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 2年 國谷颯 

今回の夏合宿では、1 年生のころとは違った感想を得ました。前回の夏合宿は、ただ合宿を

楽しむことや、様々な人に話しかけていき、交流を深めていくことしか考えられていません

でした。 

しかし、今回の夏合宿では移動班と部屋長という役職を頂いたことや、より近くで先輩方の

活躍する姿を見たこと、夏合宿の運営携わらせていただいたこともあって昨年とは全く違

う学びを得ることがきました。特に移動班の活動では、団結して活動していくことの大切さ

を学びました。仕事の中では移動する際の指示や統率が大変でした。そんな状況でも先輩方

を中心に一致団結して行ったことで移動を円滑に進めることが出来たと思います。また、3 

日目の夜に行われた同期会では、今まで関わりのなかった同期とも交流を深めることがで

き、来年は 3 年生として同期達と共に夏合宿を成功させたいという思いを持ちました。今

年の経験を生かして来年の夏合宿をもっと良いものにしていきたいと考えています。 
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大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 岡田隆之介  

今回初めてこの夏合宿に参加させていただきました。初めての参加でわからないことや不

安なことも多々ありましたが、先輩たちの後ろを見てたくさんのことを学ぶことができ、い

つもと違う姿に尊敬しました。また、大自然の中日大生や大東生の人たちと触れ合うことが

できとても刺激になりいい経験になりました。自分との違う価値観や考え方など様々な意

見を聞くことができとても参考になり色々な側面から考えられるようになりました。客観

的に周りを見たりコミュニケーションをとる大切さを知りました。合宿で学んだことをこ

れからの生活やアカデミーで磨いて自分の強みにしていきたいです。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 菊地可南太 

今回この合宿に参加してみて先輩方の苦労や優しさがとても伝わってきました。それぞれ

の先輩がじぶんのやるべきことをやって、人数が多くて言う事を聞かなかったりする 1 年

生にも優しく丁寧に教えてくれたりして、合宿中にとても助かったことが多かったです。自

分が来年今の先輩と同じ立場になった時、同じように苦労を乗りこえ優しい先輩になりた

いと思いました。そして、初の合宿の参加ということで日大の人とも仲良くなれるか不安ば

かりでしたが、同じ宿舎の人や同じ部屋の人、話しかけてくれたりする人達が沢山いていろ

いろな人と仲良くなることができました。この様にいろいろな人と仲良くなれたのも自分

一人の力では成しえないことだったと思います。このような機会を与えてくれた梅沢先生

をはじめ先輩の方々には感謝しております。ありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 経済学部 現代経済学科 1年 近藤桃子 

今回の合宿は先輩方が作りあげてくださったということを四日間を通して強く感じまし

た。私たち一年生が不自由のないよう次々に起こるアクシデントに対応し、周囲のために

活動していた姿が印象に残っています。私の WS班は学年でも全体でも仲が良く、総括で

は先輩方の言葉を聞いて感涙にむせびました。こんなに深くなれる関係にあることを有り

難く思いますし、私も 3年後後輩からそう思われるような関係を築きたいと強く思いまし

た。また、いつもの仲間がディスカッションで前に立って発言している姿は心強く同時に

嬉しく思いました。ディスカッションでは深く考えられるよう先生がレールを敷いてくだ

さったので班で協力しながら自分たちなりの答えを導き出すことができました。合宿に参

加しなければ出会うことのなかった人ともたくさん繋がれました。後半 2日間は宿舎での

食事は話したことがない人と座るというルールを先輩方が作ってくださったおかげで多く

の友人ができました。はじめは知り合いのいない机で摂る食事は緊張したけれど気がつく

とそれはわくわくに変わっていました。宿舎やディスカッション、学年飲みやバスなど交
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友の幅が大きく広がり、今回の私の目標は大きく達成されました。来年は役割をいただい

て今回とは違う視点の合宿にしたいです。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 渋谷瑠輝亜 

今回の夏合宿ではたくさんの同期の友達ができ、先輩と仲良くなれました。最初バスの隣

が知らない人と聞いて不安を抱いていましたが、実際隣の人に話したら行きも帰りもとて

も仲良くなれたのでよかったです。1日目はバスと自己紹介だけで終わり、何しに行って

いるのかよくわかっていませんでした。ピアロッキーの部屋割りでは自分の部屋には他に

大東生がいなく他 3人が日大生だったのでとても不安でした。しかしトランプなど自分か

ら積極的に話しかけに行ったらみんな仲良くなれたのでとても嬉しかったです。2日目の

山登りは、具合が悪かったので憂鬱でした。しかしいざ頂上に着くと、大きな達成感が生

まれ頑張って登ったかいがあったなと思いました。3日目のディスカッションと発表は、

暑くてあまり気が乗りませんでした。しかし日大の先輩とディスカッションを組むことに

より、ものすごい判断力とまとめる力を目の当たりにして刺激をもらいました。また、い

ままで発表した事がなかったので初めてのいい経験になりました。キャンプファイヤーで

はイベント班の皆さんが盛り上げて下さり感動しました。初めての夏合宿は自分にとって

とても大きな経験になった四日間でした。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 野村大樹 

今回の夏合宿では大自然の中、初めて会う人も大勢いて、人生で初めての経験をさせて頂

きました。初めて会う人とはどのように接すればいいのかなど、考えることも多かったで

すが、それも含めて、自分を成長させることができたのかなと思っております。また、い

つもはふざけあったりしている先輩達がまじめに仕事をこなしている姿などを見ることが

でき、自分にもこんなメリハリが必要だなと思い知らされました。今は一年生で楽しんで

いるだけですが来年、再来年となると、他人を楽しませる、といった視点も大事になって

きます。来年はもっと成長した自分で夏合宿に参加し、他人を楽しませたり喜ばせること

ができるよう、頑張りたいと思っております。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 1年 東快知 

今回、1年生ということで初めての合宿に参加しました。行くか行かないか本当に迷いま

したが、先輩に誘われ参加を決めました。先輩に誘われたという単純な理由のため、全体

の輪にうまくなじめるか最初は心配でした。しかし、合宿を終えた今、仲間との絆が深ま

り、新たな交友関係やいい思い出ができ、参加してとてもよかったと感じています。 
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今回の合宿で一番心に残ったのは先輩のすごさです。全体を、仕切る姿はもちろん、ディ

スカッションなど少人数のときにもうまく話を広げ、全員が意見を言いやすい環境にして

下さいました。かっこいいなぁと思いましたし、同時に 1年後、2年後にはこんな姿にな

っていたいなと思いました。それぞれの役割を全うするなかで、なにもかもが初めての 1

年生に対して優しく接してくれ、来てくれてありがとうと何度も言われました。このよう

な素晴らしい集団の中にいることは、人生のなかの大学生という４年間の短い時間で絶対

いい経験になると確信できました。一番下でいられる残り半年間、先輩の姿をしっかりと

見て来年に繋げていきたいと思います。 

登山やキャンプファイヤーなどといった普段できない活動をできたことはもちろん、いい

思い出の１つですが、私はディスカッションの時間が１番有意義であったと思いました。

第二回のディスカッションでは今後のアカデミーについてという内容で話し合いました。

ですが、発表の内容がいいものではなく、急遽第三回も行うことになりました。それによ

り具体的な内容を各班員で出し合うことができました。どうすればよいのか、どのような

ことをすれば達成できるのか、真剣に考えた時間はこれからに必ず活きるものになったと

感じます。 

合宿に参加することで予想を超える様々な経験ができてとてもよかったと思います。今回

知り合った日大の人や、先輩方とはプライベートからも交流を深めていき、よりよい集

団、そのなかになじめるひとりになっていきたいとおもいます。 

 

 

大東文化大学 法学部 政治学科 1年 渕脇麻衣 

正直、本当に楽しいのかな、初めて話す人とバスが隣で宿舎が一緒で仲良くできるのかな、

と不安がいっぱいでしたが、終わってみた今、充実していた素晴らしい時間だったなと感じ

ています。先輩同輩皆さんとてもフレンドリーで、会話が弾むことが多かったです。梅沢先

生のお話で、ここにはいじめがない、というお話を聞いて、本当にその通りだなと思いまし

た。一人一人が輪を広げようとする気持ちがあるからこそのことだと思います。その結果、

最後の先輩方のスピーチが、気持ちのあふれ出てしまう感動的なものになるのだと感じま

した。4 班の先輩方が 4班ありがとうと言ってくれた時は、先輩方が頑張っていた姿を思い

出して、私ももらい泣きしてしまいました。 

また、忍耐力が大事なこともわかりました。私は自分が面倒くさいと思うことは後回しにし

てしまったり、やらなかったりすることが多い傾向にあるのですが、今回の山登りや、ディ

スカッションでの発表は体力を限界まで使ったり、人前で話す緊張感など普段逃げていた

事が多くとても辛かったです。それでも、山登りでは先輩が荷物を持って下さって助けてく

れたり、4班の同輩同士で休憩時間に草木や花を頭につけたりして、くだらないですがとて

も楽しい時間を過ごす事ができました。そのおかげで辛かった山登りも登り切ることがで

きました。登り切った時は、久しぶりの達成感で気持ちよかったです。 
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ディスカッションでは、難しいテーマの時になかなか自分の意見がまとまらず、大変な思い

をしました。先生のご意見もあるため、できるだけ完璧な発表にしようと 20班の先輩方が

とても手伝ってくださって、とても心の支えになりました。 

日大生だけでなく、大東生ともさらに仲良くなれて、とても楽しい合宿でした。来年、もし

役職をいただけたら、後輩が心から楽しめるようにストレスなく合宿が進むよう、時間通り

の行動や、積極的に話しかけたりするサポートをして、参加したいと思います。今回の合宿

をやるにあたって関わっていただいた方々、特に運営してくださった梅沢先生、先輩方、本

当にありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 経営学部経営学科 1年 蒔田悠介 

私は今回夏合宿に参加してみて本当に良かったと思いました。 

参加する前はどんなことをするのかよく分からず、初めて関わる人が多いので不安が多く

ありました。しかし参加してみると先輩たちとの縦の繋がりや、大東、日大の 1年生たち

との横の繋がりができ人脈が広がり、多くの人と仲良くなることができました。 

こんなに短期間に色々な人たちと出会い会話をする経験はなかなかないと思うのでとても

良い経験になりました。 

また、先輩方がいろいろな役職を持ち夏合宿の運営をしてくださったことに本当に感謝し

ています。ありがとうございました。来年は既存生として役職をいただくことができた

ら、その時は今年の先輩方のようにしっかりと与えられた仕事をこなして良い夏合宿にし

ていきたいと思います。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 山﨑麻唯紗 

私は今回の合宿に参加して本当によかったなと思いました。最初は人見知りだしお金もか

かるので行きたくないという気持ちが正直大きかったのですが、先輩方の体験談などを聞

き少しずつ行きたいなと思うようになりこの合宿に参加しました。楽しそうだなと思った

ものの不安の方が多く、3泊 4日が充実するか心配でした。しかし、バスでは先輩方がリ

ードしみんなを楽しませてくれて不安が減りました。宿舎でも部屋長の方が中心に輪を和

ませてくれていつの間にか自分の不安だったものが消えていました。また、山登りで班の

仲がより一層深まったなと思います。私はこの合宿で 1番印象に残っているのは総括の時

間です。普段から頼りにしている先輩方が涙を流している姿を見て私達の見えないところ

でたくさんの苦労をし、普段から私達のために最高の時間を作っていてくれたのだと知り

ました。改めて尊敬し、これからもついていきたいと思いました。来年もこの合宿に参加

したいなと思いました。ですが、私は来年先輩方のように後輩をまとめられるような頼れ

る先輩になれるか不安なのであと約半年、先輩の姿を見習って成長出来たらなと思いま
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す。また、この合宿は私にとっての財産になったなと思い、本当に自分の糧になる時間で

した。 

 

 

（５班） 

大東文化大学 国際関係学部 国際関係学科 4年 上野真衣 

私は今回の夏合宿を通して、4年間のアカデミー活動への充足感を感じました。その理由は

2 点ございます。 

まず 1点目に、幹事長補佐、メルヘン・ヒュッテ宿舎長、イベント班と 3つもの役職を頂く

ことが出来たことです。これらの大役を務めさせていただき、責任感のある仕事に合宿前は

不安でしたし、私自身の力不足でみんなの役に立っているのか分からないときもありまし

た。しかし、合宿前から合宿中まで、励まし合ってきた頼もしい同期や後輩のおかげで、無

事夏合宿を終了する事ができ、ご采配くださった梅沢先生や同じ役職で一緒に頑張った同

期や後輩には感謝してもしきれません。まだまだ私の至らなさを感じる場面もあり、やりき

った達成感とまでは言うことが出来ませんが、みんなで作り上げた合宿に対する充足感の

ようなものを去年以上に感じました。 

また、2点目に後輩たちの成長を感じられたことです。5班の 1年生は、口下手で人前で話

すことへの苦手意識のある人が多く、夏合宿への不安もコミュニケーションに関すること

が大きかったようでした。しかし、夏合宿中の宿舎での時間やディスカッション班など、ws

班以外でのやり取りを楽しんでいる声を聞くことができ安心すると共に、総括で前を向い

てしっかりと自分の言葉で話している様子に成長を感じました。2年生は、初めて役職につ

いていたり、後輩へ配慮しながらの夏合宿でしたが、周りをよく見て配慮しながらも自分た

ち自身しっかり楽しんでいる様子に、先輩としてや 2年生として、上手く切り替えて夏合宿

を楽しんでいた姿にとても成長を感じました。中でも、1〜4 年生のいる中、バスレクを回

して全員を楽しませていたときは自分がバスレクをしていたとき以上にとても嬉しかった

です。そして 3 年生に関しては、同じ班として 1 年生の時から見ていた人たちが係の班長

や様々な役職として夏合宿に大きく貢献しており、2年前からの大きな成長を感じると共に、

来年の夏合宿で私たち 4 年生がいなくなった後も安心して任せられる頼もしさを強く感じ

ました。 

以上のようなことから、今回の夏合宿に対してとても充足感を感じましたが、先程述べたよ

うな後輩たちの頼もしさは、卒業する寂しさも同時に感じました。4年間毎年の恒例行事で

あった夏合宿が今年で最後であると考えると、毎年苦手だった山登りや、悩まされた虫刺さ

れにもなんだか愛着が湧きます。後期の残りのアカデミー活動では、自分の為にも後輩たち

の為にも、自分の出来ることをやりきって、私たち同期の卒業後のアカデミーのために貢献

出来ればいいなと思いました。 
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大東文化大学 経済学部 社会経済学科 3年 山本新奈 

私は今回の夏合宿を通して、感じたことが 3 点あります。まず 1 点目は、先輩の偉大さで

す。私は夏合宿準備から当日の 4日間、大変忙しい中でもしっかりと仕事をこなす先輩方の

姿を間近で見てきました。幹事長であった出﨑さんをはじめとする四年生の先輩方は、私た

ち後輩に対して常に笑顔を絶やさないで接してくださいました。私は、自分に対する自信の

なさが周りに伝わってしまう時があります。しかし皆を引っ張る立場になった場合、それは

下の者にも不安を与えてしまいます。「この先輩についていきたい」「この先輩は頼もしくて

安心できる」と思ってもらうためにも、笑顔を絶やさないことが大事になるのでは、と今回

四年生の姿を見て感じました。 

2 点目は、後輩の頼もしさです。今回私はぴあろっきーの部屋長を努めさせて頂きましたが、

その中で、食事の準備や入浴時間など非常にスムーズに行うことが出来ました。それは、1，

2 年生が 5分前行動を心がけてくれたり、指示をしっかりと聞いてくれたりととても協力的

だったからです。また、3，4 年生が忙しくしているときは、ぴあろっきーの生活班と移動

班の 2年生が積極的に動き、各班の務めをしっかりと果す姿が見受けられ、後輩の頼もしさ

を感じた夏合宿となりました。 

最後に 3点目として、組織で動くことの大変さです。私は、撮影班の班長として夏合宿に参

加しました。今年の撮影班は、4年生がいなくなってしまったため急遽移動班の新井さんに

兼任して頂いたり、カメラ経験者が少なかったりと不安要素が多く、班長としてうまく皆を

引っ張ることができるかとても不安でした。また登山では、学年写真や頂上での班ごとの撮

影においていかにスムーズに誘導できるかという点で、何度も当日の動きを考え練り直す

など苦労しました。その中で、移動班に協力を促すなど約 200人をスムーズに誘導すること

を徹底し、当日は指示通りにてきぱきと動く撮影班の二年生や、移動班の素晴らしいチーム

ワークのおかげで、各撮影の誘導をうまく行うことが出来ました。そしてアカデミー生一人

一人の協力もあり、無事登山を終えることができました。 

これら 3点から私は、夏合宿が充実したものであったと感じています。たくさんの人の協力

や連携があって夏合宿は成功するものなのだということが分かりました。今後のアカデミ

ー活動では、この 4日間で得た新たな人脈をさらに深めて、より切磋琢磨できる場にしてい

きたいと思います。来年は私たち３年生にとって最後の夏合宿となるので、同期とともに悔

いの残らない最高の夏合宿にしたいです。  

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 ２年 斉藤和幸 

私は戸隠に到着した時、ふと昨年一年生として参加した夏合宿を思い出すと同時に、「自分

は今年の夏合宿のためにどんな準備をしてきたのか」を振り返りました。そして、これから
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始まる 3 泊 4 日の夏合宿を最高の思い出にしよう、と強く思いました。また去年の夏合宿

で私は、先輩方の総括を聞いて「来年こそは自分の力で夏合宿の思い出を作り上げるのだ」

と強く決意した記憶が残っており、4日目にある総括を迎える時、自分はどんな思いでその

場に立っているのだろうと、とてもドキドキした思いを巡らせていました。 

そんな気持ちで参加した夏合宿は去年とは見えてくる景色が大きく異なりました。去年は

友達を作ることに必死でただただ楽しく充実した時間を過ごしたのに対し、今年は一年生

が友達を作りやすくなるようなや、夏合宿を楽しいと思える時間を提供した上で、みんなと

夏合宿の思い出を共有したいという思いで過ごしました。また、充実した時間を過ごすため

にどうしたら良いかと考える機会が多くありました。そのため、運営する上での先輩達の姿

や、自分の行動でたのしんでくれている一年生をみて、去年とは違う視点から頑張ることや

目標を明確にすることを意識し、目まぐるしく変わる状況を把握して行動することを意識

していました。そういった行動を続けているうちに自分の至らない点や反省すべき点多く

見つかりました。また、自分の行動で楽しかったと言ってくれる後輩から自分の成長ややり

がいを強く感じた夏合宿でした。 

こういった思いを持って立った総括では、大変だったことや楽しかったことなどを思い出

して感極まる場面も多かったのですが、やはり強く思ったのは先輩への感謝と来年への決

意です。先輩方と作り上げた夏合宿が成功で終わり先輩方の偉大さを改めて実感し、そんな

先輩方への恩返しは、やはり来年は先輩方の作った夏合宿を越えるものを作り上げるのが

重要なのだと思い、来年がほんとに楽しみになりました。 

夏合宿を通して偉大な先輩方の姿を目の当たりにすることができ、また一段と成長するこ

とができたのではないかと強く実感することができました。またこれからもっと成長をつ

づけ来年は先輩が作った夏合宿よりも最高の夏合宿を完成させることで先輩方へ感謝の思

いを伝えたいと思います。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 ２年 佐藤大地 

今回夏合宿に参加させて頂いて僕が感じたことは、責任感が増したことです。去年の夏合宿

では１年生の立場で、日大、大東、先輩、後輩関わらずたくさんの人脈をつくって、楽しも

うという気持ちで挑みました。しかし今回は、部屋長とイベント班という役割を頂いて準備

の段階から、去年とは違うことを感じていました。部屋長としては、部屋の人が僕以外みん

な日大生でしっかりコミュニケーション取れるか不安だったのですが、同部屋の 1 年生が

積極的に行動してくれたおかげですごく仕事がしやすく無事に問題が起きることなく終え

ることができました。イベント班としては主にバスレクの司会とキャンプファイヤーでの

機材を担当させて頂きました。バスレクは夏合宿の 1 番最初のイベントだったのでプレッ

シャーが大きくて緊張して拙い司会だったのですが、盛り上げようとしてくれる同期や先

輩のおかげで楽しいバスレクになったのでよかったです。キャンプファイヤーでは、機材係
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として３，４年生の先輩に１からすべて教わり来年の子に教えてあげられるようになるく

らいまで抜けのないように覚えました。また、キャンプファイヤー中に発電機が止まったり、

マイクの電源が入らなかったりといった突然のハプニングにも冷静に対応する４年生を間

近でみて、僕もこのような対応をとれるようになりたいと強く思いました。来年は、今年み

た先輩達のかっこいい背中を自分が後輩に見せられるように頑張りたいです。 

今回の夏合宿を通して改めて僕は同期や先輩、後輩などたくさんの人に支えられているの

だと実感しました。最後にこのような素晴らしい体験をさせていただいた梅沢先生に心か

ら感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 2年 野口智哉 

私は今回 2 回目の合宿参加でした。去年の合宿も今年の合宿もとても楽しかったのですが

今年の楽しいと去年の楽しいは少し違うような気がしました。去年はただ楽しむ、楽しませ

てもらったという感じでしたが今年は合宿をつくっていく側というか 1 年生を楽しませる

側に回れたのではないかと思いました。私は今回の合宿で生活班という役職を頂いたので

すが、最初はなにをすればいいのか分からなくて色々戸惑っていましたが先輩達に支えて

もらい生活班の仕事が分かってきました。今回の合宿は行きのバスから帰りのバスまで全

てがとても楽しかったです、特に山登りとキャンプファイヤーはとてもいい思い出になり

ました。  

今回の合宿で、自分は先輩達からたくさんのことを学びました。来年はその学んだことを生

かして自分達が引っ張っていけるように頑張りたいです。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 ２年 渡邉真由 

夏合宿に参加して、１年生のときとは違い、多くの人がそれぞれ生活班・移動班・撮影班・

イベント班などの役職に所属していたり、宿舎でも２.３.４年生がうまく連携をとって円

滑に物事を進めたりと、責任をもつ場面が増えたように感じました。 

私は今回イベント班に所属になりました。夏合宿が始まる前に何回も集まりみんなが楽し

めるようにと考えている姿、夏合宿中イベント班や全体をまとめている先輩方の姿をみて、

とても偉大に感じました。こんなにも大きな組織をまとめ上げるのは簡単なことではない

のに、それをやってのける先輩方の姿を間近で見ることが出来たのは、とても貴重な経験で

あり、私もこんなふうになりたいな、と思いました。 

先輩方に誘っていただき夏合宿の参加を決めたのですが、今年の大東側の２年生の夏合宿

への参加率が悪く、仲の良い同期も来られないことをとても心細く感じていました。でも行

ってみると、仲の良い同期がいないことを思い出してしまう瞬間もありましたが、先輩方・

同期の支えがあり、とても楽しく自分の目標を見つけることのできた貴重な３泊４日でし
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た。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 内田陸斗 

今回の 3 泊 4 日の合宿に行く前は wi-fi が使えなかったり、エアコンがなかったり、山登

りが大変と先輩方がおっしゃっていたので、楽しみと不安が両方ありました。結論として行

った最後は、楽しかったと思いました。理由としましては、まず、あぜりあで一緒に大富豪

や食事をしていただいた皆さんに感謝しています。また、同じディスカッション班、ワーク

ショップ班の皆さん、こんなダメダメな自分でしたがありがとうございました。 

最後にこの 4日間の感想です。時には楽しみ、笑い、そして時には怒られという 4日間でし

たが、その全てが自分の成長に繋ったと思っています。本当にありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 法学部 法律学科 1年 大辻健太 

同大学の学生だけでなく、他校の学生とも交流することが出来て良かったです。 

交流するだけでなく、2大学共に多くの友達を作ることも出来たので良かったです。 

ホテル滞在中やキャンプファイヤーなどの多くのイベント時には、イベント班や撮影班、移

動班などそれぞれ与えられた役職を見事にこなす先輩達の姿を見て自分も先輩方のような

先輩になれるように頑張りたいと思いました。また移動時に、しっかりとみんなをまとめ上

げている先輩方の姿は、見習うべきものであり、自分も後輩をまとめ上げるしっかりとした

先輩になりたいと思いました。 

総括では、先輩方の素晴らしいお話を聞いて、後輩に慕われる先輩でありたいと思いました。

最終的には、この先輩がいてくれて良かったと思ってもらえるような先輩になれるよう努

力していきたいです。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 室伏杏美 

今回の合宿を通して、同じ大学内だけでなく他大学の人達と交流することによって、自分の

視野の狭さや、将来初見の方と交流する際の練習の場として経験をつむことが出来ました。

宿舎滞在中や、キャンプファイヤー、山登りなどのイベントでは、先輩方の偉大さが分かり

ました。人数が多い中多くの人をまとめていただき、初めての山登りでは正直辛かったです

が、同じ班の先輩たちの励ましのお陰で、頂上まで辿り着くことができました。キャンプフ

ァイヤーでは、私たちが楽しめる様に事前から色々と考えて下さるなど、大変さが分かりし

ました。私も来年は、そのような役職をもらい後輩から同じように尊敬される先輩となれる

ようになりたいです。 
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（６班） 

大東文化大学 法学部 法律学科 3年 小笠原将冬 

私は夏合宿に参加するのは 3 回目で 3 年生の立場ということで責任のある立場となり、夏

合宿に参加しました。私は 3 泊 4 日という短い期間を経て感じたことが沢山ありました。

まず１つ目に、準備期間も含めてこれほどの時間があっという間に過ぎてしまうものなの

かと改めて感じたことです。4年生の先輩方から吸収すべきこと、自分から気づき動かなけ

ればいけないこと、自分にはまだ沢山の課題があるのだと感じました。2つ目は多くの学生

が存在する中で同じ方向を向けることです。最後の夏合宿を成功させたいという４年生、今

までお世話になった先輩方を全力で支えようとする 3 年生、初めて役職に就き、その重み

を感じながら初めての事をする 2 年生、大学の枠を超え、人脈を広げて友達を増やしたい

1 年生など、このサークルには自分と違う考え方で夏合宿に参加し、社会人交流会に所属し

ている人が沢山いるのだと感じました。その中でこの夏合宿をより良いものにしようとす

る、そのような意識と目標を一人一人が思っていたことによって夏合宿は成功したのだと

思います。来年は 4年生になるので今年の夏合宿に負けないよう頑張りたいと思います。最

後にこのような素晴らしい機会を与えてくださった梅沢先生に心より御礼申し上げます。

本当に有難うございました。 

 

 

大東文化大学 文学部 教育学科 2年 浅子かすみ 

今年の夏合宿は初めての後輩もいるという去年とはまた違った合宿になりました。今まで

全く絡みの無かった 1 年生と山登りや宿舎などで話すようになり、ずっと話してみたかっ

たです！とか写真とりましょう！とか会う度にかすみさん！と、声かけてくれるのがとて

も嬉しくて改めて後輩ってかわいいなあと思いました。役職がなかった分、新規の同期や後

輩との交流の時間が増えたのはよかったです。その分他の役職あった同期たちも、去年とは

全然違って一人一人が責任もって自分の仕事をこなしているのを見て素直にすごいと思っ

たしもっと自分も頑張らなきゃいけないなって思いました。来年はもっと楽しい合宿にな

るように自分も積極的に行動して行きたいと思います。 

 

 

大東文化大学 経済学部 現代経済学科 ２年 高山裕也 

昨年の夏合宿とは違って今回の夏合宿は移動班という役職を与えられ、運営側として参加

したことで全く違う感覚でした。一年生のときはこんなにも先輩方が裏方で動いていると

は思いもしませんでした。夏合宿の前から入念に準備をして班の中で縦と横の繋がりが強

くなっていくのを感じました。宿舎間の移動の整列や先導、付き添いが主な仕事で先輩に注
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意されることもありましたが、誰も怪我や事故なく合宿を終われたことに安心感と達成感

を感じました。今回の夏合宿では同期との中がより深まったことが一番の収穫でした。同期

会では普段はしないような深い話をして今まで以上に打ち解けることができました。後悔

したことは後輩とあまり話せなかったことです。後期の火曜アカデミーからは積極的に後

輩に話しかけて信頼される先輩になりたいです。 

この合宿が成功したのもペンションで働く方々、幹事の先輩方、そして梅沢先生のおかげで

す。ありがとうございました。これからもアカデミーの力に少しでもなれるように成長して

いきたいと思います。 

 

 

大東文化大学 法学部 政治学科 1年 高野泰生 

私は火アカでの夏合宿に関する説明を聞いたり、合宿中の写真を見たりするまで合宿に参

加しようとは思っていませんでした。しかし、火アカで合宿のことを聞いて参加しようと思

いました。実際、参加して良かったと思っていますし、とても楽しかったです。登山での体

験やディスカッションなど普段体験できないことなので、その良さは実際に参加してみな

いとわからないと思います。 

私のこの 3 泊 4 日で最も印象に残った思い出は 3 日目の夜の全体飲み、同期飲みです。そ

こでは先輩、後輩がごちゃ混ぜにお酒を飲みながら合宿での思い出や大変だったことこの

アカデミーについてのことなど色々なことを話しました。ここでたくさんの人と話し仲良

くなれました。もちろん登山やグループディスカッション、宿舎での交流会も良い思い出と

なっています。 

そんな合宿の中で私はたくさん得られたものがあります。それはまず、友達です。大学では

中学、高校のようにずっと同じ人といるわけではなく友達もサークルに入って自分から仲

良くなりにいくしかありません。しかしすでにグループが出来てしまっていたり、先輩であ

ったりすると話し掛けにくく仲良くなりにくいが、この合宿では先輩、後輩関係なくランダ

ムに参加させられたくさんの人と話す機会を得て人脈を広げることが出来ました。 

次に、人前で話す機会を与えてもらったことです。合宿中何度か発表をし、自分の意見や班

の意見を人前で発表することがありました。それはただ大学に通っているだけではそのよ

うな機会はまず無く、ましてや普段生活している中では経験できないものです。その様な貴

重な機会をこの合宿では得ることが出来、人前で話すことに以前よりは慣れ、自分の成長を

感じました。 

そして、たくさんの先輩達がこの合宿をより良くしようと自分の仕事を夜遅くまでこなし

ていることをみて改めて先輩方を尊敬をすると同時に次は自分も先輩達のように役職をも

らいアカデミーに貢献したいなと思いました。そのためにまず、後期では自分のことをもっ

と積極的に参加し、信頼を勝ち取りたいと思います。 

今回夏合宿を企画、運営して下さった先輩方、またこのアカデミーを開催し、たくさんの素
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晴らしいお話を聞かせてくださる梅沢先生ほんとうにありがとうございます。来年もまた

夏合宿に参加したいです。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 1年 平井直樹 

今回の合宿、私は当然初めての参加だったのですが、とても楽しみにしていました。人数が

多く、お互いの顔も名前も知らない人がまだまだたくさんいるなかでの参加ですが、これを

機にまだ話したこともない同期や先輩方と話す機会があり人脈が広がるいいチャンスだと

思ったからです。加えて、日本大学との合同ということで、さらに知らない人と話す機会が

増え、自分にとってプラスのことしかないと行く前から確信していました。実際に行ってみ

ると、最初はやはり初対面の人と話すので緊張しましたが、特に先輩方が優しく話しかけて

くださったので、その緊張もすぐに消え、たくさんの人と話すことが出来ました。また、班

での登山は人数の少ない班ですが、全員で登り切ったことで達成感を得ることが出来まし

た。今まで仲が良かった人達ともより絆を深めることが出来たし、同じ大学、同じサークル

に入っていながらも話したことのない人や、日大生とも仲良くなることが出来たことが私

にとっての夏合宿の一番の思い出です。他にもイベントが多いこの合宿で、様々な係で先輩

方が動いている姿や、ディスカッションで堂々と発表している同期をみてとても刺激にな

りました。とにかくもう一度この合宿に参加したいと思いました。来年は自分も先輩方のよ

うに仕事を任され来年来た 1 年生にもまた来たいと思って貰えるような合宿を作りたいと

思いました 

 

 

（７班） 

大東文化大学 経済学部 現代経済学科 3年 大峰脩季 

私は、今回の夏合宿を通して、先輩の偉大さ、同期の頼もしさ、後輩の成長を身をもって感

じることができました。そして、今の自分がいかに恵まれた環境にいるのか、周りに支えら

れているのかを再認識することができました。 

私が夏合宿中一番意識していたことは「常に周りを見て行動する」ことです。 

夏合宿で周りをよくみると、人のためにテキパキ動いている人や、見えないところで動いて

いる縁の下の力持ち、周りと連携を取って大きな影響を与えている人、自分の仕事ではない

のに自主的に動いている人など、いろんな先輩や同輩、後輩がいることに気づきました。 

そんな、自分は考えもできなかったことに取り組んで、周りに貢献して頑張っている人たち

をみて、「すごいな、まだまだ学ばないと」と思う反面、悔しいという気持ちが湧き出てき

ました。 

来年はこの悔しさをばねに、最高学年としてみんなを引っ張っていけるような先輩になり
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たいと考えています。 

また、今回の夏合宿で、WS7班はより賑やかで大家族のような班になったと感じました。 

ふとした時に７班の新規生の子と目が合うと、安心した様子で近づいてきてくれ、山登りで

は、新規生と既存生がふざけあってみんなで一緒に笑っている様子が伺えました。 

夏合宿終えた帰り道に、7班の新規生に直接感想を聞くと「楽しくて、まだあと２日くらい

延長したい。7 班だったから楽しめました。」と嬉しそうに言ってくれて、私自身とても感

動しました。これからも、さらに 7 班の親睦を深めることができるよう、尽力して参りま

す。 

最後に、1，2 年生の頃と比べ、仕事や役職に対する責任感や影響も大きく、不安も一杯で

したが、今年の夏合宿は先輩や、同輩、そして後輩と沢山交流し、忘れられない思い出がで

き、そして周りの成長、自分の成長を感じることができた、とても充実した 3泊 4日になり

ました。 

このような、貴重な体験をさせて頂き誠にありがとうございました。 

これからもご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 

 

 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 3年 山口麗 

夏合宿に参加するのも 3 年目となりましたが、変わらず先輩方がとてもすごいと感じまし

た。私は 2年生の頃からイベント班を努めさせていただいていますが、今年もイベント班を

任されることになり、今年はキャンプファイヤーの大役である司会をまかされました。最初

はとても不安でしたがイベント班班長の吉田まゆさんの支えもあり、無事に成功し、みんな

を楽しませることができたと感じています。それとともに大きな達成感を得られることが

できました。途中で諦めることなく、やれてよかったと思っています。また、来年は 4年生

となりイベント班を引っ張っていくことになります。私も今年の 4 年生みたいに指示を出

せるか不安ですが頑張りたいと思っています。最高の 2 泊 3 日になりました。ありがとう

ございます。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 2年 伊藤達哉 

今回の夏合宿では先輩や同期との交流だけではなく後輩との交流も増え、より楽しくいろ

んな人と話せて楽しかったです。梅沢先生が言っていた、学年が変わるごとに違う景色が見

えてくるというのが改めてわかりました。今回の夏合宿では、今まであまり話すことをして

いなかった 7 班の１年生とたくさん話せて、自分の班の一年生の良さに何回も気づかされ

ました。とても嬉しかったことは、７班１年の久保田が１番話しやすい先輩と言ってくれた

り、石井がとても手紙良かったですと言ってくれたり、他にもたくさんの後輩が自分に先輩

先輩って言ってくれたことでした。今回の夏合宿に来て良かったなと思いました。来年はも
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っと後輩ができるので先輩らしく見本になれるような人になりたいです。 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 2年 北浦賢人 

今年の夏合宿は去年と違い、得るものが多かったです。１つめの去年と違う点は、後輩がい

るということ。特に部屋の中で、部屋長としていかに後輩を盛り上げていくか、楽しいもの

にしていくかというのを常に頭の中で考えながら振る舞うようにしていました。初日と最

終日には、部屋のメンバー全員で話し合う機会もつくり、みんなで仲を深め合えたので良か

ったと思います。２つめは役職があるということ。私は移動班という役職をいただいたので

すが、他宿舎への移動や、イレギュラー対応が沢山あったため、臨機応変に行動することが

多々ありました。その中で、先輩方の LINEの全体グループや班長の方への報告、連絡、相

談の徹底ぶりを間近でみて大変驚きました。また、自分もそれについて行かなくてはいけな

いということで、焦りも感じました。来年は自分も先輩方のように後輩に何かを考えさせら

れる立場になりたいと切実に思いました。３つめは他大学との交流が増えたこと。去年、夏

合宿や秋季ワークショップ、謝恩会などで出会った日大の沢山の仲間と夏合宿で再会し、さ

らに仲を深め合うことができました。3日目夜の同期会という機会で、それをはっきりと実

感することができました。去年 1年を通して、大東側の同期とは全員友達になり、懇親会な

どのイベントの準備や仕事などをする時にとてもやりやすさを感じました。今年はその輪

を日大側にも広げ、アカデミーの同期全員と友達になれれば、大東、日大合同での動きもと

てもスムーズにできるのではないかと思います。今年の目標は日大の同期全員と友達にな

ることです。 

以上の３点のように、今年の夏合宿は先輩、後輩、同期からたくさんのものを得ることがで

きました。とても有意義な時間を過ごすことができました。 

 

 

大東文化大学 経済学部 現代経済学科 2年 竹部弥拓 

今年で 2回目の参加だったのですが、撮影班に指名していただいたということもあり、去

年とはまた違った意味で充実したものとなりました。特に印象に残っているのは、橋本様

に同行させていただいたことです。奥社の杉並木の壮観は素晴らしいものでした。梅沢先

生に指名していただけたことで、橋本様と 2人で話す時間が多くでき、とても充実した時

間を過ごすことができました。 

また、ディスカッションで 3年生の飯田さんと一緒に活動したことで、3年生と私との実

力の差をはっきりと実感し、今後のアカデミー活動により精力的に取り組もうと思いまし

た。 

この夏合宿では、モチベーションの向上の他、様々な人の価値観に触れることで今までの

自分になかった新たな考えが生まれ、人間力の向上にも繋がったと思います。 
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大東文化大学 経営学部 経営学科 2年 外山雄大 

私は 2年新規ということで、初めて合宿に参加させていただきました。正直、私は合宿に行

こうか迷っていました。2年生の友達から合宿で友達ができたので行った方がいいよ、教え

てくれたので、とりあえず参加してみました。 

自分が今回の合宿の中で特に印象に残ったのは、ディスカッションです。全然知らない大東

生や日大生が班になり、自分がその中でしっかりと意見を言えるか心配でした。しかし、3

年生の先輩が積極的に声をかけてくれたおかげで、その場に打ち解けることができ、緊張す

ることなく意見をすることができました。それぞれのディスカッションで代表になった 1年

生が全体の前で堂々と発表している姿を見て、新規とはいえ 2 年である私は刺激を受けま

した。 

合宿の中でディスカッションや同じ宿舎の人との関わりを通して、合宿前に比べて人前で

話すことが慣れたと思います。その様な面で自分は合宿を通して成長できたと思います。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 2年 逸見徹 

夏合宿では最初は参加者が２００人を超えることや宿舎の人や部屋の人、ディスカッショ

ンでの班の人とうまくやれるか心配でした。しかし、同じ部屋の先輩が積極的に話しかけて

くれたところから緊張が一気に解けて自分からも先輩、後輩関係なく話しかけることがで

きました。その結果、学年、日大、大東関係なく多くの友人ができました。また、総括では

多くの人が涙を流しながら話すところを間近に見て改めてこのサークルの活動が大学生活

を豊かなものにするのかを再確認することができました。このことからこの合宿は自分に

とってとても充実したものにできたのでよかったです。 

 

 

大東文化大学 社会学部 社会学科 1年 石井智也 

日々の活動や懇親会などで、先輩方が優しく声をかけてくださるので、先輩方とは話すこと

も多かったのですが、同じ学部が社会人交流会に少ないこともあり、他の班の一年生はほと

んど話したことがなく、顔見知り程度の人ばかりでした。なので、夏合宿では自分から積極

的に、先輩同輩構わず話しかけていこうと心掛けました。日本大学の人ともたくさん話して

交流を広げられたらな、と考えていました。 

一日目の自己紹介では、日々の活動でよく発表をさせていただいているので、思っていたよ

りも緊張をせずに、しっかりと話すことができて嬉しかったです。そして宿舎では、先輩同

輩、同性異性関係なく、たくさんの人と話すことができました。 

二日目の山登りは最高でした。自分は７班が大好きだな、四月に大峰さんに声をかけていた

だいて本当に良かったな、と心から思いました。確かにきつかったけれど、皆で支え合いな
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がら写真撮ったり話したりしていると頑張ることができました。下山している時はすごく

気持ちよかったです。 

キャンプファイヤーもとても楽しかったです。ここでは同期の男と話す機会が多かったか

な、と思います。何より、伊藤さんと大峰さんがめちゃくちゃかっこよかったです。 

懇親会でも同期とたくさん話せて良かったです。 

三日目のディスカッションでは、前に出て発表をさせていただきました。自己紹介の時とは

違い、とても緊張しました。でも、班員が「良かったよ！」と声を掛けてくれて７班の先輩

方が褒めてくださったので、自分の自信に繋がりました。また、大東だけでなく、日本大学

の皆さんとディスカッションができたことも、良い経験になりました。 

そして、打ち上げでの同期会がとても楽しかったです。ずっと笑っていたし、仲良くなれた

人達と話している時間が心地よかったです。仲良くなった人たちでライングループを作っ

たので、早くみんなと遊びに行きたいです。 

四日目の総括でも、緊張せずに話すことができました。この合宿を通して、一点を見つめる

のではなく、周りを見ながらハキハキ話すことが少しできるようになった気がします。まだ

少し早口になってしまうので、これからも注意していきたいです。先輩方の総括を聞いてい

たら、何度も目頭が熱くなりました。それくらい感動したし、改めて社会人交流会を続けよ

う、頑張ろうと思えました。 

夏合宿に参加してみて今思うことは、本当に参加して良かった！これに尽きます。たくさん

思い出ができたし、たくさんの人と交流することができたし、７班のことをより好きになり

ました。そして先輩方がとてもかっこよかったです。見えるところでも見えないところでも

先輩方が動いてくださっているからこそ、私たちは楽しく合宿を過ごすことができたのだ

と思います。こんなに素敵な先輩方の後輩になることができて幸せだし、来年もし役職をい

ただけることがありましたら一生懸命頑張って、この素晴らしい夏合宿に少しでも貢献し

たいな、と強く思いました。今から来年の夏合宿が楽しみです。 

 

 

大東文化大学 経済学部 現代経済学科 1年 小田諭輝 

夏合宿についてアカデミーでたくさんの既存生の先輩方から話を聞いているときからこの

夏合宿についてとても楽しみにしていました。親しくない人たちばかりで不安だという思

いもありましたが、最終的には全ての先輩方が行ってよかったと答えていたため、それほど

よいものなのかとも思いながら胸を弾ませていました。結論から言うと最高でした。 

特に、日大の人たちと交流ができるだけでなく、大東側で全く接点がなかった先輩や同期と

話す機会が多く、同じ班の人としかほぼ喋ったことがなかった自分には他班にも自分の居

場所をつくることができました。また、仕事をこなす先輩方、総括で泣き崩れる先輩方の姿

を間近で見て、自分もあの場で泣いてみたいと強く思いました。そのため、これからのアカ

デミー活動により一層力を入れていきたいです。 
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大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 久保田麗生 

3 泊 4日という期間を経て、今までにない貴重な体験をいくつも経験しました。その一例と

して私が挙げるのは、その日初めて出会った人と部屋、食事、ディスカッションを共にし、

新たな視野を広げることができたということです。私は普通の人よりも人見知りが激しく

少しずつ関係の距離を詰めなければ会話すらろくに出来ない性格でした。ですが、この度の

合宿においてなにか学ばなければと思い私は自分自身の目標としてこの人見知りの克服を

目標として掲げていました。先に言ってしまえば結果からして目標は達成出来たと思いま

す。多くの人と会話を交わし食事を共にし、キャンプファイヤーや山登りでも人脈の輪を広

げることができました。しかし、それは今回社会人交流会という名目のもと皆が来ているの

で、その人たちは自分と同じ或いは似たようなことを考えて来ていたと私は考えています。

そのせいもあり成功するきっかけになったと思うので、この先、社会に出てこのような機会

だけではなく本当に自然な状況になった時にもお互いを知らない人と積極的に話が出来る

よう精進しようと思いました。とても楽しかったです。 

 

 

大東文化大学 法学部 法律学科 1年 高祖慶菜 

私は合宿に行く直前は、周りがみんな知らない人という環境の中で 3 泊もするのは疲れて

しまいそうだなと考え、少し乗り気ではありませんでした。しかし、そんな環境だからこそ

普段話さない先輩や同期と話すことができ、交友関係を広げられたのでのとても満足し、今

は参加してよかったと感じています。実際かなり疲れたのですが、山登りやキャンプファイ

ヤーは滅多にすることがないことなので、とても楽しくて夏休みっぽいなと思いました。来

年も合宿に是非参加したいと思いました。 

 

 

大東文化大学 法学部 法律学科 1年 佐藤桜子 

今回の夏合宿に参加して、本当に楽しかったです。特に、山登りと宿舎生活が印象的でした。

山登りでは、はじめは本当に登るのに抵抗があったのですが WS7 班の先輩達と登れて良か

ったです。途中途中荷物を持ってくれたり、手を貸してくれたりして先輩達がいなかったら

頂上まで登れてなかったと思います。ラストスパートが本当に辛くてキツかったです。でも

楽しかったです。  

宿舎生活では、WS の人達と 1 人も一緒じゃなくて不安と緊張で山々だったのですが宿舎の

人達がとてもいい人で大東･日大の同期･先輩みんなと仲良くなれました。みんなフレンド

リーで接しやすかったです。同じ部屋の先輩も以前から知っていて話したことがなかった

ので不安だったのですが声をかけてみたらとても話しやすく面白い先輩で仲良くなれまし
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た。今回の合宿を通じて、沢山の人と絡むことができ、友達もできてよかったです。自己紹

介や総括でも大勢の前で話したことで人前で話すことに抵抗がなくなりました。また来年

も参加したいです 

 

 

大東文化大学 経済学部 現代経済学科 1年 米田匡祐 

自分は 3 日目からの参加でした。途中参加だったので馴染めるのかとてつもなく不安でし

た。しかし、同期の人や先輩たちが優しく声をかけてくれたおかげで溶け込むことができま

した。 

ディスカッションの課題が難しくなかなかいい解答が思いつきませんでした。そのため、班

の人に迷惑をかけたと思います。その時先輩達のサポートに助けられました。改めて先輩達

がすごいと思いました。 

ディスカッションの後の打ち上げではいろんな人と話すことができてよかったです。日大

の人達は大東生にはない個性豊かな人が多かったので面白かったです。また、同期会で普段

見せない一面も見ることでより仲が良くなったと思います。 

総括では先輩達の話でもらい泣きそうなほど感動しました。特に 4 年生の話には心に響き

ました。この総括を通して先輩達の偉大さを感じることができました。自分も来年は何かの

役職について先輩達をサポートしたいなと思いました。 

この合宿を通して日大生と仲良くなれて良かったと思いました。また、普段話さない人と話

すことでき良かったです。先輩達の凄さを感じることのできた合宿でした。途中参加でした

が、内容の濃い合宿を送れたと思います。 

 

 

（８班） 

大東文化大学 経済学部 社会経済学科 ４年 高野直紀  

私にとって 4回目の今年の夏合宿は、最後にして、とても忘れられない最高の思い出となり

ました。今回、私は高妻ロッヂの宿舎長とディスカッション班という役職に就かせて頂き、

夏合宿に参加しました。これまでの夏合宿以上に重要な役割に就かせて頂いたので、しっか

りと役割を全う出来るか不安でした。高妻ロッヂの宿舎長としては、初日から責任の重さや

不安を感じながらも、生活班の方々を初め、宿舎の皆の協力の元、無事に 3泊 4日の夏合宿

を乗り切る事が出来、とても達成感でいっぱいになり、高妻ロッヂの宿舎長として携われた

事を嬉しく思いました。ディスカッション班では、去年から一緒に活動してきたメンバーと

今年から加わってくれたメンバーとで、準備の段階から協力しあいながら、当日もスムーズ

に連携を取りながら、初日の自己紹介や 3日目のディスカッション、最終日の総括を運営す

る事が出来、とてもやりがいを感じる事が出来ました。このディスカッション班のメンバー
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と準備から当日まで一緒に活動する事が出来て良かったです。また、今回の夏合宿では、今

までの夏合宿以上に多くの人と関わる事が出来たと思います。今まで話した事無かった、1

年生を初めとする人達とたくさん話をする事が出来、更にこれまで一緒に活動してきたメ

ンバーとも山登りや打ち上げ、同期会等を通して仲を深める事が出来たと思うので、良かっ

たです。夏合宿で出来た繋がりや深められた繋がりを、今後も継続していけたらと思います。

今回の夏合宿を通して、改めて縦と横の繋がりの深さを感じる事が出来、4年間アカデミー

活動を続けてきて良かったと思いました。4年生という事で、残り少ないアカデミー生活を

思いっきり楽しんで、悔いの残らない充実したものにしていきたいと思います。最後になり

ますが、このような貴重な機会を与えてくださり、誠にありがとうございました。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 ４年 當麻雄一朗 

今回 4回目ということでアカデミー生活最後の夏合宿でしたが、一番充実していて、楽しい

夏合宿でした。最初のバスレクから去年 1 年生だった班の後輩がなんとかみんなを楽しま

せようとがむしゃらに頑張っているところを見て、1年で人はこんなにも成長することがで

きるものなのかと衝撃を受けました。また、班の 1年生が夏合宿前は班内の人たちとばかり

話していた子たちが他班の人たちと楽しそうに話しているのをみて、とても嬉しくなりま

した。今回の夏合宿で私は随所で後輩の成長を感じることができ、一人で感動をしておりま

した。またこの夏合宿で初めて話す事ができた後輩たちがたくさんいるので、これからのア

カデミーがより楽しみになりました。残り半年と少なくなってしまいましたが、後輩に自分

が伝えることができるアカデミーの魅力を色々な形で伝えていきたいと思います。 

 

 

大東文化大学 文学部 日本文学科 ３年 石井秀弥 

私にとって今年の夏合宿は、今までで１番充実したものとなりました。私は、今年の夏合宿

では、昨年に引き続きディスカッション班という役職に就いたのに加え、WS８班の班長も兼

任していました。ディスカッション班の仕事は、主に初日の自己紹介、３日目のディスカッ

ション、４日目の総括の際に使用するブルーシートの設置や誘導、時間管理などがありまし

た。私は去年も経験していたこともあり、誘導と整列の全体管理を行いました。初日は少し

問題点が起きて苦労しましたが、３日目以降には改善でき、結果的には成功しました。 

８班では、２日目の山登りにはしっかり班員と関わることが出来ましたが、初日の自己紹介

や最終日の総括では、仕事のためあまり班の新規生とか変わることが出来ず心配でした。し

かし、班の２年生が私がいない分、しっかりと動いている姿を見て、感謝するとともに、成

長したなと感動しました。 

夏合宿に行く前は、責任が重くなった仕事を全うできるか、班員が来て良かったと思えるよ

うな夏合宿に出来るか、とても心配でしたけれども、結果的には仕事もスムーズに行き、新
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規生からも「夏合宿に来て良かった」との声が挙がり、頑張って良かったなと想いました。 

後期アカデミーでも、しっかりと８班の新規生を定着できるよう頑張っていきます。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 ３年 小林晋也 

今回の夏合宿は昨年とは違った感覚の夏合宿となりました。３年生ということで後輩と関

わる機会が増えました。宿舎のめるへんひゅってでは食事やトランプ、３日日のディスカッ

ション班では大東･日大関係なく多くの後輩と仲良くなることができました。３泊４日を通

して多くの後輩と交流できてとても楽しかったです。私と関わってくれた後輩達に感謝し

ています。さらに、２日目の山登りでは８班で和気藹々とした雰囲気で登山しました。 

また、昨年に引き続きイベント班に就かせて頂きました。準備期間では設営に必要な音響機

材の借用やキャンプファイヤーの全体の流れなどを確認しました。みんなに楽しんでもら

うにはどうすればよいのかということを考え、イベント班で話し合いました。そして、当日

のキャンプファイヤーは大成功しました。私がキャンプファイヤーを通じて感じたことは、

仲間の大切さです。今回のキャンプファイヤーは１回機材トラブルが発生しました。私は一

瞬焦りましたがイベント班全員で対応しているのを見て、先輩･同期･後輩の存在を大きく

感じました。宿舎に帰ったときの懇親会で新規生から｢キャンプファイヤー楽しかったで

す｣と言ってくれたのでとても嬉しかったです。イベント班でよかったと感じました。 

今回の夏合宿は４年生と過ごす最後の夏合宿でした。夏合宿を通して４年生の偉大さを感

じました。４日目の総括ではお世話になった４年生の姿を見たら思わず涙を流してしまい

ました。来年は最後の夏合宿になるので、悔いを残さないようにアカデミー活動に精進して

いきます。 

 

 

大東文化大学 文学部 英米文学科 ２年 井野口奈海  

夏合宿は、山登りはとても辛かったけれどとても楽しかったです。バスレクや同じ宿舎での

親睦会、キャンプファイヤーや同期会など、たくさんの方の振り分けられたお仕事のおかげ

で事故もなく安全に楽しめたのではないかと思います。先輩方や同期のおかげで大成功し

ました。また、今回の夏合宿を通して、 他大学との交流の大切さと自分から話す積極性の

大切さを心に強く感じました。同じ大学で初めて話した人や他大学の上級生など、色々な方

がいましたが、自分から積極的に話しかけることができたのではないかと思います。自分か

ら話しかけることによって、その人の内面を知ることができ、偏見だけで終わらないことが

とても良いと思いました。そして相手がこころよく対応してくれたおかげで会話のキャッ

チボールが続き、相手のことをより深く知ることができたと思います。やはり人脈はとても

大切な事だと実感したので、今回できた繋がりをこれからも途絶えさせないように大切に

していこうと思いました。 
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大東文化大学 社会学部 社会学科 ２年 酒井智萌 

まず、私は金銭面のこともあり、行くか悩んでいました。しかし、この夏合宿に参加して心

から良かったと感じています。 

理由は３つあります。一つ目は、自分に自信がついたことです。200人以上の前で大きな声

を出して発表する機会はなかなかないので、自分に自信がつきました。2 つ目は、人見知り

が直ったことです。宿舎の部屋、バスの中、ディスカッション班、様々なところで初対面の

人と話す機会があり、たくさん自分から話しかけることができました。3 つ目は、友達や先

輩をより心から尊敬できたことです。普段のゼミ活動では、あまり他班の先輩や同期が活躍

している姿をたくさんは見ることができなかったのですが、今回の夏合宿で役職をもって

一生懸命働いてくれているところを見て、この人たちみたいになりたいなと心から思いま

した。 

 

 

大東文化大学 社会学部 社会学科 ２年 鈴木亮輔  

私は今回の夏合宿に対する思いとして、不安と楽しみの 2つの感情を感じていました。不安

要素としては、昨年は夏合宿に参加しておらず夏合宿自体がどのようなものかわかりませ

んでした。また、私の性格が消極的で控えめなため、初対面で日大生や関わったことのない

大東生と本当に仲良くなれるのか不安でした。楽しみな要素としては、火曜アカデミーでも

同期や先輩が話していたように夏合宿に対して経験したことや感想を聞いて、とても楽し

い印象を感じていました。また、人間力の成長につながると言っていたので楽しみでした。 

実際に夏合宿に参加してみて、4日間を通して自分と先輩の人間力を含め力の差を感じまし

た。同期や先輩はワークショップ班を含め円滑に班をまとめていたのに対し、私はまだまだ

人をまとめたり、指示を出せたりできる人間ではないのでその面で力の差を感じました。し

かし、夏合宿自体は私が不安要素に挙げていた事はすぐに払拭されました。初日のバスレク

からとても楽しく毎日のイベントが楽しく過ごせました。ディスカッションでは、普段関わ

らない日大生とも意見交換でき、考え方の幅が広がりました。もう一つの不安要素であった

人間関係の面では、日大生や大東生ともに初日から仲良くなることができ、また同じ宿舎の

方々ともすぐに仲良くなれてよかったです。仲良くなった人とは今後も親睦を深めていき

たいと思っています。最後に川越に到着してから、大東 2年で同期会をしました。同期会で

は今後のアカデミーに対する思いなど話し、やはり同期の存在は大切だと感じました。 

また、今回の夏合宿は役職にも、就かせていただきました。私は会計班で夏合宿当日、直接

的関わることはありませんでしたが、この梅沢人間力アカデミーの夏合宿に少しでも関わ

れたことにとても光栄に思いました。会計班での活動を通して報連相の大事さを改めて知

ることができました。 
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今後のアカデミー活動を通して、同期や先輩との力の差を埋めるために、私の憧れの先輩に

近づくにはどうしたらいいかということを考えながら活動に取り組んでいきたいです。 

 

 

大東文化大学 経済学部 現代経済学科 ２年 和氣慧太 

2 年生になり去年とは違い役職も与えられ、より大きな責任が自分にあることを実感するこ

とが出来ました。また、イベント班ではいかにみんなを楽しませられるかどうか考え、それ

を実行し、素晴らしいイベントに出来たことをとても嬉しく思っています。そして、改めて

先輩方の凄さと優しさを感じられとても感謝しています。 

今回の合宿では改めて気づくことも多く、とても有意義な時間を過ごすことが出来ました。

この素晴らしい経験を今後生かしていきより一層の成長をしていきたいと考えました。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 １年 川内貴登 

今回初めて合宿に行きましたが正直知らない人と話せるかが不安でした。しかし宿舎の食

事の時に仲良くなった日大の友達とトランプをして遊んだりして、とても楽しかったです。

また、知らない人との交流だけでなく、8班のみんなで登った山登りもとても印象に残って

います。とても疲れましたが楽しくてやっぱり 8班で良かったと思いました。また、先輩方

が一生懸命仕事をしてくれたのを見て自分は来年あんな風にうまくできるのかと少し不安

になりましたが、なるべく先輩方に近づけるよう頑張っていきたいです。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 １年 神田琢磨 

僕はこの合宿をとても充実した四日間にすることができました。合宿中は宿やディスカッ

ションなどで初対面の方と過ごすことが多かったのですが、すぐに打ち解けることができ

て、たくさんお話しすることができてとても楽しかったです。また、山登りではワークショ

ップ班で登ったので、すごい安心感があったとともにみんなで頑張って登れたので、班員同

士の仲もさらに深まったと思います。そして、この合宿中先輩方には本当にお世話になりま

した。何も知らない僕たちをいつも気遣ってくれて、そして自分たちの役職の仕事を全うし

ている先輩方の姿は本当にかっこよかったです。僕もそんな先輩方のようになれるよう、こ

れからの活動をより一層努力していきたいと思いました。四日間本当にありがとうござい

ました。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 1年 佐藤綾奈 

一日目、自己紹介を行ったがたくさんの人がいて覚えきれるかなと少し不安に思った。特に
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目立った自己紹介をするつもりもなかったため、特に緊張はしなかった。しかし大きな声を

出したつもりでも意外と聞こえないのだなと思った。 

二日目の登山は昔から好きだったため苦痛ではなかった。むしろ楽しかった。しかし下りの

ほうでは膝も痛くなるし転びそうでとても大変だった。キャンプファイヤーで虫に刺され

た影響か、足が腫れてしまったので、来年はしっかりと虫刺され対策をしていこうと思う。 

懇親会では、大声を出して話したため喉が痛くなったが、とても楽しめた。 

三日目のディスカッションでは多くの日大生と交流した。班のメンバー的に日大の人が多

かったことが影響した。班の人の意見を聞き、こんな意見もあるのかと驚いた。四年の先輩

にも就活についてのお話を伺えて、貴重な体験だったと思った。 

四日目に振り返ってみると、電波も通じなければ、虫の脅威に晒される生活は苦しかった。

しかし、四年の先輩の総括での発表を聞いて、三年であんなに変われるのかととても感心し

た。一年の自分はとてもあの総括の場で四年になったときに泣けるのかなと疑問に感じた。 

夏合宿を通じて、先輩方のそれぞれの働きは素晴らしく、カッコ良いなと思った。一年生を

楽しませようとしてくれていたことがひしひしと感じ、そしてそれぞれが自分の仕事をた

だこなすだけでなく、より良くするために行動していて凄いなと思った。そのような点を自

分も見習わないとな、と思った。 

来年、参加出来るかは分からないが先輩方のように動ける人間になりたいと思った。 

友達がたくさん出来たわけではないが、有意義な時間を過ごせたかなと思う。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 １年 竹下悠花 

私は今回の夏合宿を通して、沢山学ぶこともありつつ、大東と日大の先輩や同期と沢山関わ

ることができて刺激を受けつつ、楽しい夏の思い出を作ることができました。 

まず、１日目ははじめのバスレクで隣の先輩がとても賑やかで、終始楽しく過ごせました。

みんなの前でやる他己紹介は、あんなに多くの人も前で発表したこともなかったのでとて

も緊張しました。しかし、近くにいた班の先輩やそのときはまだ関わりがなかった日本大学

の先輩が声をかけてくれたりどんな風に話したらいいのかを熱心に話してくださったり、

とても嬉しかったです。宿舎では、初日から日大生、大東生合同でウノをやり最初は緊張し

ていましたが、徐々に打ち解けることができて、最後のほうにはみんな和気藹々と楽しそう

に話して短い時間ではあったのですが、とても楽しい時間を過ごすことができました。 

２日目は、山登り、キャンプファイヤーと２大イベントがあり、楽しかったですが私にとっ

て一番疲れた日でもありました。山登りでは序盤から辛く先輩に荷物を持ってもらい、こん

な体力で登り切れるのかと不安でいっぱいでした。終始弱音は吐き続けました。それでも、

班の先輩や同期、また後ろからは生活班や移動班の先輩方がたくさん声をかけてくれ、その

言葉一つ一つが私の心の支えとなりました。無事山頂についたときは、とても嬉しかったで

す。キャンプファイヤーでは、普段は見ることができない先輩の姿を見ることができて笑い
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が止まらないときもありました。一方で、先輩方が誘導や一生懸命イベントを成功させよう

と頑張っている姿に、尊敬と同時に強い憧れを抱きました。来年は自分もあんな風になりた

いと思いました。 

３日目の日大生、大東生合同のディスカッションでは先輩の進行もあったおかげですが、自

分の意見をしっかりと話すことができました。話し合いの中で、様々な人の色々な意見を聞

くことができとてもいい刺激を受けました。夜の飲み会では、この合宿を通して友達になっ

た同期や先輩と沢山話すことができたし、写真も撮ることが出来て思い出深い１日となり

ました。 

４日目の総括では、私はまだ一年生ということもあり、ただ楽しかった思い出を述べること

しかできませんでした。先輩方がときに目に涙をためながら話している姿に、時折思わず泣

いてしまいそうになることもありました。 

今回の夏合宿で楽しい思い出をたくさん作れました。また、先輩方の頑張っている姿をたく

さんみているうちに、そんな先輩に来年は自分もなりたいと思いました。 

 

 

大東文化大学 法学部 法律学科 1年 朴賢雨 

合宿に参加する前はあまり行きたくないという気持ちが強くて不安ばかりありましたが、

合宿に参加してみると同期も先輩もたくさん仲良くしてくれて今までにない体験をさせて

もらいました。改めてこのサークルに入って良かったなと思いました。 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 １年 門司侑大 

3 泊 4日という短い期間でしたが、いつも過ごしている場所とは全く違う環境で様々な人と

交流をすることができてとても良かったです。 

最後の先輩方のお話を聞いて自分も次の夏合宿で先輩たちのように涙を流せるぐらい今後

のアカデミー活動を真剣に取り組んで行きたいと思いました 

 

 

大東文化大学 経営学部 経営学科 １年 矢田大騎 

私は今回初めて合宿に参加しました。宿舎はアゼリアでした。実際に行ってみると、先輩方

はとても優しい方達で四日間とても充実していて楽しかったです。まず初日は、バス移動が

多く、バスの中でもレクリエーションがあり、隣の方と前後の人と話すことができました。

私が特に楽しかったことは、隣の人と行う他己紹介です。私の隣の人は大東二年の先輩でし

た。今まであまり関わったことがなかったので何を話せば、いいのか最初はわからなかった

けれど、他己紹介などのおかげで仲良くなれたので良かったです。二日目は登山とキャンプ

ファイヤーという合宿の中で最も内容の濃い１日でした。今回の夏合宿は瑪瑙山に登りま
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した。この登山のおかげで今まで以上に WS班の人たちとの仲が深くなりました。夜に行わ

れたキャンプファイヤーでは、その日初めて話した同じ宿舎の日大生とずっといたのでと

ても仲良くなれました。また、キャンプファイヤーの後の宿舎飲みで様々な日大の人達とい

ることが出来てとても楽しかったです。３日目はディスカッションでした。私は１６班で話

したことがある人が全然いなくてとても緊張しましたが、班員の人たちはとてもいい人た

ちで自分の意見をとても出しやすかったです。私は班長や班長補佐に「１年生だけどインタ

ーンに行きたい」といったら、先輩たちは「いいことだ、インターンに行きたいならまずは

前に出て話せるようにならなきゃね」と言ってくださいました。後期のアカデミーでもたく

さん前に出て、緊張しないようになりたいです。最終日の総括は、とても印象に残っていま

す。私は初日に「大学、学年、性別関係なく関わりたい」と言いました。総括の時振り返っ

てみたら、私は４日間のほとんどが日大生と話していたことに気づきました。また、たくさ

んの先輩方とも仲良くなれたし、男女関係なくたくさんの人と仲良くなれていたので総括

の時とてもうれしかったです。また、先輩方の総括にとても感動しました。４年生の総括に

はいままでの辛さと楽しさが言葉から感じて、３年生からは先輩をとても慕っている姿を

見ることができ、先輩が残り半年でいなくなると言った時にはまだ入って半年も経ってい

ない私もとても悲しくなりました。私も先輩方のような人にこれからなっていけるように、

後期アカデミーも精進していきます。 

 

 

（１１班） 

日本大学 経済学部 経済学科 4年 出﨑葵 

梅沢人間力アカデミーでの最後の夏合宿が終わりました。夏合宿が始まるまでは、幹事長と

いうプレッシャーが大きく、無事に夏合宿を終えることができるか不安ばかりが募りまし

た。 

1 年生の頃から夏合宿に参加して、歴代の幹事長を思い浮かべても私などとても敵わないよ

うな先輩方ばかりで、自分がその立場で同じことをできる自信がありませんでした。また、

同期に比べて計画性や周りを巻き込む力の低さを認識していたため、なぜ私が幹事長に指

名していただけたのか、と考えていました。 

実際に準備が始まってからも私の組織の長としての認識の甘さから、梅沢先生をはじめ同

期や後輩にもご迷惑をおかけしてしまい、自分の不甲斐なさを嫌になるほど痛感しました。 

そんな中準備を進め、夏合宿が始まると一番に感じたのは後輩の存在の大きさでした。私が

つらいときににこにこして話しかけてくれる後輩が本当にたくさんいて、その度にこの後

輩たちに楽しんでもらえるように頑張ろうと思えました。当日には「何かできることはあり

ますか？」と声をかけてくれ、積極的に動いてくれる後輩の多さには驚き、また、とても頼

もしかったです。3日目にあぜりあの庭で行われた打ち上げでは、後輩から「夏合宿楽しい
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です」と何度も声をかけてもらい、そのこともとても嬉しく、頑張ってよかったと心から思

いました。 

今振り返っても大変でつらかったことはとても多くありましたが、それ以上に今年の夏合

宿は今までで一番充実したものになり、自分自身も一番楽しめた夏合宿でした。 

今回の夏合宿で学べたものが多かったので、今後自分の課題などの克服に努めながら、残り

半年間を後輩やアカデミーのために尽くせたらと考えています。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 ３年 飯山涼斗 

私は今回の夏合宿を経て改めて先輩の偉大さを実感しました。 

まず、ディスカッション班の活動を経て班長である宮田さんが的確な指示を出している姿

と、それを支えていた高野さんの姿がとても頼りになりました。 

また、３日目のディスカッションにおいても、等田さんがお題に対して明確な意見を出して

くれたおかげで、新規生が意見を出しやすくなり、円滑なディスカッションを行うことがで

きました。 

そして、同じ班の TT であり、夏合宿の幹事長の出﨑さんが皆から慕われている様子が印象

的で、そんな先輩の一番近くで活動出来ていることはほんとに光栄な事だと思いました。 

このような頼りになる先輩方ともう夏合宿に行けないのは寂しいですが、来年の夏合宿で

は後輩に頼りにされる４年生になれるよう今後の活動に努めて参ります。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 ２年 東隆之介 

経営研究会の夏合宿を通して、わたくし自身とても成長することができました。何故なら、

部屋長という役職をいただいたことで責任感を持ちながら合宿をすることができたからで

す。また、夏合宿に参加するのは 2回目で昨年度よりも多くの人と関わることができ、濃密

なものにすることができました。また参加したいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 ２年 石井貴裕 

まず、はじめに梅沢先生、このような夏合宿を今年も開いてくださりありがとうございます。 

とても成長することができ、かつ、これからも梅沢アカデミーで活躍できるように努力する

意欲がさらにわいてきました。 

では、ここから夏合宿においての私の感想を述べさせていただきます。 

私が今回の夏合宿での感想は大きく分けると三点あります。 

１．二年生としての責任 

２．撮影班 
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３．四年生に対する思い 

この三点から述べさせていただきます。 

一つ目は、二年生としての責任です。私は今回で二回目の夏合宿となりました。 

昨年は全く行動の仕方が分からなくて緊張していたのですが、今年はある程度自ら行動を

起こすこともできるようなり、一年生に対して配慮する余裕を持つことができました。その

際に、私の班の一年生に対してできるだけ多く話しかけたり、ほかの班の一年生と交流を深

めるために私は一年生会の幹事を務めさせていただいた際に仲良くなった一年生を紹介し

たりして緊張を和らげようと努めました。私は部屋長を任されていたので私の部屋の一年

生にも同様に配慮しました。そして、最終日に、夏合宿楽しかったですといってもらえたと

きはとてもうれしかったです。これが新規生から既存生に代わると得る責任感なのかと実

感しました。 

二つ目は、撮影班としての感想です。撮影班に任命していただいて最初に感じたことは、不

安でした。私は本格的なカメラを一度も扱ったことはなく、写真を撮ること自体苦手でした。

ですが、撮影班班長の石橋さんと山本さんからカメラの扱い方や、夏合宿中での行動の仕方

を打ち合わせしていくうちにやる気がわいてきて不安はほとんどなくなっていきました。

そして、夏合宿の当日、毎日就寝後の時間に撮影班で集まって会議を行いました。そのおか

げもあり、撮影班にとってメインイベントである、登山中の撮影や学年ごとの撮影、全体写

真がとてもスムーズにでき、いろいろな先輩や同期から去年より断然に早く撮影できたね

といってもらえました。そういった言葉をもらってとても達成感を感じ、充実した夏合宿に

なりました。また来年も撮影班として活躍できたらいいなと思いました。 

三つ目は、四年生に対する思いです。昨年は半年間しか四年生と関わることができなくあま

り思い出はなかったので、二年生や三年生が泣いている姿を見て後輩から慕われる先輩っ

ていいなと外から見ているような気持ちで見ていました。しかし、今回は約一年半ほど仲良

くしていただいた多くの先輩たちの総括を見ていたら、いなくなったら嫌だなととても感

じ、今までの思い出がたくさんよみがえってきました。ですので、これから約半年間さらに

先輩たちと深く仲良くなり、思い出をたくさん作っていこうと思いました。 

以上の三点を持って夏合宿の感想を終わりにしたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 2年 今吉優太郎 

私は今年の夏合宿を 2回目の参加という形で参加させていただきました。まず、あぜりあの

大部屋の部屋長として、大人数の人たちをまとめることの大変さを学びました。大部屋の人

たちに指示を出す側として、自覚のある行動を心がけることの大変さ、また、先輩方からの

指示を的確に伝える大切さ、これらを全てできることで、周りからの信頼に繋がり、大事な

時にグループとして力を発揮できるのだと感じました。さらに、自分が部屋長会議などに参
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加している時、1年生とコミュニケーションを取ってくれていたのは自分以外の 2年生であ

り、大部屋の 2年生全体として指示を出すことが出来て、夏合宿の最終日を終えることがで

きました。このことにより、大部屋の部屋長として夏合宿を終えることが出来たのは、自分

以外の人たちの行動に支えられて出来たことであり、周りの人たちに感謝すべきだと改め

て実感することができました。これらのように、今年の夏合宿では、大部屋の部屋長を通し

て指示を出す側の行動の大切さと、周りの支えに対する感謝を改めて認識することができ、

この合宿に参加してよかったなと感じました。このような機会を与えてくださった梅沢先

生に心から感謝しています 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 上野慶伍 

今回の夏合宿では自分は生活班としての役割をいただきました。 

初の夏合宿だったため生活班としての仕事はもちろん、夏合宿全体の流れも初体験でした。 

その中で出来るだけ先輩の、みんなの役に立てるようになりたいと思い自分なりに仕事に

対して真摯に取り組むことができたと思います。やはり 3 年生 4 年生の方たちは誇りを持

ち、責任を持って自分たちの仕事をしており、このように後輩を引っ張っていける存在にな

れるように頑張ろうと心から思いました。そのために周りを見て自分がまとめるという意

思を持ち常に能動的に動けるようになろうと思います。最後に、生活班は大変で辛い仕事で

はありましたが、やりがいのある仕事でもあり、この役割のおかげで夏合宿を充実した最高

のものにできたのではないかと感じます。来年も今年の経験を活かし生活班として仕事が

できたら嬉しいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 大浦諒 

私は新規生という立場で合宿に参加しました。私はこの合宿で新規生だからと言って、いつ

までも既存生に甘えている訳にはいかないと思い、自分にできることをこなしました。 

1 つは先輩の指示に従うことです。これは組織的な動きをする中で怠ってはいけない部分だ

と思い、先輩の指示はよく聞くようにしました。 

次に、新規生とはいえ上級生であるという事を忘れず、1年生に出来るだけの対応をしまし

た。これは最初の先輩の指示に従うということと連結しており、それを後輩に伝え、迅速に

動いてもらえるような立ち回りをしました。未熟だった点としては、ディスカッションにお

いて、班員の意見をまとめる役割を頂いたのですが、決して良いとは言えない形にまとめて

しまいました。それは、自分の文章を聞き、書く能力はもちろん、班員のいい意見を引き出

し、それを自分の言葉でうまく表現する力がないと感じました。それは、組織において、重

大な欠陥になりかねません。今後は、その事を意識し日々の活動に取り組みます。 
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日本大学 経済学部 経済学科 2年 清水 貴史 

私は合宿の三日目から途中参加でした。各班がディスカッションをしている最中だったの

で、自分が仲間に入れてもらえるのか、うまく意見を言えることができるのか不安でした。

ですが、皆が快く迎え入れてくれ、むしろ他班の一年生や先輩方と意見交換がよく弾んだの

を覚えています。その時出た意見はまだまだ未熟なものでしたが、これからのアカデミー活

動を考える良い機会になったと思います。一泊二日と短い間でしたが、この合宿に参加でき

て本当に良かったと思います。来年、私が夏合宿に参加するときは、自分の役職を全うでき

るように努めます。 

 

 

日本大学  経済学部  経済学科  1年 小川雅子 

３日目のお昼のディスカッションから参加しましたが、班のみなさんが暖かく迎えて下さ

り、上手く溶け込みながら多くの意見をかわすことが出来ました。お互い交流を深めつつ、

普段のワークショップ班以外の方々の貴重な考えを吸収でき、大変勉強になりました。どの

先輩方もわからないことは１から優しく教えて下さいました。こうして私たち 1 年生が楽

しく終えることが出来たのは合宿という場を設けてくださった梅沢先生と先輩方の努力の

おかげであると強く感じました。ありがとうございました。たくさんの同期と知り合える機

会にもなったので、これからの活動にもいかせるような関係を築いていきたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 小坂理絵奈 

今回、私は 3日目からの参加でした。ディスカッションの途中で参加したため、班の輪に入

れるか不安でしたが、先輩や同級生は温かく迎えてくださり楽しい時間を過ごすことがで

きました。また、夜行われた飲み会では大学を問わず、多くの友達を得ることができました。

充実した 2日間を過ごすことが出来、この夏最高の思い出になりました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 千葉結里乃 

私は簿記の講座を受講しており、普段の木アカへの参加が出来ていなかったため、夏合宿か

らの参加でした。そのため、合宿に行くまでは多くの不安がありました。しかし、実際に参

加したところ先輩も同期も優しく、大東文化大学の人達とたくさん交流でき、ずっと楽しめ

ました。また、二日目の山登りでは、虫と疲れで気分が下がっていた私に同じ班の先輩方が、

たくさん話しかけてくれ、楽しませてくれた為なんとか登頂することができました。今回の

合宿では、他の大学との交流や、普段話さない人とのコミュニケーションを通して様々な価

値観を学ぶことができました。さらに、１００人を超える一年生に的確に指示を出し、スム
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ーズに進行できるように協力し相談しあって活動している先輩方の姿を目の当たりにして、

私もそのようになりたいと強く思いました。後期の木アカは途中からの参加になりますが、

合宿での経験を生かして、積極的に行動をしていきたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 金融公共経済学科 1年 藤澤倫隆 

今回の合宿は自分の中で設定していた目標を叶えることができた合宿になった。今回の合

宿の目標とは２つあり、１つは先輩同輩とさらに仲良くなること。2つ目はディスカッショ

ンに積極的に参加することであった。１つ目の目標に関しては山登り、ディスカッション、

宿舎での活動において人と協力し合うという行動を通して数多くの人と仲良くなることが

できた。2つ目の目標については、自分は少し話せる関係になった状態からでは人とうまく

接することができるが初対面になると気を張ってしまう節がある。しかし、今回のディスカ

ッションの場では初対面の人とも積極的に話し合うことを自らできた。さらにここで出会

った先輩とたまたま会った際ふつうに話すこともできた。この合宿は自分を高めてくれる

とてもいいものになったと感じている。 

 

 

（１３班） 

日本大学 経済学部 産業経営学科 4年 木村優佑 

私は今回の夏合宿では対話の大切さを学びました。ディスカッション班とイベント班とし

て活動していく中でイベントやディスカッションの準備や作業で何度か手間取ってしまい、

遅れてしまう事がありました。その点で班員と事前の話し合いを済ませて居なかった事が、

作業が進まなくなる要因となってしまいました。そのため夏合宿中にも事前に話し合いを

行い、準備をスムーズに終わらせ活動に行く事を心掛けました。今後も事前に話し合いを行

い、スムーズに進行出来るように心がけたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 4年 町田佳穂 

今回は私にとって４回目の、そして最後の夏合宿でした。まず、13 班のみんなと山に登る

ことができてよかったです。とても楽しく、最高の思い出になりました。また、同期会では

全員が本心で語り合い、今まで以上に仲を深めることができました。短い時間でしたが同期

会を開催することができ本当に良かったです。夏合宿に参加するにあたって、私は「4年生

としての役目は何か」について考えることが多かったです。自身が楽しむだけでなく、最高

学年として後輩に頼りにされるような仕事をしたいと考えていました。しかし、自身の力不

足で後輩が辛い思いをしたり同期に迷惑をかけてしまったり、自分の課題が浮き彫りにな
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った夏合宿でした。周りに助けられた分、残り半年間で自身の欠点を直して恩返ししたいで

す。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 ３年 石橋遼一朗 

今回は前２回とは違い、自身の欠点が顕著に表れた合宿となりました。WS 班長としてだけ

ではなく、撮影班の班長としても考えが及ばず、配慮に欠けていた場面が多々ありました。

今年失敗したことやその改善案を次の世代にしっかりと引き継ぎ、来年の合宿が後輩たち

にとってより過ごしやすく、かつ有意義なものとなれば幸いです。また、今回の合宿では 4

年生の先輩方の偉大さを改めて実感しました。先輩方が卒業なさるまで残り半年、最大限の

学びが得られるような年度の後半としたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 伊藤陽南 

私はこの夏合宿を通して、実践することの大切さを学びました。大学 2 年生から入った私

は、親しい友達が数名しかおらず、大東生もいる中とても不安でした。1 日目、合宿が始ま

る日はほぼバスで過ごしました。隣の席の人はもちろん初対面の大東生。少し緊張しました

が、自ら何か起こさなければなにも始まらないと思いたくさん話しました。2日目の山登り

では、いつものワークショップ班で固まって登りました。見慣れた人たちで少し安心しまし

た。3日目のディスカッションでは特に、深く追求すること、考えることの大切さを学びま

した。あれがしたい、これができたらいい、などの希望や夢で終わらせるのではなくそのた

めにどうしたら良いか具体例が重要だということです。それ以外にも、ディスカッション、

宿舎、部屋、キャンプファイヤー、学年会など、私が想像していた遥か上を超える人数の人

とコミュニケーションを取る機会があり、貴重な体験ができました。4日目の総括では、先

輩たちが涙を流して思いを語っていて、1年生の時から入らなかったことを後悔したくらい

心に刻まれました。夏合宿に行って正解でした。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 篠田健登 

自分は初めての経営研究会の夏合宿に参加し、生活班という役職を努めさせていただきま

した。正直生活班というものが、合宿が始まるまで具体的に何をするのか不安でした。しか

しオリエンテーションに加え現地で 4 年の先輩方に色々ご指導頂き自分のやるべき仕事を

明確に定め行動することが出来ました。活動時にトラブルがありスケジュール調整のため

にお風呂の時間を短くせざるを得ない状況がありましたがそれに対しても、生徒たちは文

句を言わずとても協力的であり本当に皆繋がっている素晴らしいサークルであると思いま

した。また、生活班だけでなく山登りでは移動班や撮影班が道々で待機し頑張るよう促すこ
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とやアルバム用に写真撮影をし、またディスカッション班も総括時に時間が推す中最も思

い出となる場なのでプラカードを使い、場を盛り上げる光景を多々目撃しました。そして大

きなイベントのひとつのキャンプファイヤーでもディスカッション班が安全を守りながら

司会やマイムマイムを盛り上げており、それら全てを振り返り皆が一生懸命この夏合宿を

素晴らしいものにしようとしているのだと強く思いました。今回の合宿を通し改めて 4 年

生との思い出を振り返り辛い思いをし、そして泣き、全てにおいて大学生活で絶対に心に残

るものになると思っております。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 2年 髙野萌 

今回の夏合宿では、生活班の役職を頂きました。去年とは違い、後輩ができたことで 1年生

へも気を配り、日大・大東関係なくコミュニケーションを自発的にとることができました。

また、同期会では、今まで話したことがなかった同期とも親睦を深めることができて嬉しか

ったです。来年は 3年生として合宿に参加することになるので、自発的に行動するだけでな

く、周りに目を配り行動できるように頑張ります。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 東堂友祐 

7 月からディスカッション班として準備を始め、3日目にはディスカッションでイレギュラ

ーな出来事があったが無事に終えることができて良かった。去年は参加するだけで楽しま

せてもらえたが、今年は役職を与えていただき、とても充実したものになったと感じた。山

登りは、去年と比べるとかなり辛かった。しかし、班のみんなと登るという事が嬉しくもあ

り、楽しかった。夜のキャンプファイヤーでは、四年生全員が主役として前に登壇していて、

たくさん笑うことができた。宿舎飲みでは、1 日目に話せなかった人と話すことができた。

また、一年生みんなで話し合ったり、ワードウルフをしていたりして、楽しそうで良かった。

一年生が楽しそうにしているのが、一番嬉しかった。最後の総括では、3.4年生の姿や同期

の姿を見て、ひたすら泣いていた。この時改めて合宿に参加して良かったと感じた。 

これからもこの合宿で仲良くなった人達と、大学関係なく交流していきたい。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経済学科 2年 渡辺斗宇 

私は今回の夏合宿に参加して、とてもいい経験ができたと思いました。まず、多くの人と関

わることができたこと、東京では味わうことのできない自然豊かな環境で生活すること、他

人と一緒に生活することなどです。今まで活動の時は、先輩たちから指示を受けてから動く

ことがほとんどでした。でも、合宿では一人一人がよく考え、主体的に動かなければ、決め

られた時間内で動くことができず、仲間に迷惑をかけてしまいます。そのため、私はこの合



46 

 

宿では部屋長として部屋のメンバーをまとめたり、山登りで役職のある人をサポートした

りしました。このように、今回の夏合宿に参加することで、自分で考え行動すること、主体

的に行動する大切さ、人をまとめることの大変さなどを、直に感じることができた合宿だと

思います。次回も参加してより自分の人間力を上げていきたいと思いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 安達太郎 

私は今回の夏合宿に参加して本当に良かったなと思いました。主に２つのことが普段のア

カデミー活動で体験したり見たりすることができないことだと思い、良かったと感じまし

た。まず１つ目は、先輩達の素晴らしい姿を間近で見られたことです。普段の活動でも先輩

達は頼り甲斐があるなと感じていますが、今回の合宿では更にそのことを強く感じること

ができました。アカデミー活動では起こりえないような天候などのイレギュラーな状況に

も冷静に対応し、自分達も忙しいのに後輩おもいで気遣ってくれるといった行為は見習っ

ていきたいなと強く思いました。２つ目は、普段は関わりのない他大学との交流、いつもは

関わりの少ない他班との交流です。このことに関しては、単純に楽しく会話をしたりする友

達が増えたこともありますが、その中でお互いの考え方を共有することや協力し合うこと

も多々ありました。このような環境で過ごしていき私は、人との繋がりの大切さやコミュニ

ケーションの大切さなどを再認識することになりました。最後に、私はこの合宿に参加した

ことにより自分の近い将来の人間像としての目標を定め、他大学や他班にいる数多くの先

輩や同輩との絆を深め、楽しむことができて本当に良かったです。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 池田優太 

朝早いし暑いし虫多いし、色々としんどい事もたくさんありましたが、新しい出会い・経験

が出来てとても楽しく充実した合宿でした。また、最後の総括の際、あのような感動の雰囲

気で終わるとは思っていなかったので少し驚きました。13 班の方だけではなく、関わった

ことのない先輩からももらい泣きしそうになりました。経営研究会でしか味わえない事ば

かりで、思い出に残る 4日間でした。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 小池寛紀 

今回の経営研究会の夏合宿で私は 2 つの事を学びました。まず 1 つ目に、先輩の偉大さで

す。私は簿記の講座を取っている為、木アカにほとんど参加していない状態での合宿参加で

した。そのため普段の活動での先輩の姿を見ていなかった為、衝撃を受けました。200人を

超える合宿参加者の統制、企画の発案、実行、運営、声掛けから下級生との交流に至るまで

全てを完璧にこなし予定がずれれば話し合い即座に対応するなど圧巻でした。また、それだ
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けでは無く、全ての 3.4年生が後輩から慕われている姿にも感銘を受けました。今まで漠然

としていた理想の先輩像というものがここではっきりと見えました。自分も先輩方のよう

になりたい、いやなれる努力をしていきたいです。次に、他大学との交流の重要性です。こ

れまでの学校生活だけでは成し得ないものでした。己の価値観や大学毎の雰囲気や慣習は、

独りでずっと考えているだけでは見いだせないと気付かされました。他の考え方を知るこ

とで新しい自分をも見つけられたような気がします。行く前は、少し渋っていた自分が恥ず

かしくなるような素晴らしい合宿でした。この素晴らしい経験を生かすために後期の活動

に参加して行きたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 小林加奈 

初めて参加した夏合宿で、始めは虫が多くてあまり乗り気にはなれませんでした。しかし、

この夏合宿のおかげで同じ班の関わりのなかった人、同級生、先輩、大東生と親睦を深める

ことが出来この合宿に参加してよかったです。また、登山は足場が悪かったり、急斜面だっ

たりと多くの苦難がありましたが、最後まで登りきれたことは自分の中で大きな収穫だと

思っています。嫌なことがあると直ぐに逃げ出してしまう私ですが周りの人も頑張ってい

たからこそ登りきることが出来ました。この経験は自分でもやれば出来るという自信に繋

げられたらなと思っています。またキャンプファイヤーの後のレクでは先輩方が堂々と大

勢の中で笑いをとり、進行をしていてかっこいいと思いました。私は失敗したらどうしとう

とか、恥ずかしいとか色々考えて人前に立つと堂々と出来ず、いつかあんな風になれたらな

と思います。私は途中で早退してしまいましたが、少しでも参加出来て本当に良かったです。

誘ってくださった石橋さんに感謝です。週に一度の活動に後期はなるべく参加できるよう

に頑張りたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年  迫尚美 

この夏合宿でたくさんの先輩や同期と関わることができてとても嬉しかったです。大変な

事もあったけれど、それ以上に先輩方の姿に感銘を受けました。あんなにも大勢の人が無事

に合宿を終えられたのは、先輩方の頑張りがあったからだと思います。山登りで辛かった時、

先輩が優しく接してくださって、「もう少し頑張ろう！」と思えました。また班の方々や宿

舎が一緒だった方々にも気さくに話しかけて頂いて、とても楽しかったです。総括の時、先

輩方のお話を聞いて、縦の繋がりが凄いな、と改めて感じました。涙を流す先輩を見て、私

も感動してしまいました。それと同時に、私も先輩方のようになりたいと思いました。本当

にこのサークルには素晴らしい先輩がたくさんいるのだなと改めて実感した 3 泊 4 日でし

た。私も先輩方のようになりたいです。色々なことを学べた合宿でした。 
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日本大学 経済学部 経済学科 1年 玉置優允 

短いようで、長いような夏合宿が終わりました。最初はとても不安でしたが、終わる頃には

先輩達の思いや、これから自分達が後輩を引っ張っていかなければいけないという責任感

がつきました。また、特にこの合宿で身についたことが２つあります。１つ目は、仲間と協

力する協調性です。合宿 3日目に班のみんなでディスカッションを行い、それぞれの意見を

出し合いました。これはいつも木アカで行っていると思いますが、普段の班の人とは違う人

や、大東の人などと行ったため、しっかりとお互いの意見に耳を傾けることがとても大切で

した。また、みんなで大切だと思ったところを選び、協力して意見を出しました。これは普

段よりも何倍も難しかったですが、協力する重要性を改めて身に付けることができました。

２つ目は、色んな人と対話する為のコミュニケーション力です。この合宿を通して、 

色んな人と自分は仲良くなることができました。特に、大東文化大学の一年生とはお互いを

知らない中、20 人以上と仲良くなりました。これを実行できたのは、自分にコミュニケー

ション力が身についたからだと思います。先輩達がディスカッションの時などに、対話がと

ても上手だったり、発表の時などに人前で話すのが得意だったり、日頃の先輩とは違う、１

つ上の先輩を見せてもらう機会がこの合宿で多かったため、自分も自信を持ち、声をかける

ことができました。この２つの力がこの合宿で身につきました。最後に、身につけたこの力

を活かして、普段の木アカなどの活動の場で、目立てるように頑張っていきたいと思います。

また、来年は自分が後輩を引っ張っていき、自分のおかげでこのサークルが楽しいだったり、

合宿に参加したいなどと思ってもらえるような存在になりたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 宮本和 

今回初めての夏合宿ということで正直なところ不安しかありませんでした。自分はあまり

普段の活動に参加できている方ではないので班の中でも話せる人は少なく、友達が出来る

かどうかも心配でした。しかしそんなことは杞憂に終わりました。同じ部屋になった田幡先

輩と岸本先輩は初参加の自分にとても優しく接してくださり、心穏やかに生活できました。

食事の時の知らない人と卓を囲むようにという制度のおかげで日大大東関係なしに先輩や

同輩と話す機会があり多くの人と接することができました。また、あぜりあ内だけでなく登

山の時など積極的に話しかけにいくことで他の宿舎の人とも友人になることができました。

これだけでも夏合宿に参加した成果として十分ですが、それ以上にディスカッションのや

り方や先輩方の仕事に対する意識・姿勢、不測の事態に対する対処の仕方など学べることが

多くありました。ディスカッションでは班長が全員の意見をまとめ一つの意見として成立

させ、先輩方は全員が一つの目標に向けて全力を尽くしているよう感じました。対処が迅速

であったのもそのおかげだと思いました。個人的にトラブルもありましたが総じて有意義

な 4日感でした。 
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日本大学 経済学部 金融公共経済学科 1年 村田健翔 

私は今回の合宿を通して、様々な経験を積むことができました。1番の自分の成長につなが

る時間となったのは、ディスカッションの際に班の代表として、班の意見をまとめあげて発

表をしたことだと思います。こんな機会は普段の授業で受け身になりがちな私にとっては

そうそう無い経験だったし、自信へとつなげる良い機会となりました。また、初日と最終日

の全体の場での自己紹介と振り返りもなかなかに無い経験だったのかなと思います。さら

に日大だけでなく他大学との交流ができた上に、友達までできたのは、今後にとっても大き

な利点となるのかなと感じました。このようにただただ学ぶ機会だけではなく、大学生とし

て大いに新しい友達と楽しめるのは、この上ない経験だし、本当にこの合宿に参加して良か

ったなと思っています。とても有意義であったとともに存分に楽しめた 4 日間であったと

考えます。また来年も参加しようと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 山﨑和真 

最初は不安しかなくて、正直行く直前にもうこのまま帰りたいとすら思っていて、宿には自

販機もないし、電波も繋がらないし早く帰りたいと思っていたけれど、終わってみればあっ

という間で充実した四日感でした。同じ日大の経済学部でも知らない人がたくさんいて同

じ班の人以外ほとんど初めて会う人でしたがたくさんの人と話せて知り合うことができて、

なかなかできない体験ができました。山登りもとてもきつかったけどみんなで励ましあい

ながら登れたのはいい経験でした。そして、合宿を通して一番感じたことが先輩たちの偉大

さです。イベント班や生活班など多くの班がありますが、どの班の先輩達も自分の仕事に責

任を持って、夜遅くまで会議をしたり、昼間も働いていたり、自分達一年生が不便なく無事

に四日間生活できたのは先輩達のおかげです。そして先輩たちへの尊敬と共に自分がこん

なふうになれるのかという不安も生まれました。自分はまだ未熟者で今は先輩におんぶに

だっこ状態ですが、後期の活動を通して、今度は自分が一年生にすごいなと思われる先輩に

なりたいと思いました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 脇山夕奈 

高校では部活に入っていなかったので、このような合宿は初めてでした。参加人数も多く、

不便な山奥での合宿だったので大丈夫かと心配していたのですが、先輩方のリーダーシッ

プや周囲への気配りがとても優れていて強く感動しました。4年生はもちろん、ひとつしか

年齢が変わらない 2 年生の頼りがいが素晴らしく、来年は先輩方に少しでも近づけるとい

いなと思います。山登りをしたのも初めてだったのですが、日頃外へ出たり運動したりしな
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いので具合を悪くして周りの方々にたくさん迷惑をかけてしまい申し訳ない気持ちでいっ

ぱいです。情けない後輩に嫌な顔一つせず優しくしてくださる先輩方には本当に感謝して

います。来年に向けてちゃんと運動をしようと思います。また、このサークルにそこまで知

り合いがいないので不安でしたが、気さくな人が多くて色んな人とたくさん交流してもら

えたので良かったです。大東文化大学の方と友達になれたことも嬉しいです。同じ日本大学

の 1 年生でも知らない人ばかりだったので後期でもう少し皆のことを知れるといいなと思

います。 

 

 

（１４班） 

日本大学 経済学部 産業経営学科 4年 黒沢将太 

最後の夏合宿ということで私は多くのアカデミー生と交流を深めたいと思い、参加しま

した。ここ 2年間私は、生活班としての仕事ばかりに注力してしまい、一緒の宿舎の人、

一緒の部屋の人との交流がおろそかになっていたと感じました。そのため、今回の合宿

では高妻ロッジのメンバー、一緒の部屋の人と積極的に話したり、トランプをしたりな

どして交流を深めました。また、生活班の仕事もおろそかにすることなく宿舎の秩序を

保つこともできました。これまでの私は仕事をするとき、どうしても一人で何とかしよ

うとしてしまいがちでした。しかし今回の合宿では、仕事の振り分けを徹底することや、

手の空いている人に積極的に手伝いを頼むなど、周りを巻き込んだ結果、みんなで高妻

ロッジの雰囲気を作り上げることができたのではないかと感じました。夏合宿後、高妻

ロッジのメンバーから「高妻ロッジで本当に良かった」、「高妻飲みやりたいです」、「夏

合宿すごく楽しかったので来年また参加したいです」といった言葉を貰うことができ、

とてもうれしかったです。また、部屋のメンバーにも「この部屋のメンバーで飲み会や

りましょう」と言ってもらうことができ、感慨深かったです。 

高妻ロッジのメンバー以外にもこれまで交流のあった人とはより仲を深め、これまで話

したことのなかった人とも仲良くなることができ、とても充実した日々でした。 

また、班員の成長をうかがうことも出来ました。3年生は班の中心としてしっかりと 

班をまとめており、2年生は役職を与えられている班員はもちろんのこと、そうでない

人もフォロワーとしてサポートをしており、既存生としての自覚を感じることができま

した。班内でしか交流がなかった 1年生が、この夏合宿で新たな先輩・同期と仲を深め

ている様子を見ることができ良かったです。 

4 年間夏合宿に参加し、毎年違う景色を見てきましたが、4 年目となる今年が一番後輩

の成長を目の当たりにし、同期の大切さを感じることができ、楽しい夏合宿だったなと

思いました。3泊 4 日とても充実した日々でした。 
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日本大学 経済学部 経済学科 ３年 稲葉紘司 

今年からディスカッション班の仲間に加わったことで、多くの学びがありました。初め

てで分からない事が多くあったため、至らない事が多くありましたが、積極的に仕事に

取り組むことで、ディスカッションや総括のやり方を学ぶことが出来ました。その中で

自分の役割への貢献というものを学ぶことが出来ました。 

また、ディスカッション班のみんなと連携でき、準備の段階からとても楽しく活動出来

ました。みんなと活動出来て良かったです。来年も今年学んだことを生かして、皆をま

とめながら頑張りたいです。 

そしてディスカッション班の班長の秀先輩は、班長として常に先生にお伺いを立てなが

らで、大変だったと思いますけど、常に適切な指示で、ディスカッション班を動かして

いたのが凄かったです。同じディスカッション班として、秀先輩のサポートとして仕事

出来て多くの事が学べました。ありがとうございます。 

本当に皆さんお疲れ様でした。 

この夏合宿の思い出はかけがえのないものです。本当にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 ３年 松元春樹 

今回、私は二年ぶりの夏合宿への参加でした。そして、今回は生活班という大役まで与

えられました。意外だったのが毎週土曜日に集まることでした。考えてみれば、２００

人以上が参加する合宿を運営するためには当然のことでした。私が配属されたのは生活

班の中でも事前準備が忙しく、失敗すれば合宿の成功に大きくかかわる予約の仕事でし

た。テスト前ということもあり、予約としての貢献は全くできなかったと感じています。 

そして、合宿を迎えました。 

３年として行く合宿、班長として行く夏合宿、と考えると不安でいっぱいでした。 

私の宿舎はあぜりあに最も近い「アコールデ」という宿舎でした。アコールデには４年

生の生活班がおらず、同期の紀君と２年の高野と協力すること、自分で判断して行動す

ることが必要とされました。 

私が主に行ったのはお風呂を回すこと、食事の配膳を新規生に手伝わせることでした。 

お風呂に関しては、時間の無駄を防ぐために入れ替えのタイミングでシャワーを使わな

い時間を極力減らすことを意識し、その意図を各部屋の部屋長に伝達しました。 

すると、部屋長だけでなく、新規生も私の意図を理解してくれました。この結果、２日

目には、あぜりあの人約２０名にお風呂を貸すことができました。この点では、アコー

ルデ全員に助けられたと感じています。 

食事の配膳では、初日の夜に新規生全員に手伝いを求めました。すると、半分くらいが

新規生であったため食堂が混雑してしまいました。これによって、新規生には自分の役
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割を認識させることができず、不快な気持ちにさせてしまったと思いました。その後、

食事の配膳ローテーションを組んだことで役割を理解させ、新規生とのコミュニケーシ

ョンも図ることができたと感じています。 

この４日間で感じたことは上に立つ者としての心構えや行動の大切さでした。 

前期の私には両方とも劣っていたと感じます。新規生に気を取られてしまい、班員の既

存生への配慮が足りず、指示があいまいでイライラしていることが多かったです。私 1

人では何もすることができないということに改めてはっきりと気づくことができまし

た。 

夏合宿を通して、新規既存に関係なく、班員の気持ちに寄り添うことで班員とのより密

な信頼関係を築くことができ、この信頼関係が将来の 14 班の存続につながると気づき

ました。この 4日間、生活班として合宿を成功させる側についたことで、既存生として、

3 年生として、班長として、人として大切なものに気づくことができました。新規生が、

私の名前を呼んで話しかけに来ることが多く、とても多くのものを得ることができまし

た。これを後期の活動で発揮できるように頑張りたいと思える、そんな夏合宿になりま

した。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 荻野隼 

今回、2度目の参加ということで去年よりもさらに輪を広げることを目標に参加しまし

た。食事の時間や自由時間の際に積極的にコミュニケーションをとることを心がけて 4

日間を過ごすことができました。また、自分は役職がなかったのですが、周りの同期は

役職についている人も多く、寝る時間を惜しんで仕事をしていたので自分はまだまだ力

不足だなと感じました。なので、後期のアカデミー活動を通して自己成長し、来年はも

っと貢献できるように頑張ります。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 奥永帆香 

夏合宿おつかれさまでした。今年の夏合宿は、後輩ができ、お仕事を頂けたことで充実

感のある 4日間となりました。合宿準備から先輩方のかっこいい姿を間近で見ることが

できて本当に幸せでした。また、大学や学年、男女問わず多くの人と関わることができ、

交流も深まりました。来年は今年の学びを取り入れつつ、より一層盛り上げていきたい

です。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 澤田梨菜 

夏合宿を終えて、自分は役職につきませんでしたが、自分にも、もうちょっと出来るこ
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とがあったのではないのかなと思いました。 

同じ 2年生でも役職についている方の頑張っている姿を見て、次の夏合宿はもっと頑張

りたいなって思いました。2年目の夏合宿でしたが、去年よりも楽しく、とても充実し

た 4日間を過ごせました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 高橋仁 

私は合宿を通して、成長できたと思います。 

私は 2回目の夏合宿で移動班という役職をいただきました。 

役職をいただいたときは、単純に嬉しい気持ちと、自分にできるのだろうかという気持

ちでした。 

準備の段階で座席を決める際に、座席決めを任されても時間内に終わらせることができ

ず、非常に情けないと思いました。この出来事もあり、私は合宿が不安でした。 

しかし、当日は積極的に自分から動くこと、連絡を細かく取り合いミスを減らすことで、

先輩から「頑張っているね」と声をかけていただき、それが私のモチベーションになり

ました。 

また、そのモチベーションを保ち最終日まで全力で取り組むことができました。 

この合宿を通し、改めて積極的に動くこと、連絡をすることの大切さを学びました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 石井龍平 

今回の夏合宿を通して普段関わることのなかった同期や先輩と関わることができ親密

度がかなり増しました。さらに先輩方の 1年生へ対する思いやりが熱くて四日間がとて

も短く感じました。合宿に参加する生徒が減っていると聞きましたが私は来年も参加し

たいと考えています。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 大橋友海 

 知らない人がたくさんいるという環境の合宿は初めてで、最初は行くのも怖くて不安

でした。 

初日の自己紹介では 200 人近くの前でマイク無しでのものだったのでとても緊張しま

したが、人前に慣れるための第一歩ができたと思いました。 

山登りは、思っていたよりもきつかったけれど、班の人と話しながら登るのは楽しかっ

たし、先輩や同期との仲が深められたと思いました。 

日大だけではなく、大東の友だちや先輩がたくさんできてよかったです。人とのコミュ

ニケーションのとり方が少し成長できたと感じられました。 
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貴重な体験ができてよかったです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 草薙来美  

私は、この合宿に参加するかとても迷っていましたが、参加して良かったと思いました。  

とても悩みましたが、先輩方や梅沢先生のお話で、合宿に参加する・しないで全然違う

ことを聞き、私も少しは自分が変わることができたらいいなと思い参加を決めました。

合宿の日が近づくにつれて不安が大きくなり、当日も緊張と不安で押しつぶされそうで

した。  

4日間、交友関係を広げ、人前に出ることに少しは慣れることを目標にして挑みました。  

実際合宿の 4日間で何度も人の前に出る機会があり、始めの自己紹介は本当に本当に緊

張して正直嫌でした。その後も親睦会やディスカッションの発表などで前に出ることが

あり、最後の発表の場の時には最初ほど緊張しなくなっていて、少し慣れることができ

たのだと思いとても嬉しかったです。ディスカッションや山登りは思っていたよりもと

ても辛かったですが、終わった時の達成感は今まで感じたことがないものでした。  

合宿中で新しく仲良くなれた人、仲が深まった人もできて、わずかでも自分が成長でき

た合宿だったと思います。今後も活動を通じてもっともっと成長していきたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 栗本幸尚 

最初は知らない人ばかりでとても不安でした。しかし、色んな人が話しかけてくれてと

ても充実した合宿になりました。また、合宿を円滑にするために多くの先輩達が働く姿

を見て、私も先輩達のように活躍したいと思えるようになりました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 後藤海渡 

今回の 4日間の合宿は本当に楽しく充実したものになりました。この合宿で出来た友人

はとてもいい友人ばかりでこれからも付き合って行き自身の成長にも繋げていけたら

と思います。2，3，4年の先輩方が一生懸命仕事をこなしていた姿を見て来年再来年を

通して自分もそのようになりたいと思いました。短い間でしたが発表などの経験を通し

自身の成長を実感出来た合宿になりました。夏合宿が終わっても後期の活動に精を出し

14 班に貢献したいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 金融公共経済学科 １年 皆川 結花 

 私は、この夏合宿を通して沢山の関係を作ることができました。同年代はもちろん、
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先輩方と沢山関わることができ、普通の大学生活ではできない経験ができたと思います。 

 また、先輩方の頼もしい姿を沢山見ることができました。イベントやレクリエーショ

ンで楽しませてくださったり、宿舎で面倒を見てくださったりなど、とても頼りになる

方々だと思いました。私は合宿中に虫に刺されて迷惑をかけてしまったのですが、先輩

方が心配して面倒を見てくださり、とても感謝しています。山登りでも、苦しい時に声

をかけてくださる人が沢山いて、励みになりました。最終日の総括では、先輩方の言葉

に一年生ながら感動しました。 

 私はこの四日間でたくさんの経験をし、少し成長できた気がします。充実した時間を

過ごすことができて、とても良かったです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1 年 村尾航季 

夏合宿の 4日間は、私が大きく成長するきっかけになると確信しています。 

1 年生として参加した夏合宿はただただ楽しく、いい思い出ばかりができました。 

しかし、この楽しさの裏には先輩方の多くの努力がありました。私は、あぜりあの宿舎

にいたので、幹事長の出﨑葵さんを始めとした多くの先輩方と関わることができました。 

話しかけると、先輩方は、「こうき！楽しんでる？」と優しく声をかけてくれて、先輩

達の苦労に気づくことはありませんでした。 

それが、2 日目の夜にたまたま部屋長代理として、1 年生ながら部屋長会議に参加する

機会があり、少しながら先輩達の凄さに触れることができました。部屋で注意すること

についての確認を行う場でしたが、先輩達は「これを注意しといて」と丸投げするので

はなく、具体的な注意の仕方まで指示を行っていました。このことから、先輩達が裏で

行動している事が私達の楽しさを支えているのだと気づきました。私が、このことを元

に今すぐ行動ができるかと言われれば、不可能でしょう。しかし、私はこの夏合宿で先

輩達の仕事で気づきを得ることが出来ました。この気づきが私の成長に繋がると確信し

ています。その為にも、これから行われるアカデミーの活動全てに積極的に参加し、人

間力を磨いていきたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 山田悠愛 

今回の合宿には今まで関わってこなかった人との交流をするという目標を持って参加

しました。 

今回の合宿に参加した結果、同じ宿舎の人を中心に、日大生、大東生関係なく交流を深

めることができました。これからもこの関係を続けていきたいと思います。 

また、私がこの合宿を楽しめた裏には、先輩方の働きがあったことがわかりました。 

来年は合宿を盛り上げるために役職に就き、このアカデミーに貢献していきたいと思い
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ました。そして、後期のアカデミー活動にも積極的に参加して人間力を高めていきたい

と思います。 

 

 

（１５班） 

日本大学 経済学部 経済学科 4年 宮地駿明 

私は今回、夏合宿の幹事長補佐と会計班、宿舎長という重要な役職に就かせて頂きまし

た。夏合宿を限られた期間で成功させるために後輩や同期と連携を密にとるようにしたこ

とで、無事に合宿を成功する事が出来たと思います。また、活動の中で今まで自分と関わ

りのあった後輩達の成長をとても感じることが出来、嬉しく思いました。 

そして最後の夏合宿、全力で楽しもうとあまり関わりの無かった同じ宿舎の後輩に話しか

けた結果、多くの人と仲良くなる事が出来ました。この関係を夏合宿だけでは無く今後も続

けていくために一緒にご飯に行くなどより交流を深めていきたいと思います。 

最後になりましたがこのような貴重な経験をさせて頂き、心から感謝致します。この度は本

当に有難う御座いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 3年 紀拓海 

私は今年も夏合宿に参加して様々な気づきを得ることが出来ました。まずは夏合宿の準備

の段階で、私は今年も生活班として仕事をさせていただいたのですが去年は仕事の一部を

手伝っていただけだと気が付きました。また、夏合宿本番では宿舎のみんなが過ごしやすい

ように努めました。仕事面以外では、日大と大東の今まで話したことのない後輩や先輩と話

すことができ、良い刺激を受けました。そして、今年の合宿で最も感じたことは 1個下の後

輩たちの成長でした。準備の段階から去年の私よりも自分で考えて動ける子が多くいると

思いました。1年前は私が何か伝えても理解しているのかどうかわからない子も多かったの

ですが少なくとも、15 班の 2 年生や生活班で頑張っていた 2 年生はみんなを自分で考えて

行動できるようになっていました。夏合宿本番でもアコールデにいた 2 年生たちは 1 年生

たちに積極的に話しかけ 1 年生が楽しめるようにしていました。来年は 4 年生になり、今

年以上に責任感を持って行動しなければなりませんが、頼もしい後輩たちがいるとわかっ

たので一緒に乗り越えていきたいと思いました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 2年 石田泰之 

私は今回の夏合宿で、1年生の時には感じることの無かった充実感や達成感を得る事ができ

ました。私は 2年生になり、ディスカッション班という役職につきました。1年生の時には、
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楽しむことがメインで、深く考えたり、気を使う事の無い夏合宿でしたが、2年生になり夏

合宿を運営する側になってみて、初めて先輩達の努力や、お心遣いに気づくことが出来まし

た。また初めての役職で困惑することも多かったですが、先輩方に相談に乗っていただいた

り、同期と一緒に悩んだりすることで、夏合宿という大きなイベントを作り上げることがで

きたと思います。 

また今年の夏合宿は役職を頂いたこともあり、技術的な面でも大きく成長できました。具体

的には、先輩方への報告、連絡の仕方や、ディスカッション班ならではの、迅速な対応や、

柔軟な考え方を、先輩方から学ぶことができ、それを常に実践することで、身につけること

ができました。 

今回このようにして学んだことを、後期の活動にも繋げ、より精進致します。そして、夏合

宿で出来た縦と横の繋がりをより一層深めていきたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 2年 奥山遥 

今年の夏合宿は去年よりも充実したものになりました。去年は同期や先輩と仲良くなるこ

とだけに必死でただ楽しむだけの合宿でしたが、学年が上がったことでどうしたら一年生

が楽しめるか、先輩や同期をサポートできるかなど周りのことも考えられるようになり自

分の中で変化があったように感じられました。また、会計班に配属され先輩達が夏合宿に向

けて日々忙しく動いている姿を間近で見て、改めて先輩達の存在の大きさを実感しました。

他の役職に配属された同期の一生懸命仕事をこなす姿にも感化され、これからのアカデミ

ー活動もしっかり頑張っていきたいと思いました。そして、今回の夏合宿では他班の同期や

一年生とより仲を深めることができたのが一番の収穫です。普段のアカデミー活動では決

まった人としか関わらず狭いコミュニティの中で過ごしていましたが、宿舎が同じ同期や

四日間一緒にいてくれた同期とは本当に楽しい時間を過ごせました。最後に、この夏合宿を

成功させるため全体を引っ張ってくださった四年生をはじめ、皆さまに感謝いたします。本

当にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 金融公共経済学科 １年 遠藤勇気 

今年から、梅沢人間力アカデミーに参加させていただき、最初の大きなイベントは、この夏

合宿でした。梅沢先生や、先輩方のお話を伺うと、間違いなく充実した合宿になるんだろう

な。と、行く前から確信していました。実際に参加をしてみると、想像の何倍も充実したも

のでした。具体的には、大自然の中でディスカッションを行ったことでした。普段は、大学

内で行うのに対して、他大学の仲間たちと長い時間をかけて、しっかりとディスカッション

をできたのは、私にとって重要な経験になりました。この合宿で築いた人間関係を、今後の

活動にも活かして行きたいです。 
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日本大学 経済学部 経済学科 1年 川口愛佳 

合宿に行く前は、初めての合宿だったこともあり馴染めるか不安でしたが最終的には日大

や大東関係なく沢山の先輩、同期の人達と関わることができたので合宿へ行って良かった

と思っています。毎週行っているディスカッションとは違うメンバーや、違う環境の中での

ディスカッションは自分とは違う意見を聞くことができました。それらを聞き、今後の活動

への取り組み方や参加する目的について再度考えることができたためとても勉強になりま

した。今回の合宿で学んだことを、今後のアカデミー活動でも生かしていきたいと思いまし

た。この４日間は先輩方のおかげで、とても楽しめた合宿でした。目標となる先輩もみつか

ったのでとてもいい経験になりました。 

 

 

日本大学 経済学部 金融公共経済学科 １年 木島知泰 

私は合宿で、多くのものを得ることができました。それは、この合宿で楽しむことができた

という満足感はもちろんですが、人間的な成長や今後の学校生活に対する大きな期待感を

実感しました。そして、これらは大勢いらっしゃる個性も様々な人達がいるアカデミーなら

ではの体験だったと思います。まず、成長については、プレゼンテーションの能力を高める

きっかけを掴むことができました。合宿の四日間で大勢の人達の前で話すことが随分と楽

になったのです。それだけでも私にとっては、成果と言えるものでした。しかし、それだけ

ではプレゼンテーション能力を身につけたとは言い難いです。あくまでもきっかけなので

す。私はアカデミーの先輩方のような、人の心を動かし納得させるプレゼンテーションは到

底できません。ですので、この合宿で培った自信と、私自身で切り拓いてゆく充実した学校

生活への期待を糧に、精進していきたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 小林優希 

1 年の私にとって、今回の夏合宿は初めての参加だったので、不安なことが沢山ありました

が、参加してよかったと思えるものでした。普段の活動とは全く異なった環境の下でディス

カッションなどを行いとても楽しかったです。大東・日大関係なく様々な人と交流し仲を深

めることができました。同期だけでなく、先輩方とも交流ができるとても貴重な機会でした。

3 日目のディスカッションでは、今後のアカデミー活動への目標や一人一人のアカデミーの

取り組み方などを実際に話し合い、色々と思うものがありました。先輩方の姿を見て、自分

の至らない点を多く発見でき、目標とする先輩を見つけることのできるいい機会になりま

した。4日間思いっきり楽しめたのは、幹事団の先輩方のおかげだと思います。来年の合宿

も参加者全員が心の底から楽しめるものになれれば良いと思います。 
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日本大学 経済学部 産業経営学科 １年 西條晃平 

今回の合宿を通して、少しだけ自分の中の何かが成長できたように感じます。 

合宿に行く前は不安でいっぱいでした。一緒に行くはずの友達が行けなくなり、仲のいい友

達もいなくてこの合宿に行くのさえためらっていました。しかし、同じ部屋の人たちをはじ

めとした個性豊かな人たちや、優しい先輩方と生活を共にすることにより、とても楽しい合

宿生活を送れました。また、はじめはほとんどいなかった友達も少しずつですが多くなって

いくのを感じてとても嬉しかったです。今後の活動も自分自分を成長させられるよう頑張

りたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 堀純也 

私は夏合宿に参加する前、先輩方から不安を感じる必要はないといわれましたが 3 泊 4 日

をほとんど初対面の人と過ごすというのは不安でした。しかし、実際に参加してみると先輩

方が積極的に話しかけてくれたのでとても楽しく過ごすことが出来ました。また、バスや宿

舎などで初対面の人は多かったのですがお互いに友達を増やしたくて来ているのだろうと

いうことはわかったので始めは緊張しましたが少し話し始めると学校や普段の話をして盛

り上がりました。その様に楽しく過ごすことが出来たので夏合宿にきて本当に良かったと

思いました。そして来年も夏合宿に参加してたくさんの友達を作りたいと考えました。また、

今後のアカデミー活動もより頑張って行こうと思うようになりました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 矢嶋千裕 

夏合宿を終え、私はこの夏合宿に参加できて本当に良かったなと感じました。 

夏合宿に参加する前は班や一部の知り合いの人としかあまり関われず、不安の方が大きか

ったです。しかし、バスの中、ディスカッション班、宿舎などで多くの新規生や先輩方と関

わることができ、とても人脈が広がりました。また夏合宿でとても印象に残っているのが、

先輩方の活躍です。しおりの作成やディスカッションやキャンプファイヤー等の企画の運

営などで先輩方が積極的に動く姿を間近で見ることができました。夏合宿を成功させるた

めに各々役職に就きその役目を全うしている姿はとても印象的でした。そして最後の総括

で感極まってお話をされている先輩方を見て改めて縦と横のつながりを強く感じました。

この夏合宿に参加しなければ、このサークルに対する考え方もきっと変わらなかったと思

います。楽しいだけでなく、たくさんのことを感じ学ぶことができた夏合宿でした。 
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日本大学 経済学部 経済学科 1年 山田晃大 

今回の夏合宿は友達を増やすことが目的でした。200人以上の参加者がいるわけで、これは

交友範囲を広げる絶好の機会だと思い参加しました。しかし同時に、深い関係になれる友達

ができるか不安でした。200人以上と 4日間を過ごすわけで、そうすると１人と話す時間は

短くなり、言葉を選ばず言うと上っ面の関係で留まるのではないかと不安でした。しかし杞

憂でした。このサークルは個人をちゃんと見てくれました。4 日間という短い時間の中で、

自分を表現する機会を与えてくれました。私が話をすると皆が真剣に話を聞いてくれまし

た。そしてなにより私の不安を解消してくれた原因は先輩方の最後の総括です。先輩方が涙

を流して話をしている姿は、いかに濃密で素晴らしい 4 年間をこのサークルで過ごしたの

かを如実に物語ってくれました。そして自分もそのような思い出を、先輩、同期、そしてこ

れからできる後輩と築いていきたいという目標ができました。今回の合宿は、大勢の親友、

尊敬できる先輩、１つの大きな目標を与えてくれました。来年も再来年も 3年後も行きたい

と思います。 

 

 

（１６班） 

日本大学 経済学部 経済学科 4年 吉田真唯 

私は 4 年生として最後の夏合宿に参加するにあたって、2 つのことを目標にしていました。 

1 つ目はイベント班の班長として、前任の先輩方の想いを受け継ぎキャンプファイヤーを成

功させること、2つ目は同期・後輩関係なく交流し、最高の思い出を作ること、です。 

全日程が無事終わり、後輩の総括で、「キャンプファイヤー楽しかった」という声や、「先輩

方と仕事ができて本当に良かった」という話を聞いていて、私はたくさんの信頼できる後輩

に恵まれていると気づくことができ、思わず涙が溢れました。 

そして何よりも、今回の夏合宿を成功させるべく様々なところで頑張っていた同期を誇り

に思います。あと半年となったアカデミー生活ですが、これからも信頼できる同期・後輩と

ともに精進して参ります。 

最後になりましたが、イベント班の班長に任命くださり、このような素晴らしい機会を与え

てくださった梅沢先生をはじめとする幹事の皆様に感謝申し上げます。誠にありがとうご

ざいました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 3年 内田真衣 

私は今年の夏合宿を通して感じたことが 3点あります。 

1 点目は、後輩の成長です。私たち 16班は 4年生 1名、3年生 1名、2年生 3名、1年生 25

名の計 30 名で参加しました。2 年生の 3 名はそれぞれ役職を貰い一生懸命頑張っている姿
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を目にしました。また、役職につくことで先輩、同期と蜜に関わり、多くのことを学んだよ

うに見えました。彼らを 1 年生の時から見てきた身としては今回の成長は大変嬉しく思い

ました。1 年生の 25 名もディスカッション班や、宿舎などの自分の班と離れた場所でも友

達を作り、自分の意見をしっかりと述べ頑張っている姿を見ることが出来ました。合宿参加

前は「行くか迷っている」という声が多く上がっていた中、合宿後はみんなイキイキとして

いて、「合宿楽しかった。行けてよかった」や、「後期からの活動ももっと頑張りたい」など

の声を聞くことができ、みんなで行けて良かったなと感じる合宿になりました。 

2 点目は 4年生の偉大さを改めて感じました。幹事長の出﨑さんをはじめ、4年生には沢山

助けて頂きました。合宿準備中から細かい所まで気を配り何度も打ち合わせをする姿や、当

日臨機応変に対応する姿など、学ぶところが沢山ありました。 

3 点目は、自分の至らなさを痛感致しました。私は今回、幹事長補佐、生活班、16班班長と

して臨みましたが、全てにおいて満足のいく仕事が出来なかったと感じております。沢山の

人にご迷惑をお掛けしてしまいました。その様な中、指導してくださる先輩や、支えてくれ

る同期、ついてきてくれる後輩がいることにとても感謝しています。来年は自分が支えられ

るように努力していきたいと思いました。 

最後になりましたが、このような貴重な機会を与えてくださった梅沢先生、宿舎の方々に大

変感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 川田修希 

今回、私は初めて生活班という役職をいただきました。何もわからなかった昨年度よりも今

年は主体的に行動することを意識しました。しかし準備の段階ではやはりわからないこと

が多く先輩達に指導してもらってばかりでした。夏合宿本番では少しでも多く役に立とう

と仕事を率先して行おうとしました。生活班の仕事はとても大変でしたが、様々な先輩方に

助けていただけたためとても楽しく出来きました。また夏合宿の最終日にたくさんの先輩

に褒めてもらったり後輩達にも「かっこよかったです」と言って貰えたり本当に頑張ってよ

かったです。今年自分が出来なかったことや少しでも尊敬する先輩方に近づけるよう今後

のアカデミー活動を精進していきたいと思います。最後にこのような機会を作ってくださ

った梅沢先生、本当にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 川端啓 

私は今回 2 回目の夏合宿で、撮影班という役職をいただきました。まず自班の 16 班では 1

年生が 25人も来てくれてとても喜ばしいことでした。その中でも今まで関われなかった班

員と夏合宿の中でとても仲良くなることができました。また 4 年の吉田まゆさんが最後だ

ったこともあり、寂しさとともに後期吉田まゆさんから少しでも多くのことを学ぼうと思
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えました。次に撮影班といたしましては先輩方がとても優しく、楽しい役職でした。特に学

年、全体写真を撮るときは猛暑の中で多くの方々に待ってもらっているので、撮影班、そし

て移動班に協力してもらいながら、積極的に声を掛け合い上手くできたと思います。夏合宿

では多くの方々の尊敬するべき所と私自身の足りない部分と多くの学びがありました。こ

の学びを今後のアカデミー生活で活かしていきたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 宮田昂育 

今年は昨年に引き続き 2 回目の夏合宿に参加させて頂きました。昨年初めて夏合宿に参加

した時と比べて、見えるものと感じるものが大きく変わったなと思いました。また今回の夏

合宿ではイベント班という役職を与えて頂き、やはり昨年度とは大きく異なり、自分自身と

ても成長した 4日間でした。 

私のイベント班としての主な仕事は初日のバスレクと 2日目のキャンプファイヤーでした。

任された仕事はしっかり役目を果たす、これを念頭に 4日間過ごしました。実際にバスレク

の司会をやらせて頂き、人を楽しませる、笑わせるのはこんなに難しいのかと感じるととも

に、改めて先輩の偉大さを感じました。随所で 1年生がつまらない思いをしてないか、何か

困っていることは無いか、常に気を配り周りを見ながら進行していくのはとてもやり甲斐

を感じました。とても小さなことであっても、合宿を終えていま振り返ってみれば、想像以

上に大切な事であったと思います。 

キャンプファイヤーにつきましては、失敗があれば、それは全体に大きく影響してしまうと

いうことを教わりました。失敗しないためにあらゆる場面を想定したシミュレーションを

行い、万全を期してキャンプファイヤーの運営を行いました。イベ班全員のキャンプファイ

ヤーを盛り上げて成功させるという執念の動きを姿を目にして、とても刺激を受けると同

時に、私も負けていられらいなと感じました。改めて先輩方の偉大さと行事の運営に関わる

ことの大変さとやり甲斐を感じました。先輩方には感謝の気持ちしかありません。 

イベント班の一員として微力ながら夏合宿を運営する側に携わらせて頂き、今回の夏合宿

もとても有意義な時間を過ごせて、かなりの充実感を味わうことが出来ました。 

1 年生の時には気付くことのできなかった先輩の動きと偉大さを吸収したことが今回の夏

合宿の大きな収穫であり、来年は自分も先輩方のような動きをしたいです。そのために今後

のアカデミー活動の中で、多くの学びを得ながら成長していけるよう、活動してまいります。 

最後にこのような貴重な機会を与えて下さった梅沢先生、先輩方、宿舎の方に心から感謝致

します。本当にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 新井友理 

私は、今回途中から参加させていただいて 1 泊 2 日という短い間でしたがとても楽しく良
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い思い出ができました。途中からで馴染めるかな、日大以外もいるんだよな、と不安でした

が、たくさんの方が声掛けてくれて着いた瞬間からホッとしました。4年生を中心とした幹

事をしてくださった先輩方に感謝を申しあげます。ありがとうございました。夏合宿で出来

た繋がりを大切にし、これからも活動頑張って行きたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 伊藤駿佑 

私は今回の夏合宿を通して、どのようにして先輩方が人間力を高めていったのかが少しわ

かったような気がしました。高校までは各クラスで二人一組で行う様々な「係」というもの

がありました。しかし、このサークルでは一つの係に対する仕事量がとても多くなっており、

人数も二人という少人数制ではなくなっているため、一人一人が主体的に行動し、連携をと

ることが大事になってきていると思いました。そこで一人一人が夏合宿をより良いものに

しようという共通の意識を持って、お互いを高め合い、仕事に取り組むことによって自分の

人間力を成長させることができるのではないかと私は思いました。今までの活動では先輩

に助言をもらいつつ、活動していたので、後期の活動では私達一年生自身で主体的に考えて

行動するという意識を持って活動したいと思います。 

最後になりますがこのような機会を与えてくださった先輩方や先生、宿舎の関係者の皆様

には深く感謝しております。本当にありがとうございました。 

 

 

日本代表 経済学部 産業経営学科 1年 伊藤圭彦 

 合宿を振り返ってみてまず最初に思い浮かんだことは「先輩ってすごいな」でした。アク

シデント等が多発し、予定通りに進まない中で誰一人としてイライラする方はいませんで

した。むしろ僕たちを気遣ってくださり、なるべく予定が円滑に進むようにサポートしてく

ださりました。僕は合宿の前に自分の事情で忙しく、準備もそこそこで出発しなければなり

ませんでしたので、他の方々のように合宿の目標はありませんでした。しかし先輩方はそん

な僕でも温かく迎え入れてくださり、バス移動等の退屈な時間も僕たちが暇しないように

気遣ってくださりました。僕はこの合宿で先輩方の偉大さを知ることができました。本当に

合宿に行ってよかったと思います。 

 

 

日大大学 経済学部 経済学科 1年 大貫有子 

初めは行くか迷っていた夏合宿でしたが、なぜ迷っていたのか分からないくらい充実した 3

泊 4 日を過ごす事ができました。充実していた 1 番の理由は大東、日大関係なく友好関係

を築くことができたことです。バスの座席、宿舎の部屋割、ディスカッション班、打ち上げ

など全てにおいて様々な人達と関わる事ができました。特にディスカッション班では 1～4
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年生と幅広く意見交換をする貴重な経験ができ、とても勉強になる事が多かったです。 

今回の合宿を通して先輩から学んだ事が沢山あります。とても頼りがいがあって私もこん

な先輩になりたいと思いました。後期からはもっと積極性をもってアカデミーに取り組ん

でいきたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 金井泰平 

私はこの合宿を通して様々なことを学びました。山登りやキャンプファイヤーなど、印象に

残る行事はたくさんありましたが、普段の生活が 1番思い出に残っています。例えば、宿で

の自由時間、食事、バスの移動などです。本当に最初は不安が大きく、みんなと上手くやっ

て行けるのかなどという思いを抱いていましたが、それは皆さんも同じだったようで直ぐ

に打ち解けることができました。この過程は自分にとって大きく成長できたと自信もって

言えます。知らない人が多い中で生活するという普段ではできない貴重な体験ができまし

た。そしてなんといっても驚いたのは先輩達のすごさです。的確な指示、瞬時な状況判断な

ど 1~3 歳差だけで自分がここまで変わらなくてはという目標と、見習わなくてはという尊

敬で溢れました。他にも細かい部分を含め、自分はこれからどう改善していけばいいのか、

どこに自信を持っていいのかという方向性に対し、客観的な分析ができたと思います。この

濃かった 4日間を後期につなげ、いずれ尊敬される先輩を目指して頑張りたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科１年 金子莉乃 

私はこの 4 日間とても有意義な時間を過ごすことができました。出発するまでは不安でい

っぱいでしたが、先輩方のおかげでとても楽しむことができ、たくさんの友人も作ることが

できました。また、どんな状況でも臨機応変に対応している先輩方の姿をたくさん見てとて

もかっこいいなと思い、自分もこうなりたいと感じました。今年は自分のことでいっぱいに

なっていたので、来年はもっと周りを見て先輩方をサポートできるように頑張りたいと思

いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 １年 齋祥悟  

今回夏合宿に新規生として参加させていただきました。普段関わりのない他大学との交流

や友達との生活を体験しました。それらの活動を通しコミュニケーション能力の向上や自

己主張の大切さ、様々な人の多様性を学びました。普段私たちは日本大学という小さいなか

で友達を作り、アカデミー活動では話し合いをしています。なので普段の環境からなのか発

言方法や内容が一定に固定されているよう思いました。しかし大東文化大学との交流を通

し、普段とは違う環境での意見が聞け、こんな考えがあるんだなど興味が持てました。この
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ように小さい枠組みで話を聞くのではなく様々な人の価値を触れるのは大切な事だと思い

ました。アカデミーはそんな経験を得る場所を提供してくれて、合宿により得たものは大き

いと思いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 斎藤百夏 

私は 8月 2日〜5日と合宿に参加し、様々な体験をしました。 

入学して初めての合宿ということもあり、「友達が出来るのか」「楽しくやっていけるか」等、

不安が沢山ありました。しかし、いざ合宿が始まってみると、先輩方が企画した他己紹介や

ビンゴゲーム等、同じ学科の人達と仲良くなれるようなイベントがあったので最初にあっ

た不安はすぐになくなり、友達ができました。 

その時できた友達と食事したり、部屋で話したりして、さらに打ち解けることができました。

やはりこれからの大学生活、友達がいた方が楽しく充実した日々を送れると思います。なに

より私自身友達が欲しいという気持ちがあったので、合宿という行事を通して同じ大学の

人や違う大学とふれあえたのはとても良かったです。 

まだ名前と顔が一致しない同期や先輩がいるのでこれからのサークル行事で話せるように

なれたら良いなと思います。また今回仲良くなれた人とは更に仲良くなりたいです。 

そして、先輩たちの活躍を見て来年の頑張る意欲が湧きました。来年の合宿は頑張ります。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 堺大輔 

夏合宿は自分の中で成功だと感じています。私は様々な人と交流を深め多様な考えに触れ

ることを目標にしていました。この合宿で、多くの人と話す機会があり、お互いの価値観を

共有することができました。このサークルの全体の目標はよくわかりませんが、個人的な目

標自体は達成できたと感じています。とても充実した時間でした。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 嶋崎陽介 

今回この合宿に参加するにあたって、私にはいくつもの不安がありました。しかし、帰って

来てみると意外とあっという間の出来事であり、楽しかったということが印象に残ってい

ます。特に私はバスや宿舎、山登り、ディスカッションの際の先輩方の活躍が大きなもので

あると感じました。どの場面でも先輩方が話しかけてくれたり、ディスカッションでは意見

をまとめたりとリードしてくださりました。こうして縦のつながりが増えるのだなと実感

しました。そして先輩方のサポートから同期の友人ができることもあり、横のつながりも築

くことができました。自然に囲まれ、電波も届かないような環境でつらいなと最初は思いま

したが、そういった環境に身を置くことで普段とは違う生活が可能であり、また、宿舎の方
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がおっしゃっていたのですが「スマホと会話をしない」ということが人同士の関係を深める

のによかったと思います。 

短い期間ではありましたが、大勢の前で発表したり、人間力の向上につなげられたと思いま

す。この合宿を企画したくださった先生、先輩方には感謝しかありません。ありがとうござ

いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1 年 高木陽香  

今回新規生として合宿に参加した私の夏合宿の目標は大東生、日大生、上級生、同輩、関係

なく沢山の方とコミュニケーションをとり様々な考え方を共有して人間的に成長をする、

というものでした。初対面の人と生活を共にすること自体初めてだったので先輩に対して

失礼な事をしないか、上手くコミュニケーションがとれるのか、とても緊張しましたが、こ

の合宿に参加しているほとんど全ての方が気軽にそして優しく接して下さったので私自身

も純粋にこの合宿を楽しめました。特に多くの時間を共にした同じ宿舎の方々はすぐに名

前を覚えてくださって、気軽に読んでいただけたり、大学や年齢関係なく一緒にゲームを楽

しんだりどこを切り取っても素敵な思い出ばかりです。ディスカッションの時間ではどう

すればより良い活動になるのか、沢山の意見が飛び交い他の方の意見や先生の指摘をいた

だき自分の考察力や伝え方の能力不足を痛感しました。これらの経験をもとに普段からよ

り慎重に深く考えようと思いました。この合宿を通して正直に 1 番実感したことは、先輩

方の臨機応変な行動や入念に準備がされていた事による計画力です。合宿中、私たち 1 年

生はどのように行動すれば良いのか、どのような判断をしたらいいのか、ほとんど先輩方の

指示で動いていた様に思えました。 1 年前には私たちと同じ境遇だった 2 年生の先輩が

俊敏に動いている様子を見て来年同じように働けるか不安になりましたし、3 年生、4年生

のプランニングの力や判断力は本当に驚き私もそのような人になりたいと切に思いました。

今後もこのような先輩方と一緒に活動できるのを誇りに思い、その時間を大切にしようと

思いました。最後にこのような機会を与えてくださった梅沢先生に感謝をしたいです。あり

がとうございました。  

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 田中美帆 

私は今回の夏合宿を通して様々な体験が出来ました。今回、途中参加という事で友人ができ

るか、楽しく過ごせるかなどの沢山の不安がありました。しかし、実際参加してみると他大

学の方、先輩方、皆さんが優しく接して下さり沢山の楽しい思い出を作ることができました。 

また、他大学、先輩との交流を通じてコミュニケーションの大事さを改めて実感しました。

同室に知り合いが居ないこともあり不安でしたが、自ら積極的に話しかけることによって

人脈が広げられたと思います。初めてなことばかりの合宿でしたが、改めて先輩方の偉大さ
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を実感することが出来ました。来年の合宿では、少しでも先輩方に近づけるように頑張りま

す。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科国際コース 1 年 棚田咲紀 

私は合宿の 3 日目から参加したのですが、みんなすぐに仲間に入れてくれて本当に嬉しか

ったです。先輩たちが指示を的確に出して下さったりまとめてくださったり、時には場を盛

り上げてくださり感謝しかないです。自分も今後みんなから信頼される先輩になりたいと

強く思いました。これからのアカデミー活動では、先輩の背中をしっかりと見てついて行き

たいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 中根優太 

僕は今回の夏合宿に参加して、人との関わり合い、助け合いの重要さに改めて気付かされま

した。この夏合宿の成功も先輩方がお互いをフォローしながらやって成し遂げた結果もさ

ることながら、信頼関係がないとできないことです。総括の 3.4年生の涙を見て僕はこのサ

ークルで自分は何か成長できるかもしれない、人間力とは何かという事が分かるかもしれ

ないと思いました。この経験を活かして、今までとは違い先輩方に言われてからではなく自

分から積極的に行動していきたいと思います。最後になりますが、このような機会をくれた

先輩方、先生に本当に感謝しております。ありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 橋本美緒 

この夏合宿を通し、多くのことを学べました。この夏合宿に参加する前、私は人見知りなの

で、友だちができるかやみんなの前で堂々と発表できるかという不安な気持ちが大きくあ

りました。実際に夏合宿に行くと、話したことがなかった人とご飯を食べたり、自由時間を

過ごす中でコミュニケーションが取れて、その不安はすぐになくなりました。また、先輩方

がこの合宿のために朝から夜遅くまで動いて下さっていた姿がとても印象深いです。私た

ちがスムーズに動けるように指示を出したり、山登りの時に優しく声をかけて下さったり

と先輩方の存在の大きさを改めて感じました。ディスカッションでは、日大、大東、学年が

違う班員から自分とは違う考えや意見を聞き、その中で自分の考えを深められたと思いま

す。また、発表者を決める時の同期の積極性に刺激を受け、私も発表する機会を増やし、人

前で話すことに慣れたいと強く思いました。これからも木アカに積極的に参加し、自分の力

を伸ばしていきたいと思います。それに加え、今回の合宿で知り合った人たちとの仲も引き

続き深めていきたいと思います。 
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日本大学 経済学部 金融公共経済学科 1年 平尾太一 

私はこの夏合宿で、合宿を上手く回すために一生懸命働いていた先輩の姿を沢山見てきま

した。予定に変更があっても活動に支障がないように立ち回り、ミス無く仕事をこなす姿に

尊敬しました。この先輩方の姿を見習って、日々自身も成長できるように頑張りたいと思い

ました。合宿を有意義なものに計画してくださった先輩方や優しい同期に感謝の気持ちで

いっぱいです。ありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 福原滉己 

まず今回の夏合宿楽しく思えたのは先輩達のおかげだと思ってます。それを強く感じたの

はキャンプファイアーです。キャンプファイアーではじゃんけん列車やマイムマイム、面白

い司会など全ては先輩達がいて初めて成り立っていたものだと思いますし、自分もすごく

楽しめました。他にも宿舎で皆をまとめてたり、一年が寝てる間も先輩方は活動していて、

本当に尊敬します。自分も、こうした先輩方の行動を見て、来年自分がその立場になった時

は、こうした先輩方の行動を見習って自分の仕事を全うしたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 房園健也 

僕は今回のアカデミー合宿に参加して特に良かったと思うことが二つあります。一つ目は

普段関わらないような大東文化大学の生徒と交流できたことです。合宿に参加する前は知

り合いがほとんどいなかったので楽しみより不安の方が大きかったけれど実際に参加して

仲を深めることができたので良かったです。二つ目は先輩たちの行動を間近で見れたこと

です。先輩たちは合宿を素晴らしいものにしてくれるために合宿の前から多くの準備をし

てくれて、一年生が夜寝ている間も仕事をしてくれていました。このような先輩を見習って

今後の生活を送っていこうと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 細谷直希 

この合宿に行って良かったことの中で特に良かったと思う２つを挙げたいと思います。 

１つ目はどんな事にも迅速に対応できる行動力、大勢の人をまとめる統率力、皆を楽しませ

る発想力、他にも様々な力を持っている先輩方を間近で見ることができたことです。自分も

こんな先輩になりたいと強く思い、とても尊敬しました。 

２つ目は人脈を広げることができたことです。この合宿の中で日大 1年だけでなく、先輩、

そして大東の人達、様々な人達と関わることができました。この繋がりを合宿だけのものに

せず、これから先ずっと続いていく繋がりにするためにもこれからの活動に力を入れてい
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きたいと思いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 松井将樹 

今回夏合宿に参加させていただいて、普段できないような様々な経験ができました。なかで

も印象に残っていることは先輩の行動力と宿舎で過ごしたことです。先輩方が役割を決め、

いろんな企画を用意して下さっていたり、沢山の一年生をまとめ上げていたり、来年自分に

もこんなことができるのかと思い見ていました。また、宿舎で過ごしたことは先輩方と仲良

くなれるきっかけにもなりました。最初は知らない人も多く仲良くなれるか不安でしたが

宿舎で一緒に過ごすうちにたくさん話したり遊んだりできました。沢山の先輩同期と仲良

くなれて嬉しかったです。来年の夏合宿には先輩の行動を単に見るだけではなく自分もみ

んなを楽しませ、支え合っていけたらいいと考えています。このような素晴らしい夏合宿に

参加させていただいて本当にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 松本彩里 

今回の夏合宿に参加する前は不安や緊張しかありませんでした。しかし、私は今回の夏合宿

に参加して、大学や年齢関係なく、たくさんの人と関わることができました。特に他大学と

の交流は、とても新鮮で、貴重な体験でした。大自然の中でのディスカッションは、たくさ

んの緑に囲まれ、いつもとは違うメンバーで意見を交換しあい、普段の木アカとはまた違っ

た気分で参加することができました。自分の意見を言うのは苦手だけれど、こういう機会を

1 回 1回大切にして、少しずつ慣れていければいいなと思います。また、先輩方が朝早くか

ら夜遅くまで係の仕事などを一生懸命やっている姿を見て、とても尊敬したと同時に憧れ

ました。私も来年は先輩方に近づけるように頑張ります。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 真弓陽行 

自分は今回の合宿に参加するまではインターンと梅丸会に出た後に辞めるつもりでそれく

らい魅力のないサークルだと思っていました。しかし合宿のために準備を頑張ってくれて

いる先輩の姿を見て憧れを抱きました。合宿に参加して誰かのために働きたいと思ったの

はこのサークルが初めと言っていいほど素晴らしい合宿でした。来年は先輩の力になれる

ように頑張りたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 溝上菜月 

私は今回の合宿は、4 日から 1泊のみの参加となりました。行くまでは既に出来上がった輪
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の中に途中から入らなくてはいけなかったのでとても不安でしたが、先輩や同級生が｢大丈

夫？｣｢新幹線で来たの？｣｢日大？名前は？｣と沢山声を掛けてくれて、とても温かく迎えて

下さったので行くまでの不安が嘘だったかのように楽しむ事ができました。ディスカッシ

ョンでは、外で行ったので虫がとにかく沢山飛んでいて、私は虫が苦手なので羽音などが気

になってしまっていましたが、1つの議題に対して 2回に分けて行った事で普段のアカデミ

ーの活動の時よりも深い話が出来たと思います。また、打ち上げなどでは班の皆とより仲を

深められたのでよかったです。総括では先輩方の話にとても感動しました。自分も先輩方の

ように最後の合宿で涙を流せるくらい普段の木曜アカデミーの活動も含め、来年以降の合

宿も頑張りたいです。短い間でも普段は出来ないような貴重な体験が出来たので、行ってよ

かったです。来年もまた参加したいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 柳翔子 

私はこの夏合宿を通して、自分より他の人を優先して動く先輩方の姿が強く印象に残って

います。スケジュールが押している中でも冷静かつ的確な指示で全体を動かし、嫌な顔ひと

つせず仕事をこなす姿はとてもかっこよかったです。この先輩方の姿を忘れず、日々自身も

成長できるように頑張りたいと思いました。また、サポートしてくださった先輩や同期にと

ても感謝しています。ありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 山下京香 

今回初めてこの合宿に参加して、最初は今まで関わりがなかった人や大東の人たちと上手

くやれるか不安が大きかったですが、みんなが優しく、先輩方がいろいろと準備をして引っ

張ってくださったおかげで、多くの人と関われて楽しい合宿にする事が出来ました。東京で

は体験することの出来ない沢山の自然に囲まれた環境で、普段同じ班ではない人とディス

カッションを行うことができ、とても新鮮なでした。山登りでは多少の困難はありましたが、

お互いに励まし合いながら同じ班のメンバーとさらに仲を深めることができたので、今後

のサークル活動も良い方向に進めることが出来るのではないかと思います。また今回の合

宿だけでなく、普段の活動で他の班の人とも一緒に活動する機会が増えたらなと思います。

最後に、今回の合宿で学んだ先輩方の多くの人を一度に動かしたり、臨機応変に対応する行

動力や判断力を来年からは自分が実際に行動に移して、生かして行きたいです。 

 

 

（１７班） 

日本大学 経済学部 経済学科 3年 春本哲郎 
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私は今回で３回目となる夏合宿に参加させていただきました。今年の夏合宿は、２つの目標

がありました。１つ目は参加してくれた新規生に｢楽しかった｣と言ってもらうことです。WS

班長を務めさせていただいていることもあり、これまで参加した 2 回の夏合宿とは違った

責任と覚悟を感じていました。私が所属する１７班は新規生を多く集めることができず、さ

らに班長の交代や４年生の不在など、他班に比べて圧倒的に力不足が露呈していたと思い

ます。にもかかわらず、今年の夏合宿に１７班から５人の新規生が参加してくれました。5

人という数字は決して多くはありませんが、この５人の新規生に夏合宿に参加してくれた

ことへの感謝を表して、是非満足してもらいたいと思い、夏合宿に臨みました。 

２つ目はイベント班として 230 人全員を楽しませることです。昨年に引き続きイベント班

の仕事をいただいた中で、今年はキャンプファイアーの司会を務めさせていただくことに

なり、私を任命してくださったイベント班班長の吉田さんの期待に応えたい、最後の夏合宿

になる４年生全員を楽しませたいと思いました。様々なトラブルを抱えながらも、結果とし

て 4年生の皆さんから「ありがとう」「楽しかった」といったお言葉をいただくことができ

ただけでなく、学年問わず多くのアカデミー生が喜んでくれたこともあり、私個人としては

最高に嬉しい瞬間でした。これらのお言葉をいただけたのは、イベント班全員が各々の役割

を全うし、4年生の背中をみてきた 3年生が 2年生と力合わせたからこそ生まれた全員の成

果だと思います。今年のイベント班の一員でいることができて本当に幸せでした。 

最後に、このような他所では経験できない夏合宿を企画・運営してくださった梅沢先生をは

じめ幹事の皆様、先輩同輩後輩に心より感謝の意を表したいと思います。ありとうございま

した。来年も是非夏合宿に参加し、これまでの３回とは違った景色を同期みんなで見たいと

願います。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 3年 山田康加 

私は今回初めて夏合宿に参加させていただきましたが、今までの学生生活の中でも特に有

意義な時間を過ごすことができたと感じました。なぜなら、大東と日大といった大学の垣

根を越え、多くの人と関わることができたからです。  

私は編入した関係で今年からアカデミーに参加させていただいているため、ワークショッ

プ班以外の方との関りはあまりありませんでした。そのため、初対面の方とうまくコミュ

ニケ―ションとれるのかという不安を持ちながら参加しました。しかしながら、そのよう

な不安は最初のバスで先輩がやさしく話しかけてくれたことやバスでのレクリエーション

を通して、解消されました。また食事の時間からキャンプファイヤー、ディスカッション

等までで様々な方とお話しすることができました。さらにディスカッションでは、普段の

ＷＳ班とは異なる方とディスカッションを行ったため、新鮮かつ自分では思いつかないよ

うな意見を共有できたという点で、特に印象深く残っています。 

そして、もう 1つ印象に残っていることがあります。それは先輩・同期・後輩たちの合宿
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運営力です。生活班・移動班・ディスカッション班・イベント班・会計班の皆さんが、私

たちの合宿を安全・快適・有意義に過ごせるように、身を粉にして働いている姿を拝見し

て、感謝してもしきれない感情を抱きました。特にトラブルが発生した時への対応力や柔

軟性は、各班が団結力のおかげで解消できていたのだと痛感しました。私は 3年生ですけ

れども新規なので、そこに携わることができないことが深く心残りとなりました。しかし

組織運営のノウハウを今回感じ取らせていただいたので、今後の人生に活かしていきたい

と強く感じました。 

最後にこのような機会を与えてくださった梅沢先生、諸先輩、同期、後輩、宿舎関係者の

方に感謝しております。夏合宿で築いた経験を大切にし、今後のアカデミー活動に邁進し

ていきたいと考えております。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 2年 寺園理乃 

私は、今回の夏合宿を通して先輩方の偉大さを実感しました。2回目の参加となる今年の夏

合宿では、生活班という役職を頂き参加しました。事前準備では、夏合宿に必要な備品の買

い出し、お酒やおつまみなどの予約などを行う中で、想像していたよりも苦戦することが多

くありましたが、新規生として参加した昨年よりも夏合宿の運営に携われている事を実感

しました。また当日は決められた仕事だけではなく、臨機応変に行動したり、率先して行動

したりしている先輩方の姿を目の当たりにし、自分の未熟さ、そして先輩方の偉大さを改め

て実感したので、これからのアカデミー活動に積極的に取り組み、成長したいと感じました。 

最後になりましたが、このような機会を与えてくださった梅沢先生、幹事の皆様、先輩方、

また宿舎の方に心から感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 小川開生 

今回初めての合宿ということで、多くの不安なことがありました。例えば知らない先輩の方

や大東生とうまくコミュニケーションが取れるかどうか、ディスカッションの際に自分の

発言をしっかりと周りに伝えることができるかなどがありました。ですが人脈形成の機会

がこれほど多く用意されている事はこのアカデミーの強みであり、それを活かさない手は

無いと思いこの合宿に参加しました。班長の春本さん、同部屋の宮田さんをはじめどの先輩

方や大東生も気さくに声をかけてくださり出発前の心配は全くなくなりました。ディスカ

ションの際も班長が上手に私を含め全員の意見を聞いてまとめてくださり、その意見に対

する考えやアドバイスなどを的確に頂けた事で私の中の考え方が広げられました。 

私はこの合宿を通して色々な役職についている先輩方みんなが生き生きして取り組んでい

ることに感銘を受けました。イベント班はバスのレクリエーションからキャンプファイヤ

ーまで、生活班は日々の生活の管理、移動班は私たちが道を間違えないための誘導、撮影班
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は楽しそうなみんなの写真の撮影と皆さんお忙しいはずなのに生き生きと笑顔で活動して

いる様子を見て私もこのような先輩になりたいと感じました。特に私たち１７班の班長で

ある春本哲郎さんには本当に憧れています。なぜなら人数の少ない１７班のみんなに声を

かけたり、みんなを笑わせようと明るく振舞っていたり、キャンプファイヤーの際には司会

としてその実力を存分に発揮しており、こんな先輩になりたいなと憧れを持ちました。 

まとめとしては多くの人と多くのイベントを通してコミュニケーションを取れたことは自

分の中の世界を広げるきっかけとなり、これからの人生に大きな財産となると感じました。

これから普通の木アカから積極的に参加し、多くの経験を積んでいきたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 田村柊介 

私は今回の夏合宿に行く上で、多くの人と喋った事がないこと、またそのような環境でうま

く馴染めるのかという点がとても心配でした。特に大東生とは顔すらも合わせた事がない

のでとても緊張していたのは事実です。ただ、今回この合宿に参加したのは普段の WS班の

メンバーではない初対面の先輩や同期とのコミュニケーションをとり、多くの人と話せる

ようになりまた友達になりたいという思いからなので、自分から積極的にコミュニケーシ

ョンを取りに行こうと思ってこの合宿にのぞみました。 

実際に合宿に参加してみて思ったこととして、宿舎のメンバーに恵まれた点や思っていた

よりみんながフレンドリーでとても馴染みやすい環境であった点です。私は宿舎の部屋に

とても仲の良い同輩がいたのでその点ではかなりあたりだったのですが、先輩などは知ら

ない人が多かったので、先輩や大東の人と仲良くなるために積極的に話しかけに行きまし

た。１日目にはあまり話せなかった人も４日目には普通の友達みたいに話せるようになり

ました。３日目のディスカッションでも新しいディスカッション班での活動だったのです

が、みんなとても話しやすく、みんなで意見を出しまとめて発表する事が出来ました。また

登山では普段の WS班 17班で行ったのですが、それはとても仲が良い 17班にとっては良い

思い出になりました。 

そして 4日間を通して一番強く心に残った点として、先輩方の活躍が挙げられます。私は一

年生なので役職としての仕事は何もなかったのですが、先輩方は仕事をしていて、自分たち

が部屋に入った後も夜遅くまで仕事をしていました。そういう姿をみて私も来年以降先輩

のように率先して働けるような人になりたいと思いました。 

まとめとして今回の合宿では先輩同輩関係なく様々な人とコミュニケーションをとり人脈

を広げられたなぁと感じました。また自己紹介やディスカッション班での発表、総括を通し

て人前で話す能力が少しはついたと思いました。 

これからの活動でも積極的に発表をして合宿での経験を生かし自分を成長させていきたい

と思います。 
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日本大学 経済学部 経済学科 1年 畑武蔵 

自分はこの合宿で普段関わりのない人との交流をたくさんできたら良いと考えていました。

実際合宿に行ってみると、他大学の生徒や他学年の先輩達など普段関わることのない人達

と関わることができました。 

それと、合宿ではディスカッション力を養うことができました。ディスカッション班で知ら

ない人同士、一つのお題について考えを共有し一つのより良い考えと洗練していく、このデ

ィスカッション力は今後のアカデミー活動においてもとても重要な力であると感じました。 

後期からの活動では合宿で養った人脈、ディスカッション力を活かして活動に力を入れて

いきたいです。 

 

 

（１８班） 

日本大学 経済学部 産業経営学科 4年 田幡将長 

私は今回の夏合宿を通じて、改めて同期の大切さや先見性の大切さを学びました。 

まず、今回の夏合宿で同期とはこれまでのアカデミー生活で 1番深く関わりました。そのた

め考え方の違いや不満など、これまでには無かった問題もあがりました。しかし事前準備な

どを通して同期の凄さや大切さを改めて実感することができました。特に移動班ではたく

さん同期に助けられました。私は移動班の班長を務めさせて頂きました。同期の移動班は皆、

他の班と兼任をしていたため 1人で頑張ろうとしていました。しかし、私が行き詰まった時

に相談に乗ってくれるのはいつも同期でした。皆自分の仕事で忙しいにもかかわらず、本当

にたくさん助けてもらいました。夏合宿 3日目の同期会の際、短い時間ではありましたがと

ても楽しい時間を過ごすことができました。夏合宿の疲れを感じさせないほど、本当に幸せ

な時間でした。 

次に、今回の夏合宿で移動班班長としての役職を通して先見性の大切さを学びました。私は

先を見通して考える事が苦手です。しかし短い準備期間、イレギュラーな事が多く起こる夏

合宿では先を見据えて行動する事がとても重要でした。自分の考え方のあまさによって思

うようにいかないこともありました。 

今回の夏合宿は今までで 1番厳しい夏合宿でしたが、1番達成感を得られた夏合宿でもあり

ました。この夏合宿の経験を活かしてこれからのアカデミー活動や私生活に活かしたいと

思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 4年 宮田秀俊 

夏合宿を終えた今、率直に感じるのは達成感、それと空虚感の 2つです。私は主にディスカ

ッション班班長として 4 年生の最後の夏合宿に参加させていただきました。事前準備や当
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日の動きは思っていた以上にハードで、正直 3年生の頃は全く想像もしていない程でした。

特に合宿中の自己紹介やディスカッション、総括は班長として自分がうまく進行してスケ

ジュール通り円滑に進めなければいけないというプレッシャーもありましたし、大自然の

中声を張って誘導や指示を出さなければいけない機会も多々ありました。だからこそ、大き

なトラブルもなく夏合宿を無事終える時には非常に大きな達成感を感じ、嬉しかったです。

もちろんこの成功は自分一人で成し遂げられたものではなく、班員や幹事の協力があって

こそのものなので、大いに感謝しています。総括で合宿のことを振り返り話していると、こ

の達成感、そしてもう自分はアカデミーの夏合宿に来ることはないのだという空虚感から

自然と涙が溢れました。1年生の頃から毎年この夏合宿に参加してきました。参加を迷う年

もありましたが結局参加してよかったといつも思います。その夏合宿がもう来年からない

と思うと寂しさ、虚しさを感じざるを得ないです。このサークルは縦と横の繋がりが強いと

度々言われますが、そのことをこの 4年間の夏合宿を通じ、身をもって体感することができ

たと思います。大自然の中で生まれた友情は簡単には壊れるものではないですし、夏合宿が

きっかけで仲良くなった先輩、同期、後輩も数え切れないほどいます。今年もそうでした。

キャンプファイヤーや宿舎飲みを通じ、大学や学年の垣根を超えた仲間がたくさんできま

した。そのような素敵な仲間とアカデミーで共に過ごせる時間も残り僅かなので、残された

時間を大切にしていきたいと心の底から思いました。最後になりますが、このような素晴ら

しい機会を与えてくださった梅沢先生、本当にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 ３年 大竹雄斗 

私は今回、3年生という去年より一層責任感の強い立場として以下の 2つのことを学びまし

た。1つ目は運営の大変さです。1 年生の頃から夏合宿のために奮闘する先輩方を見てきま

したが、具体的にどういった点で苦労しているのかというのをしっかり理解していません

でした。しかし、今回私は会計班という役職をいただき、金銭の管理の難しさを実感しまし

た。また、イベント班や移動班などの先輩や同期から苦労話を聞く機会が多く、こんなにも

身を削ってくれていることに対して尊敬と感謝の念が溢れてきました。2 つ目はアカデミー

の温かさです。これは学んだというよりは再認識したことです。今回、私はディスカッショ

ン班の班長も務めさせていただきましたが、そこではほぼ全員が初対面の後輩でした。けれ

ども、後輩たちはまるで普段の WS班の後輩であるかのようにフランクに話しかけてきてく

れました。そのおかげで私も臆することなく円滑にディスカッションを取り仕切ることが

できました。この他にも温かさについては数え切れない程触れてきましたが割愛します。今

回の夏合宿は私の中では大満足と言っても差し支えありません。これらの学びを通して、さ

らに来年は最高学年として後輩たちを引っ張っていきたい所存であります。 
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日本大学 経済学部 経済学科 3年 岡田昂大 

３年目の夏合宿では、イベント班と幹事長補佐と 18班班長の 3つの役職を頂きました。イ

ベ班ではトラブルやイレギュラーが多々発生しながらも臨機応変に 4 年生が中心となって

問題を乗り越えました。4年生のリーダーシップ性や柔軟な思考力、落ち着きなど本当に頼

りになりました。またこの経験を通して同期の結束力も強固なものとなり、全員で来年のイ

ベ班も引っ張っていきたいと思いました。幹事長補佐では幹事会に参加しながら 230 名を

超える規模の夏合宿の運営の裏側を間近で見ることができ、大変勉強になりました。また三

日目朝の幹事会では梅沢先生から組織論についてのお話をして頂き、私たちがただの大学

生がやるような合宿とは全く違うことを行なっていることに気づきました。これらは幹事

長補佐をさせて頂いたが故に知ることができました。本当にありがとうございました。そし

て 18 班班長として当日参加 20 名の新規生を連れ、大自然の中、彼らに何をどう伝えれば

私たちがこのアカデミーに所属し続けている理由を示せるのか迷い悩んでいました。答え

が見つからないまま当日を迎え、背中で語るしかないと思いなんでも頑張りました。イベン

ト班、幹事長補佐の役職のおかげもあり前に出て実際に新規生に先輩の頑張る姿を見せる

機会もありました。彼らがこの合宿で何かを掴み、将来アカデミーを引っ張っていく存在に

成長してくれるといいなと思っています。後期のアカデミー活動でも既存全員で工夫しな

がら新規生の定着を目指します。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 3年 竹久保来嘉 

私は今回で、夏合宿に3度目の参加となりました。今年も去年と同じく移動班として役職

につかせていただきました。3年生ということもあり、 去年よりも主体的に動き仕事を率

先してこなすことができました。しかし移動班、班長の田端さんとは最後まで力の差を見

せつけられていました。また、今年は初めて宿舎があぜりあになり、夏合宿幹事長の出﨑

さんの振る舞いには感銘を受けました。今回はハプニングも多かったですが、苦悩と葛藤

のなかで最後までやり遂げた姿を見てこんな風になりたいと、憧れの存在ができました。

今年の夏合宿は行ってよかったと本当に思えました。最後になりますが、こんな素晴らし

い機会を与えてくださった幹事の皆様と、梅沢先生、本当にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 3年 平塚愛 

今年は後輩とのコミュニケーションを重視しお菓子を用意したり自分から声をかけたりし

て話しやすい雰囲気を作るよう心がけたことで、打ち上げの際には多くの後輩から一緒に

写真を撮りたいです！と声をかけてもらうことができ、とても充実した夏合宿になりまし

た。しかしながら反省すべき点も多くありました。去年に引き続き会計班という役職を頂き

ましたが、何をすべきか把握しきれなかったことで自分から動くことが出来ず、2年生への
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指示出しや予算案の作成など多くの面で会計班班長である同期や先輩方に頼ってしまいま

した。また、同じ WS班の同期が積極的に仕事を探したり周りへ指示を出したりと動いてい

る姿を見て自分の不甲斐なさや未熟さを痛感しました。今後のアカデミー活動では、今回の

反省点を生かしさらに成長できるよう精進していきたいと思います。このような貴重な経

験を与えて下さった梅沢先生に感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 ３年 松永大憲 

３年生となった今年の夏合宿は、自班の後輩も増え、さらに移動班として参加させていただ

き、非常に充実したものになりました。私はこの夏合宿を通して、４年生の偉大さ、そして

後輩の存在の大きさを改めて痛感いたしました。自然豊かな土地ゆえの急な気候変動など

のトラブルも考慮し、様々な対応を瞬時に考え、実行し、２００人以上の人をまとめ、リー

ダーとしてみんなの先頭を走ってくれた先輩方の背中は非常にかっこよく憧れのものでし

た。来年は自分たちが最高学年となるので、先輩方のように後輩から憧れられる存在になり

たいとより強く感じました。そして、昨年まで新規生だった２年生が各班の仕事を全うして

いる姿を見て、いい刺激をもらうとともに後輩の成長を実感できました。また、新規生の子

たちからも、夏合宿とても楽しかったとの声をもらい、とても感激いたしました。このよう

な貴重な機会を与えてくださった梅沢先生には心から感謝申し上げます。この夏合宿での

経験を活かし、後期の活動もより真摯に取り組んで参ります。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 衛藤咲月 

私はディスカッション班という役割いただきました。役職をいただくことは初めてでどの

ように行動をしたらいいのか分からず 1 日目は自分の役割を全うできなかったのでお役に

立てなかったので悔しかったです。それから、先輩や同期の動く姿を見て 2年生にもなって

動けないことはだめだと改めて思い自分なりに一生懸命役割をこなしました。この経験を

活かして後期の活動からは自分に出来ることは全力で取り組み、もっと自分が活躍できる

範囲を広めていきたいと思いました。 

あと今年は縦と横の繋がりが強くなったと感じた合宿でした。初めて他の大学、班の人と一

緒に仕事をして、ただ飲みに行く時よりも仲が深まったように感じました。他にも２回目の

夏合宿なので去年知り合った人達ともさらに仲良くなれ、今回知り合った人もたくさんい

たので良かったです。普段の都会のビルの中とは違う自然に囲まれた環境では気持ちが開

放的になることも手伝い、たくさんの人とお話ができたので楽しかったです。まだまだ他班

1 年生の知り合いは少ないのでこれからの活動を通して自分から積極的に話しかけ仲良く

なっていきたいと思います。 
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日本大学 経済学部 経済学科 2年 金親英吾 

今年の夏合宿はとても充実した物でした。その中で特に印象に残ったものは、イベント班

のメインイベントでもあるキャンプファイヤーです。私たちイベント班は合宿の前から入

念な準備やシミュレーションを重ね、キャンプファイヤーは成功を収めることができまし

た。しかしそのキャンプファイヤーを通じて、やはり上級生の偉大さを感じました。合宿

に行く前は4年生が引っ張ってキャンプファイヤーの計画を立て、イベント班のメンバー

をまとめていました。合宿中には不測の事態が多々起きましたが、臨機応変に対応し、的

確に指示をする4年生の姿がありました。今回私は、イベント班という仕事を通じて、全

員に楽しんで頂こうと考えておりました。私自身合宿をとても楽しむことができました。

また、イベント班として自分にできる仕事を全力で全うできたと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 須賀光星 

昨年とは違い、2年生となり学年が上がり、役職もいただき、先輩方と仕事をご一緒させて

いただく機会も多くありました。今回の合宿は 1年生が多く大変でしたが、先輩方が臨機応

変に対応しているのを見て、感銘を受けました。夜遅くまで幹事長をはじめとし、先輩方が

会議している姿も多く見受けられました。昨年私が参加したとき、先輩方が裏でこんなに頑

張っているなんて知らなかったし、先輩方が更にカッコよく見えました。会議を毎日行い、

アカデミー全体のことを考えているからこそ、こんなに規模の多いアカデミーをまとめる

ことがきる、組織力の凄さを改めて実感しました。自分は人見知りで消極的な性格であり、

昨年の合宿では大東の友達を 3人ほどしか作れませんでした。しかし先輩方から『同期を大

切にしろ』とよく言われており、自分も人見知りを変えたいと思い、この合宿ではたくさん

の人に話しかけることを目標にしました。結果的に多くの人と話すことができ、日大大東の

同期みんなと話し、覚えることができました。大東の同期と一緒に仕事もし、熱い話もでき、

意外と真面目な人多いなと感じました。逆に日大生にはないものを持っていたのでとても

良い刺激になりました。これからも同期を大切にして切磋琢磨していきたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年吉川崇平 

私は今年の夏合宿を通して、230人という組織の中で、様々な人と接することで本当にたく

さんのことを学びました。多くの友人ができ、また人間的にも成長できたと思います。準備

期間においては、あぜりあ・生活班・宿舎に任命していただき、Excelを用いた作業や、当

日の動き方の会議などを通じて、生活班という、合宿全体をサポートする仕事の大切さや難

しさを学びました。また、出﨑さんや町田さんをはじめとする 4年生の偉大さをとても強く

感じました。初日には、初めてのあぜりあで宿舎内の動き方があまりわからず、あぜりあに
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は 3 年生の生活班の先輩がいないこともあり、しっかりと仕事ができるかとても不安でし

た。そんな中で、試行錯誤し、四年生の先輩方にもご指導いただき、なんとか生活班の動き

方を掴んだ、そんな初日でした。二日目では、初日で気づいた様々な注意・変更事項などを

生活班で話し合い、例えば、トイレ内の張り紙や、ごみ分別の注意など、その改善案を実行

していくなかで、人に物事を伝えることの難しさや、風紀委員の立場の難しさをとても強く

感じました。私は山登りには行かず、あぜりあ待機組として、急病人の看護等の仕事をして

いました。その時に、あぜりあの宿舎にお勤めの方々とお話しさせていただき、宿舎の方々

の優しさに触れ、私たちは宿舎にご迷惑は絶対にかけてはならないという責任感をより一

層強く持ったことを覚えています。また、キャンプファイアーや懇親会では、たくさんの友

人ができ、とても楽しかったです。三日目は、ディスカッションの印象が本当に強く残って

います。ディスカッション班の班長である湯原さんを中心に、サークルの様々な課題につい

て話し合い、その改善案を話し合う中で、班員それぞれのサークルに対する考えや思いが交

錯し、本当に充実した時間が送れました。欲を言うならば、もっとディスカッションの時間

があったらなと思います。また、打ち上げでは同期会をし、同期の仲を深めることができま

した。四日目は、やはり総括が一番印象に残っています。生活班として、他の班の 4年生の

方々と接する機会も多く、幹事会の様子も少しですが見ており、先輩方の涙に本当に感動し、

感謝の念や、来年への決意を強く持ちました。私は、この合宿を通じて、梅沢人間力アカデ

ミーの素晴らしさを改めて感じることができました。そのような場を設けて下さった梅沢

先生には、本当に感謝申し上げます。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 １年 青木颯我 

今回の夏合宿では、先輩たちの頑張りを目で見て肌で感じることができ、とても有意義な

ものになりました。というのも普段の活動では、先輩たちがどのように自分たちに対して

行動しているのかが見えづらいため実感しづらかったのですが、夏合宿では山登りやキャ

ンプファイヤー、懇親会などの準備をしている先輩たちの姿が見え、あらためて先輩たち

の偉大さに気づかされたのとともに、ありがたさや貢献度、献身性を実感しました。また

先輩たちの夏合宿に対する思い入れにもとても驚かされました。最後の総括で涙を流して

いる先輩たちを見て、１年生である自分自身に共感できる部分は少なかったが、思い入れ

の強さを体感することができました。一つのことをとても熱心に行い、最後涙を流すまで

になるには大変な苦労があったのだろうと思います。しかしそれを乗り越え、責任を果た

そうと奔走した先にある感謝の言葉や達成感、充実感を語る先輩たちの姿はいつも以上に

輝いて見えました。そして自分が上級生になったとき同じようになりたいと強く感じまし

た。とても充実した 3泊 4日で、本当に参加してよかったです。今回の経験は非常にモチ

ベーションを刺激され、後期の活動の励みになりました。 
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日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 荒井結妃 

今回の夏合宿は長野の大自然という初めての環境の中で大学や学年を超えて親交を深めた

り、山登りやディスカッションなどを通して初めての体験を沢山することができ、とても充

実した時間を過ごすことができました。また、実際に参加して合宿の運営全体を通して先輩

の姿から立ち回りや積極的に動く姿から学ぶことも多くあり、勉強になりました。今回は先

輩方について行くばかりの合宿になってしまいましたが、後期の活動では自ら能動的に活

動し、自主性を高められるように意識し、来年の合宿では率先して役職を全うできるよう頑

張っていきたいです。来年もぜひ参加したいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 １年 飯尾淳 

この合宿で私が感じたことは多くの人と喋ることによって、コミュニケーション能力が改

善されたことだと思います。三泊四日の経営合宿ではバスの座席から就寝部屋まで全て初

対面の人がいたのがとても驚きでした。そしてそのことによって必然的に話さなければい

けない状況に置かれたことがまた非常に新鮮でした。大学生活も３ヶ月が過ぎて新しい人

との関わりが少なくなっていたのでとてもよい機会になりました。来年も行きたいと思い

ます。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 石橋英里 

今回合宿に参加するにあたって、初対面の人ばかりの空間で 4 日間過ごす、バスの席の隣

も、宿舎も知らない人と同じ部屋ということが、中高一貫校で 6年間ずっと同じメンバーで

過ごしていた私にとって全く予想もつかないことばかりで不安ばかりでした。しかし、合宿

が終わった今振り返るとそんな不安も馬鹿馬鹿しくなるぐらい日大、大東関係なく友達が

できて、先輩ともたくさん話せて、刺激をもらえて、充実した 4日間になりました。特に 4

日間を通して、先輩方が色々な場面で活躍しているのを見て、最終日に先輩方の総括を聞い

て、自分が経営研究会で 4 年間過ごした後あの場に立った時どんなことを思うのかを知り

たいと思うと同時に、これから先できる限りのことに挑戦して後悔のないより充実した 4年

間にしたいと思いました。また、初対面の人ばかりの中緊張をほぐしてくれた普段から仲良

くしている同級生や、いろいろな場面で気をかけてくださり、助けてくださった 18班の先

輩方に感謝してもしきれません。本当に楽しくて最高の 4日間でした。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 押手咲樹 

この夏合宿を通して、経営研究会に入る意味を実感できました。先生の話はもちろん、先輩
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たちが私たちの初めての合宿を楽しんでもらえるようにするために、前々から計画を立て

て準備をしてくださったりグループディスカッションで段取りがうまく進めるようにアド

バイスをくださったりしていただいて、感謝を感じるとともに心から先輩たちに対する憧

れを強く抱きました。先輩たちに少しでも近づけるように、また来年もこの夏合宿に参加し

て、自分がもらった役割に責任を持ち、そしてしっかり果たせるような人間になりたいと思

います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 葛山裕紀 

私は合宿を通して一つ大きく成長できたと思ったことがあります。それは人の前で話す力

です。元々、私は人の前で話すことが苦手で、毎回話そうとするとあがって早口になってし

まっていました。合宿でも最初の挨拶のときはいつも通りあがってしまい、早口になってし

まっていました。また、残り何秒かを確認する為のフリップを見る余裕もありませんでした。

しかし、三日目のディスカッションの発表では緊張感のある空気の中自分の意見を発言す

ることができ、最終日の総括では合宿で感じたことをはっきりと話すことができ、フリップ

を見る余裕も持つことができていました。人の前で話しをする力は、スピーチやプレゼンテ

ーションなどの能力に直結しているので、そういう意味では大きく人間力をつけることが

できたと思いました。逆に先輩を見ていると自分には足りないものが見えてきて、自分もま

だまだだと思いつつ早くこの人たちに追いつきたいと思うことができ、日々のアカデミー

活動をもっと積極的に行なおうと思えました。合宿は楽しいことばかりではありませんで

したが、４年生の総括を見てこんなに大事だと思える場所や仲間を持てることの素晴らし

さを知ることができたので残り３回の合宿も絶対に参加しようと思いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 白井愛羅 

今回初めて 1年生として夏合宿に参加してみて、参加する前はどういうことをするのか、友

達が出来るかなど不安でした。ですが始まってみるとバスの隣の先輩が優しく話しかけて

くださったり、山登りは班で協力して助け合って登ったりなど、ほんとうに楽しい時間を過

ごさせてもらいました。特に、三日目の夜の飲み会では、必然と 18班で集まって写真が撮

れて、私は本当に 18 班で幸せだなぁと改めて感じることが出来ました。宿舎でもみんな仲

が良くて寝る時間ギリギリまで本当に楽しかったです。それと同時に掃除や食事の支度な

どをして下さったり、夜遅くまで仕事をして下さっている先輩の姿をみて本当にすごいな

ぁと尊敬しました。 

4 日目の総括では、私は初めてだったのでどういう感じでやるのか全く分からなかったので

すが、4 年生に向けて感謝の気持ちを伝えている 2.3.年生の先輩方をみて本当にいいサー

クルだと感じました。また、4年生のお話の時には私まで涙が出そうになりました。このサ
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ークルの絆の強さを間近で感じることが出来て感動しました。先輩方も 18班も宿舎のみん

なもいい人たちばかりでより一層大好きになりました。 

この 4日間で本当に貴重な体験をさせていただきました。ありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 １年 鈴木花梨 

今回の夏合宿で、私は「4日間楽しむ」ということだけを目標に参加しました。結果として、

4 日間本当に充実していて参加して良かったと思える夏合宿でした。 

夏合宿に参加する前は、WS の先輩ともまだあまり話せていなかったし、宿舎で同期の友達

いないし、と不安な要素しかありませんでした。しかし、山登りやディスカッションを通し

て話したことのない先輩方や大東の人達とも話すことができ、多くの人と関われる良い機

会になりました。また、私たちが楽しく合宿に参加できたのは、先輩方それぞれ仕事を一生

懸命行って下さったお陰です。先輩方が積極的に動いている姿を見て、かっこいいと思った

し、来年からは私もみんなのために働ける人になりたいと思いました。今回の夏合宿では楽

しいだけでなく自分自身で反省することがありました。宿舎で日大の女子１年が私一人だ

ったいうこともあり、話についていけず、同期と仲良く出来ずにいると、先輩に「去年はこ

んなじゃなかったんだけどね、ごめんね。」と謝らせてしまいました。自分から積極的にな

れなかった自分が悪いはずなのに、謝らせてしまったことが申し訳なかったし、悔しかった

です。来年は絶対に後悔しないように積極的に動いていきたいです。合宿を通して色んな人

と関わり、合宿が終わっても男女問わず連絡をしてくれる人がいて、こういった仲間と継続

して関係を保っていけたらいいなと思います。今までは不安だったアカデミー活動もこれ

からはとても楽しみです。夏合宿に参加をして本当に良かったと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 １年 関和慶 

今回経営研究会の合宿に参加して、参加してよかったなと思いました。この合宿での一番の

収穫は普段の活動では作ることのできない新しい縦と横の人間関係と作ることができたと

いうことです。また、多くの人と関わり、多くの言葉を交わしたことで、いろいろな考え方

も学ぶことができました。そして、自己紹介・ディスカッションの意見共有・総括の際には、

２００人という大勢の前で話すという貴重な体験をすることができ、自分自身また少し成

長できたのではないかなと思います。また、宿舎やキャンプファイヤーなどいろいろなとこ

ろで活躍する先輩方の姿を見て、自分もあのようになりたいという気持ちになりました。ま

た来年も合宿に参加したいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 高橋佑季 
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私は経営研究会に入って初めて合宿に参加することを嬉しく思う反面、不安に感じている

ことも多くありました。初日は帰りたい気持ちでいっぱいでしたが、山登り、キャンプファ

イヤーなどのイベントを通して、今まで知らなかった人との友達の輪が広がっていき、多く

の同期や先輩方と仲良くなることができました。こういった場では自らが主体的に動かな

ければ仲良くなることができないので、とても貴重な経験ができたと思っています。また、

先輩方の総括を間近で見て、続けることの大切さや、それによって得られる仲間の存在など

学ぶこともとても多く、最高の合宿でした。 

山登りは辛かったですが、また 2年でも参加したいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 高橋玲奈 

今回この夏合宿でたくさんの経験をすることができました。普段東京では味わえない大自

然に囲まれながら３泊４日過ごすということだけでも貴重な経験であり、開放的な気持ち

になれたことで、より一層リラックスして活動に参加することができました。また、正直山

登りは大変でしたが、班のメンバーと声を掛け合い山頂まで登りきるということの達成感

はとても大きく、諦めないという気持ちが前より強く自分の心に芽生えたと思います。山頂

からの景色はとても壮大で感動したし、仲間とともに目標に向かって頑張ることでより感

動的な景色に見えたのだと思います。ディスカッションでは、一人ひとり意見を出し合うこ

とでこういう考えもあるのだなと気づくことができました。その中で、自分の視野の狭さに

気づくこともあったので、これからはもっと色々な視点から物事を考えていきたいと思い

ました。最初の自己紹介で、友達をたくさん作りたいと言ったのですが、４日間を通して、

日大大東関係なく友達を作ることができたのが嬉しかったです。自分からたくさん声をか

けることができたのは、大きな成長だなと感じました。また、たくさんの先輩方が声をかけ

てくださり、とても嬉しかったです。この合宿で出会った方々とずっと交友関係を続けてい

きたいと思いました。初めての合宿で、たくさん先輩方にご迷惑をおかけしてしまったので、

来年は自分がこの合宿を支えていきたいと思ったし、先輩方を見習っていきたいと思いま

した。そして、自分が４年生の時涙がでるような総括をしたいと強く思いました。この４日

間、私は合宿を通して成長できたので行って本当に良かったです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 土屋貴寛 

私は高校時代にほんの短期間しか部活動に所属していなかったため、合宿というものを経

験したことが無く、ましてや宿泊部屋や行き帰りのバスの座席までランダムで初対面の人

が隣という事で、初対面の人と喋ることや、自分から関わりに行く事があまり得意ではない

僕は合宿に行く前から不安を抱えていました。しかし、いざ合宿が始まると、バスの中でも

宿舎でもディスカッションや打ち上げなどでも大東文化大学や日本大学である事は関係無
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しに様々な学年の人達と仲良くなれ、合宿前に抱えていた不安など初日の内に消えてしま

うと共に、合宿を通して今まで臆病で消極的であった人と関わる事への自信もつきました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 永田龍治 

私は今回の夏合宿に参加して、とても有意義な時間を過ごすことができました。夏合宿の初

めの自己紹介の時に私は、夏合宿の目標として交友関係を広げると言いました。そして私は、

同じ宿舎や部屋、さらにオリエンテーション班などで積極的に話しかけ、不安もあったので

すが、なんとか目標を達成することができました。それだけでも夏合宿に参加した意味があ

ったと思います。そして、今回とても印象に残っていることは、山登りです。はじめはもっ

と緩やかな山を登っていくのだと思っていたのですが、実際は急な坂を登ったり降ったり

と、厳しい道のりでした。しかし、先輩方が声をかけてくださったりしてくれて、無事に乗

り切ることができました。そして登り切った頂上では、素晴らしい景色が待っていて、とて

つもない達成感を得ることができました。三泊四日の合宿ではじめは長いのではないかと

思ったのですが、行ってみたらあっという間で、すぐに終わってしまいました。それだけ時

間がたつのが早く感じて、有意義な時間を過ごすことができたのだと思います。最後になり

ますが、とても楽しかったです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 長濱脩人 

今回の夏合宿は、今年の夏一番の思い出となりました。また、初対面の人と打ち解けるとい

う長所を磨くことができた事、積極的に人とコミュニケーションをとる事の大切さを再認

識できた点で、非常に大切なことを学べた充実した夏合宿となりました。合宿の出欠を最初

にとった際には、仲のいい友達が皆欠席してしまうということで、私も不参加の方針でした。

さらに、合宿に誘っていただいた先輩たちの言葉もあまり信用することができずにいまし

た。しかし、普段一緒にいる友達以外と交流を持つことで、視野が広がるという岡田先輩の

お話しを聞いて感化され、参加することを決めました。先輩がおっしゃっていた通り、とて

も素晴らしい夏合宿でした。初日は、バスの周りに知人はおらず、不安なスタートでした。

しかし、同席した人達は自発的に話す人が多く、出発してすぐに打ち解けることができまし

た。宿舎では初日は不安がありました。初日に多くの人と打ち解けられませんでした。さら

に、見た目から人を判断する傾向にある私は、宿舎に打ち解けにくそうな人を多くみつけ、

三泊が絶望的に思えました。しかし、二日目の夜の懇親会では、せっかくのご縁を大切にし

ようと思い苦手な人にも積極的に話しかけていきました。すると、見た目からはとても想像

がつかない程真面目な側面があったり、話の馬があったりして語り合う程の中になること

ができました。連絡先も交換したので、合宿後も続く関係になると思います。ここから、人

の本質は話してみないとわからないこと。さらに、人と打ち解けるためには積極性が大切で、
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いろいろな人と打ち解けていかないと人生は豊かにならないということを学ぶ事ができま

した。学んだことをすぐ生かした結果、自分から話しかけた大東の湯原亜美先輩が、同じ地

元で隣の高校だったことがわかりました。私から話かけていなければ繋がらなかった出会

いだと思います。また、ディスカッションでも、班の人と多く話すことのより円滑に話を進

めることができました。これらから、自発的なコミュニケーションとは出会いをつなげるき

っかけになるのだと感じました。出会った人とのご縁を大切にする、一期一会の気持ちを大

切にしていきたいです。また、二日目の山登りでは険しい山道を先輩や友達と歌を歌いなが

ら登ったり、励ましあったりと、最高な思い出と絆ができました。さらに、キャンプファイ

ヤーでは火を囲んで男女仲良くマイムマイムや、じゃんけん列車など、大自然の中でしかで

きない青春の時間はとても楽しかったです。人として大切なものを学ぶ事ができた夏合宿

はとても実りあるものになりました。また、大学生活の大切な思い出の一ページとなりまし

た。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 新實澪奈 

私は合宿前日まで、同部屋の人達と上手くやっていけるか、沢山の人と関わっても今後も

付き合っていくような仲になれるのかなど、不安が沢山ありました。しかしいざ合宿が始

まると、自己紹介やビンゴゲーム、山登り、キャンプファイヤー、打ち上げなど、みんな

が仲良くなれるイベントが沢山あったおかげで、多くの人と関わり仲良くなる、という目

標を達成することが出来ました。後期の活動では、パワーポイントの上達や企業研究の効

率の良い調べ方が身に着けられるようにしたいです。また来年の合宿では新たな目標をた

て、それを達成出来るようにしたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 橋田美乃 

夏合宿を通して多くの人と関わり、自分自身何か積極的に動こうという意識が芽生えた気

がします。２００人以上の前での自己紹介や総括、山の中でのディスカッション、山登りな

ど初めての体験ばかりの夏合宿でした。また、みんなが過ごしやすいように合宿全体を運営

している先輩方の姿をみて、来年は自分もこんな風になりたい、誰かに尊敬されるようにな

りたいと思いました。今回の夏合宿で学年、大学関係無く沢山の方と関わることができとて

も充実したものとなりました。この関わりを大切にしてこれからの活動も頑張りたいと思

います。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 平沢拓巳 

夏合宿に参加することに対して、最初は否定的でしたが、先輩方に誘われて行くことに決
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めました。夏合宿を終え、特に思い出に残っていることは2つあります。  

1つ目は、他大学、同大学の初対面と人々との交流です。自分は、人と話すのは 不得意で

はないですが、多少の不安がありました。しかし、同部屋での生活、ディス カッショ

ン、キャンプファイアーなどで知り合い、意気投合し、また会おうねと言える 友達がた

くさん出来ました。同じ目標を持った友人を作ることができたことは、これ からの人生

において、とても有意義なことだと思います。 2つ目は、先輩方の活躍です。この夏合宿

は、先輩方の活躍がなかったら全く成り立たないと痛感しました。先輩方の楽しむ時は目

一杯楽しむ、仕事をする時は全 力で仕事に取り組む姿はとてもかっこよく、自分もこの

ような先輩になりたいと強く 思いました。 来年は自分も先輩という立場になるので、夏

合宿に参加し、成功の一部になれるよう、自分のできることを全力で取り組みたいと思い

ます。  

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 町田達也 

私は、この夏合宿に参加しようかどうか最後まで悩んでいました。しかし、今ではこの夏合

宿に参加して本当によかったと思っています。普段関わることの無い人達と話す機会があ

ったり、新しい友達ができたり、同じ WS班の同期との仲がより深まったりと素晴らしい経

験が得られました。こんな機会を得られたのは、梅沢先生とこの合宿のために尽くした先輩

方のおかげだと思っています。合宿中の先輩方の働きには憧憬の念を抱く点が多々あり、

100人以上いる新規生を束ねて指示をくれたり、新規生に積極的に声をかけたりする姿に感

銘を受けました。来年の夏合宿にも是非参加し、今回の夏合宿でみた先輩達の行動を生かし

て来年の新規生に憧れられる先輩になりたいと思いました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 村上楓雅 

まず、私は夏合宿にいってたくさんの友人ができました。そして、いつものコンクリートジ

ャングルとは違う長野という緑に囲まれた地域で 3 日間を過ごすことで心身ともにリフレ

ッシュすることができ、その緑の中で新しくできた友達と議論を交わすことは新鮮な経験

であり、深い思い出となりました。そのほかにも、先輩が自主的に運営し、ハプニングがあ

りつつもプログラム通りこなす姿をかっこいいと思いました。私も来年はもっと自主的に

動き、まとめられるようになりたいと考えました。そのためにも後期の活動を一生懸命取り

組んで、力をつけたいです。また、来年は 2年生だからと気後れするのではなく主体的に活

動し、細かいところに気が付いてサポートできるように頑張り、よりよい合宿にしたいと思

いました。 
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日本大学 経済学部経済学科 1年 守口龍太 

初めて参加した夏合宿で不安も多かったのですが、普段の生活を離れて、自然豊かな環境で

行ったディスカッションや登山、打ち上げはどれも初めてのものばかりでとても貴重な経

験となりました。4日間を通して普段関わることのなかった先輩方や同級生、大東の方とも

新たな関わりを持つことができ、とても楽しかったです。また、多くの場面で活躍する先輩

方のとても頼もしく、偉大な姿に強く感動しました。4日間とても充実した時間を過ごすこ

とができました。 

 

 

（１９班） 

日本大学 経済学部 金融公共経済学科 4年 新井雄貴 

私は 1 年生の頃から欠かさず夏合宿に参加していたので、今年で 4 度目の夏合宿になりま

した。今年の夏合宿は全員の協力があってこそ成功することが出来たと思っています。私は、

今年移動班のほかに撮影班を兼任する形で夏合宿に参加したのですが、撮影班を行うのが

初めてということもあり、自分の中では移動班と撮影班の兼任はとても難しく、このままで

は、班の足を引っ張ってしまうとさえ思うことがありました。しかし、移動班や撮影班のみ

んなが協力的で私達 4 年生が指示しなくても動いてくれることもあったのでとても頼もし

く、活動がとても円滑に進めることが出来ました。また、後輩や同期に支えてもらってばか

りいた私のことをそれでも慕ってくれたり、頼ってくれる後輩や同期の力になりたいとい

う一心で夏合宿に取り組んでいました。今年は三度目の移動班ということもあり、田幡・等

田・平野と連携して移動班の活動に臨みました。バスの手配や遅刻早退者への対応など事前

準備から２、3年生の移動班と協力し合い、夏合宿当日を迎えられたのでその段階でうまく

連携がとれていたのではないかと思います。撮影班として集合写真の撮るうえでの事前の

打ち合わせや顔合わせを行うことで、こちらもしっかり夏合宿当日を迎えることが出来た

のではないかと思います。夏合宿のなかで一番大変だったことは、移動班と撮影班の活動が

かぶってしまった時です。特に山登りでは移動班として学生が列から逸れていないか、体調

不良者がいないかなど気を配りながら、みんなの山登りの風景を時には山を走りながら撮

ることが大変でしたが、とてもやりがいのある活動でした。また、移動班や撮影班として活

動しながら 4 年生として下級生の手本となるような振る舞いや行動を示していくことや夏

合宿を最高のものにしていくことを意識していましたが、出来ているか自分には不安でし

た。しかし、移動班や撮影班の後輩やワークショップ班の後輩や今年の夏合宿で初めて知り

合った後輩に、「夏合宿とても楽しかったです。」「夏合宿に行けて本当に良かったです。」と

いった声をたくさん聞くことができ、頑張って活動してきて本当に良かったと思えました。

最後の総括では感極まって涙してしまいましたが、それだけ本気で取り組んでこれたのだ

とその時気づくことができました。私はもう学生として夏合宿に参加することはできない
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のですが、来年再来年と続くであろうこの素晴らしい夏合宿を後輩たちが今年や今年以上

に盛り上げ、後代に残すことを願っています。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 3年 飯田凌 

私は今年で 3 回目の夏合宿になります。今年も昨年同様イベント班として参加させていた

だきました。昨年とは違い、後輩がおり教えなければならないこと、四年生の先輩からしっ

かりとバトンを引き継がなければならないことなどもあり、参加前は不安でした。 

しかし、そんな心配は無用でした。準備の段階からみんなで集まり、どんな風にしたらみん

なを楽しませられるか、と後輩も先輩も真剣に議論してる姿を見て、不安は吹き飛びました。

このメンバーなら最高のイベントを作り上げられると確信しました。 

夏合宿当日、バスレクもキャンプファイアーも大成功し、最高の思い出になりました。トラ

ブルもありました。機材トラブルや予定とは違う動き。そこで頼りになったのは同期の存在

です。 

トラブルが起きた際に迅速、かつ柔軟に解決策を考え出し、対応する同期の姿を見て、素直

に尊敬したと同時に、もっと自分も頑張りたいと思いました。 

頼りになる先輩、頼もしい後輩、かけがえのない同期の存在を再認識できた素晴らしい夏合

宿でした。来年も是非参加したいです。梅沢先生、このような貴重な機会を与えてくださり、

ありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 3年 塩原成海 

私は夏合宿の前日に風邪をひいてしまい、ただでさえ忙しい先輩方に無駄な心配をさせて

しまったり、ワークショップ班長として、指示を出せるコンディションではなかったりした

為、同期に任せきりで周りに多大な迷惑をかけてしまいました。また、19 班のメンバーと

最初から最後まで登山することができず、断腸の思いでした。しかし、このことから気づく

点もありました。それは、自分を支えてくれる仲間の存在です。私の代わりに班をまとめて

くれる 19班の同期や、常に体調を気遣ってくださった先輩や後輩がいました。心優しい素

敵な仲間に囲まれてアカデミー生活を過ごしてきたことに今まで以上に気づかされ、感謝

の気持ちでいっぱいです。 

また、今回で 2年目となったイベント班では、夏合宿前からみんなで集まり、いかにしてバ

スレクやキャンプファイヤーを盛り上げられるかについて話し合い、活動をしてきました。

キャンプファイヤー当日は、みんなが楽しんでいる姿を見ることができて、イベント班一丸

となって活動してきたことが報われたように思えて非常にやりがいを感じました。キャン

プファイヤーが終わってから、後輩に「来年も一緒にイベント班やりたいです」と声をかけ

てもらったことで、今までの自ら進んで後輩と交流をしなかった自分がとても愚かに思え
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る程に嬉しくて、もっと頑張って活動をしていこうと気を引き締めることができました。 

3 年目の夏合宿に参加したことで、改めてアカデミー生という存在の偉大さに気づくことが

できた為、これからも仲間たちを大切にしながらお互いに支えあいながら精進していきた

いです。最後になりましたが、このような貴重な機会を設けてくださった梅沢先生をはじめ、

幹事の皆様に厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 3年 皆川航輝 

私にとって夏合宿は 3 度目となるのですが、まだまだ学ぶべき事があると感じた合宿でし

た。私はこの合宿で特に学ぶことができたのは高い学年として後輩の見本となる事はもち

ろん、先輩や同期の支えになる事の大切さです。私はこのサークルに入った当初、人見知り

な性格で先輩や同期の方々に話しかけてもらってばかりでした。しかし、今回の夏合宿では

バスレクや宿舎での活動を通じて、多くの後輩を気にかけることができたのではないかと

考えています。また、雄大な自然や都会では決して味わえない澄んだ空気を全身で感じるこ

とができてとても感動しました。来年で最後の夏合宿となりますが、これまでの集大成とし

て良いものにしていきたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 3年 横元義樹 

私がこの夏合宿で得た学びは 2つあります。 

1 つ目は協力することの大切さです。今回の夏合宿において私は撮影班という役職を頂きま

した。撮影班は全体や学年の集合写真を撮る仕事があり、その際に誘導して整列させる必要

があります。ですが、参加したアカデミー生は 300人を超えるため、移動班の協力を得るこ

とになりました。当初は数名の移動班に協力してもらう予定でしたが、当日では動く予定で

はなかった方々も積極的に動いてくださいました。私の力不足を感じる反面、役職や学年、

大学の垣根を超えて協力することで成功に導くことができるのだと深く感銘を受けました。

さらに、夜遅くに行われた会議後に宿舎まで送り届けてくださったのは移動班の方々であ

り、様々な方々の支えや協力があったからこそ『写真を撮る』という仕事をこなせたのだと

痛感しました。この経験を今後のアカデミー活動はもちろん、日々の生活においても生かし

ていきたいと考えています。 

2 つ目は先輩としての自覚です。私は昨年の夏合宿では役職もなく 2日目の夜に早退したた

め、同期には役職についている人がいたにもかかわらず、先輩としての自覚もなくただ楽し

んでいました。しかし今年は撮影班と部屋長の 2つの役職を頂き、3年生という学年になっ

たため、自分が後輩を引っ張っていくという自覚を持ってこの 4 日間を過ごすことができ

ました。ですが 4年生の先輩に助けていただく場面が多く、自分の不甲斐なさを感じる場面

もありました。 
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来年は自分が 4年生となり、先輩がいない立場となります。このことから、自分が先輩であ

るという自覚をしっかり持ち、さらに後輩を引っ張っていけるようになりたいと考えてい

ます。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 2年 大河内誼人 

今回の夏合宿は 2回目の参加でしたが、1年生の時と比べて周囲を見る余裕が増え、学べる

ものがより多いものとなりました。1年生時の夏合宿からアカデミーの活動に参加した私は、

当初知り合いがほぼいなく不安であったため余裕がありませんでしたが、今年は大東生に

も知り合いがいて肩の力を抜き参加できたため、先輩や同期が合宿の運営をしている様子

をしっかりと見ることができました。そこで、組織として行動することの責任の重さや、連

帯行動させることの難しさを学べたのではないかと思います。また 3 日目夜の同期会では

去年に増して盛り上がり、同期との間で絆を深めることができました。 

その一方で、まだあまり話したことのなかった 4 年生の先輩方がいらっしゃったことや組

織の運営に尽力できることがもっとあったのではないかということが心残りです。 

それなので、来年以降は自身も夏合宿を盛り上げられるように動きたいと思います。このよ

うな意識を持つようになる機会をいただけたことに感謝します。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経済学科 2年 岸本達朗 

やはり自然は素晴らしいものだと 2 回目の夏合宿を参加してみて感じました。何故なら普

段の生活を都会で過ごしている私には空が私の頭の上いっぱいに広がる光景を目にする機

会など全くないからです。広々とした森林の景観や、風が木の葉を揺らす音などを聴くと自

分が自然の中で如何に小さい存在かを認識することができました。夏合宿中のこのような

経験の中で己や物事を鳥瞰的に見れるようになったのではないのかと思います。 

また、先輩方の存在は大きなものだと感じました。ワークショップ班でも、宿舎でも、ディ

スカッション班でも場を盛り上げたり、まとめたりしているのはやはり先輩方であり、私は

去年と全く変わっていないなと実感しました。しかしながら、去年よりは大学や学年に限ら

ず色々な人と関われたことは私の中で成長できたことであると感じています。 

このような自然の中で 200 人以上の人と関わることができる貴重な経験を与えて下さり誠

に感謝しております。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 2年 後藤靖博 

今年で 2 回目の夏合宿だったのですが、1 年生の時と比べて変わった点がひとつありまし

た。それはイベント班という役職をいただいての参加だったということです。その中で昨年
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度とても大きくかっこよく見えていた先輩方が、合宿に至るまでの期間に幾度にも渡って

打ち合わせを重ねていることで、あの 200 人という普通のサークルではあまり体験出来な

い規模の人達をまとめたり楽しませたりすることが成し遂げられていたのだということが

分かりました。そしてイベント班という組織の中では、やはり 3.4年生の先輩方の存在がと

ても大きく、何度も助けて頂きました。キャンプファイヤーの結果としては大成功と言って

いい盛り上がりが出せたのではないかと思います。また、同期や後輩からも「キャンプファ

イヤー楽しかったよ」と多くの人から言ってもらえたので、とても大きな達成感を得ること

が出来ました。また、戸隠高原では、東京にはない大自然に囲まれることで、空気の綺麗さ

だったり湿度の低さ、自然の反射板などとても快適で貴重な時間を過ごすことが出来まし

た。来年も役職をいただくことが出来たら、イベント班で培った経験を生かして、先輩の支

持に従うだけでなく主体的に動けるようになりたいです。最後になりますが、このような素

晴らしい環境を調え、この大人数が一堂に会する機会を設けてくださったことに感謝申し

上げます。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 2年 山崎哲汰 

今回の夏合宿を通して学べたことは、人の温かさ、自然の素晴らしさ、先輩の偉大さの 3点

です。 

1 点目の人の温かさについては、私は去年の 9月にこのサークルに入り、知り合いの人は自

分の班の人と他班の数人だったのですが、移動の時間を始め様々なイベント、会う人全てが

ほぼ初対面という環境の中で皆が優しく接してくれたことから学びました。 

2 点目の自然の素晴らしさについては、緑に囲まれた宿舎と山登りから学びました。東京で

はあんなにも多くの緑に囲まれて生活をすることがないですが、戸隠の自然からは時間を

忘れさせてくれるようなリラックス効果を得られました。また、山登りでは、登っている時

は辛かったのに、山頂からの絶景を見ると今までの疲れが吹き飛んでいきました。このよう

に、自然に囲まれると心身ともに癒されることを肌で感じることができ、非常に良かったで

す。 

3 点目の先輩の偉大さについては、主に移動班の先輩から感じました。右も左も分からない

私が疑問に思ったことをすぐ解決してくださったり、かつ 1 歩 2 歩先の行動を先読みして

迅速に指示を出す姿は非常にかっこよく、憧れました。 

自分にとってこの 3泊 4日は非常に密度の濃い時間で、夏休みの最高思い出になりました。 

来年は憧れている先輩に 1 歩でも近づけるように、またさらに縦と横の人脈を広げられる

ような夏合宿にしたいです。このような素晴らしい機会を設けて下さりありがとうござい

ました。 
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日本大学 経済学部 経済学科 1年 赤澤優佑 

今回初めての夏合宿は、非常に貴重な経験になりました。特に宿舎やディスカッション、そ

して行き帰りのバスなどで、普段は交友のない他班の人や大東文化大学の方とも交流を深

めることができてよかったです。私は人見知りであまり人と交友するのが得意では無いの

ですが、今回の合宿で自分を変えようと思い、積極的に話しかけたり明るく振る舞ったりし

た結果、友達を増やすことができました。そして友達や知り合いが増える事によるメリット

も発見できました。それは自分の新たな一面に気づくことができるという点です。今回の夏

合宿では、私の発言において第三者への配慮が足らないという指摘を受けました。これまで

受けたことのない指摘に驚きましたが、思い当たる節も多くこれから意識を変えていこう

と思いました。こういった指摘も多くの人と交友したからこそ得られたものであり、後期の

アカデミー活動でも人との繋がりを大切にしていきたいと思います。 

 

 

日本大学 経済学部 金融公共経済学科 1年 大間陽平 

私がこの合宿で感じたことは、団体で動くことの難しさです。特に移動班や生活班の先輩は

大きな声を出して点呼をとり、移動を促している姿を見て班や宿舎などの大勢を一気に動

かすことはとても大変なことだと感じました。また、そういった先輩の姿はとても格好よく

感じました。来年も参加したいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 大森仁 

私はこの夏合宿を通して大きく分けて 2 つの体験をすることができました。1 つ目は自然 

です。都会にいては体験できない自然の荘厳さに触れるおりに自分の抱いている悩みの小

ささを感じ、自分を成長させる糧にすることができました。2 つ目は交友関係の拡大です。

たくさんの人と会話することで、以前は大学のクラスという小さなコミュニティでの凝り

固まった考えしか持っていなかったのですが、他大学の生徒や、普段サークルで関わらない

ような先輩との交流の中で様々な考え方や感性に触れることができ、以前より多角的に物

事を捉えられるようになりました。これらの体験を通じ、人間として一回り成長することが

できました。このような機会を与えてくださりありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学科 経済学部 1年 斎藤大輝  

私はこの 3泊 4日の夏合宿を通して多くのことを学びました。 まず 1つ目に交友関係の大

切さです。私がこの経営研究会に入った理由の 1 つに人脈を広げることがあり、夏合宿に

は、その目標を達成しようと思い参加しました。夏合宿が終わって振り返ってみると、この

目標は達成出来ました。バス移動から宿舎、ディスカッションなど、まだ友達になっていな
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いアカデミー生と交流する機会があり、これを通して交友関係を深めることが出来ました。 

2 つ目は、先輩方の素晴らしさです。私は 1年生であるので、初めての夏合宿に少しばかり

不安を抱えていましたが、夏合宿オリエンテーションの時から、何も分からない 1年生達を

引っ張って下さいました。そして、合宿が始まると、先輩方は、みんなが夏合宿を楽しく安

全に過ごせるように色々な面から一生懸命動いてくださり、とてもかっこよく思いました。 

私もこのような先輩方のようになって来年の夏合宿では後輩を支えていけるように、アカ

デミー活動に邁進していきたいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 白岩玲 

今回の夏合宿を経て、2つのことを学びました。 

まず 1つ目は、合宿進行に携わる先輩方から、どんな問題も放置せずに解決し、円滑に進め

ることが大切さです。合宿に行く前は同じ班の先輩が合宿についての相談にのってくださ

り、合宿中はバスや宿舎など場所を問わず、私の疑問に答えてくださったり、予定が変わっ

ても臨機応変に対応し、さらに私たちの体調を気にかけてくださったりと、いついかなる時

も多くの先輩方の支えがあったことを実感しました。先輩方のおかげで、他班の方々と交流

ができ、たくさんの思い出を作ることができました。役職や学年を問わず、合宿を成功させ

ようとする先輩方の思いや姿勢は、私の新しい目標になりました。 

2 つ目は、普段ではできない体験を通じて、今までとは違うものの見方ができるようになる

ことです。自分の家の近くを歩いてもごくわずかな生物しか見ませんが、宿舎について少し

歩いただけで、様々な種類の植物や昆虫を見かけました。登山そのものをはじめ、澄んだ空

気や雲と同じ高さからの眺めなど、今まで知らなかったもの、忘れていたことがどれだけ多

いのかをこの合宿で気づくことができました。知らないこと、わからないことを見つけたと

き、それを理解しようとすることで、新しい発見や、見落としていたことへの気づきができ

ることを学びました。 

どちらの学んだことも、生きていくうえで大切なことだと思います。新たな目標を見つけら

れたこの合宿はとても貴重な体験になりました。来年は、今回先輩が支えてくださったよう

に、新しく入ってくる後輩たちをサポートして夏合宿に貢献したいです。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 須永啓太 

今回の合宿で、私はとても積極的な人間になれたと思っています。今までの私は、自分と関

わりのない人に話しかけるのがとても苦手でした。見かけで人を判断して、自分と性格が合

わなそうな人には話しかけないことが多々ありました。しかし、今回大東生や他班の人と交

流することで自分の考え方が誤っていることが分かりました。人を見かけで判断せずに積

極的に話しかけていくことで、沢山の人と交流でき様々な考え方を享受することができま
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した。 

今回の経験を忘れずに、来年の夏合宿は自分の役割を意識して楽しみたいと思います。今回

の夏合宿を企画してくださった梅沢先生並びに先輩方には本当に感謝しています。ありが

とうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 田中勝也 

初めての夏合宿を通して、人と協力することの大切さを知ることができました。初めて会う

人と同じ宿舎になり、決まった時間通りに行動するためにみんなで協力しなければならな

いからです。 

私は朝がすごく苦手で起きれるか不安でしたが、集団行動の中でそれを乱してはいけない

という思いから寝坊することはなく、自らしっかり起きることができました。 

ディスカッションでも初対面の人と意見を交換するために、一人一人が自分の考えを持つ

ことが大事です。私は自分の考えを強く持っていなかったので、積極的に参加することがで

きませんでした。その点を反省して、後期からのアカデミー活動では自分の意見を積極的に

発言することを心掛けたいと思います。 

たくさんの先輩の背中を見て、様々なことを学べた貴重な体験ができました。このような機

会を設けてくださり誠にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 経済学科 1年 野口峻平 

夏合宿を通しての学びは、たくさんの人と交流することの重要さと、多くの人の支えで夏合

宿が楽しめたことの 2点です。 

1 点目のたくさんの人と交流することの重要さについては、合宿の始まりから学びました。

バスの中では知らない人と話したり打ち解けることができるか不安でしたが、話してみた

ら案外すぐに打ち解けて、バスの席の隣や宿舎内の人だけでなく、他の宿舎の人や大東の先

輩方、友人の友人にも気軽に話しかけることができるようになりました。このように交流を

重ねていくことで、短い時間で自分の特徴を伝えることの重要性を感じました。結果として、

まだ話したことのない人に自ら話しかけ交流を深めていき、総勢 220人もの大きな合宿で、

自己アピール能力を高められたと思います。 

2 点目の多くの人の支えで楽しめたことについては、支えてくれた人の中でも、安全に合宿

を過ごすために指示してくれたり、他人との関わりを広くしようと協力して行動してくれ

た先輩方、性別関係なくたくさん話しかけてくれた同期たちから学びました。多くの人のお

かげで大東の人とも仲良くなれて、プライベートでも遊ぶ約束をする程に仲を深めて楽し

むことができました。 

しかしその一方で、私は協調性を優先して、自分から意見を言うことを躊躇してしまうとい
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う欠点に気づかされました。これは、たくさんの人と 4日間過ごしたことで気づくことがで

きました。この欠点を直すために、どのような事にも客観的な視点を持ち、主観的な視点だ

けの意見を言わないように心がけ、広い視野でいろいろな意見をまとめられる人間になれ

るよう、木曜アカデミーのディスカッション等で、自分なりに成長のための試行錯誤をして

いきたいと思います。 

この夏合宿の成功は、先輩方が多くの時間を費やして計画を立ててくれたことがあってか

らこそだと私は思います。このような貴重で素晴らしい機会を与えてくださったことに感

謝します。誠にありがとうございました。 

 

 

日本大学 経済学部 産業経営学科 1年 和久井良大 

初めての合宿から学べたことは、3つあります。 

まず 1 つ目は積極性の重要さです。私は消極的な性格なので、日大と大東合わせて 230 人

という大型サークルの合宿に気後れしていました。ですが、ここで消極的な面を克服するチ

ャンスだと思って今回の合宿に参加しました。実際に合宿に参加してみると、ここで話しか

けなくては自分を変えられないと思い、自分なりに積極的に話しかけていき、性別や学校に

限らず多くの繋がりを持つことができました。 

 2 つ目は、縦横の繋がりの大切さです。同じ部屋であった先輩方はオンオフの切り替えが

素晴らしく、遊ぶ時にはしっかり遊び、仕事をする時にはしっかりこなしており、本当に尊

敬できました。そして、自分もそういう先輩になりたいし、ならなければいけないのだと感

じました。 

3 つ目は、環境が変わることの素晴らしさです。普段はコンクリートに囲まれた教室でディ

スカッションをしていましたが、今回の合宿では広大な自然の中でのディスカッションと

いうことで気分転換となり、煮詰まることなくとても気持ちよく伸び伸びとした話し合い

をすることができました。 

この 4日間は非常に貴重で自分にとって今後の人生の糧となる合宿になりました。 

このような機会を設けてくださった梅沢先生、先輩方に感謝致します。ありがとうございま

した。 


